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序 ^言 

今日、八刀析的な認識を克服して、をに化ふるにをに卽しを查體的な認識をなてしょうと 
ナる要求が高ちかに叫ばれてゐる。科學をといふ科學をが槪わ過まの合理ま義を排擊し、 
'をにがる擦合的な——更に適切な表現を用ふれば——全體的な思惟態度を表巧してゐる。 
けれども、がらぱを體的な思惟とは如何なるものを指すかについて詳細な說明を求めると 
.なれば、解答は臓ろげなものとなるのが常でをる。かうしを事情を何とか巧開する道はな 
.いのでをらうか。我々齊しくをの必要を痛感しながらも今直ちにこの思惟の新をなおまの 
:輪郭を示すことは事實まづ不可能である。現化の思想をはまガ舊世ホに育まれ、從つて巧 
をな思惟のおまを憧れながらも、非八刀析的なあおをち爲する诚等の言說には今なほ說話時 
れや幼年期の追憶か、或ひは蒼がとして遙かなる憧れの夢のやうなものがを々に感ぜられ 
る。本書についても言へることであるが、化を新をな意味にめて思惟せんとする試みは何 
れも二つの世ホの間に圖はれる同じ一つの圖ひに他ならない。而も今日人間の思惟が圖ひ 
序 言 一 



. 二 

、取ることのお來る可能の新天地が幾許の廣表を有するか、まを凡を人間的な思惟とは切つ 
でも切れぬ舊化ホのきづながどれ程大きなものであるかは誰も知らない。 

「新たな思惟」を iK 爲するとき、をこに疑ひもなく一二つの事實が含まれてゐる。热をな 
田化惟は新たな範嚼を意かずるとともに、巧をな內をを意味する。否、抑5新をな思惟は最 
阜形式的ではなく內を的な道を辿る。新たな思惟はまを巧をな思惟様まを意巧すぶ。從つ 
で新たな思惟の新をなる所なは思惟の基礎、內を、あび樣式にある。かかる思惟様式の發 
農は可よりもホづあ惟に對する信仰的な巧動の優化をを認することを前提とするに止まら 
ず、 恐らく一に懸つてこの點にをすると言つても過言ではあるまい。この優位は孤立した 
蘭腦から生れを行動ではなく：個々の人間を通して働く自己の本質と生活とを意識した共 
同體の生活表現をる行動の優位である。從つて例へば巧をなる思惟、思惟様ま、及びナチ 
スお學 の本質は那邊にありやの問ひに答へる場合にも、何よりもホづ行動と事業、卽ち建 
設と新秩序の旗幡の下に巧はれる所のものを擧げわばならない。ナチスの哲摩と新をな思 
惟様まは何等かの理論的な論說よりもかかる行動に逆かにを々にあらはれてゐる。行動の 



:優化の時化はまだまだ續くであらう。從クて本書に掲げを若干の小論文にがて新たなあお 
を尊重し、をにる當な取扱ひをしょうと試みをけれども、 if # はもとょりこのやうな試み 
にとつて避け難い限巧を充分に意識してゐる。 

人間の根本能力をる直觀と思惟と行動とが理論に對して巧び巧をな課題を與へてゐる。 
このやうな理論に寄與せんとしをのが、「世巧の秩序おまと人間のを在形式」、「巧動の哲學」 
'の諸論文である。さて、巧をな意味にがける思惟と直觀と行動との統 I には共通の基礎が 
ある。この共通の基礎は 就中 生活力至生命なるものが次第に自覺され、この 星」 の自覺が 
すべての點に益5表現されて來るといふ點である。今自哲摩の範圍內化がてもおま論理が 
漸ホ本來の基礎科學とも見るべき星の論油卜にがぶ％がみしみ P 自覺に應へ 
ねばならない。 冒頭の呈^,すで席察」殘義ま繁'が‘ S 葵略ささやかな 
る貢獻を爲さんとするもの 夕をををも^'現.^^ホ々^ 田|_推たをク重要となる 
も のと思はれる若干の認識を1^唆が巧をなあ惟と雖も、苟くも科學的 
思惟をる限りは、依がとして槪念的思惟であらわばならないであらう。をれだけに又巧を 
が 言 一二 



な生活感情は益5烈しく巧をな思惟おまの自覺——一巧の科學的おおにホ巧し、又一切の 
巧聲的思惟が生活に卽する限り再び歸一すべき新たな思巧おまの自覺——をホめるであら 
う。かかる思惟は宗敎又は日常の處世訓にめても求められるであらう。「非論辯的認識に 
ついての斷想」なる附屬論文が槪を的思惟を超ぇを上述のかき思惟を示唆しをものである，。 

凡そ科摩といふものの必然的な關聯上、本書に爛れをやうな問題は古典哲聲及び近が哲 
學の諸成果と緊密な繫がりをなて取扱ふべきものなることは*も充分承知レてゐるがで 
あるが、か部的な理由からこれをあをすことが出來なかつをことに對して御寬恕を乞ん次 
第である。本書を世に送るに當つて、筆者が嘗て師事しを今なほ曼樂をる二人の思想家、 
ライプチッヒ. 大聲敎授フユ ーリックス.クリユー ダル (ゲントの 後繼 を)とキー ル大學敎授 
ヨハネス•ヴィット マンに對して衷、むの謝意を捧げをい。兩敎授の生涯はを體的な思惟の 
ための闘ひに獻げられをものでをる。まを本書に揭げた諸論文の巧立について種々の御蔭 
を蒙つを日本のホ々にも深甚の謝意を捧げるホ第である。一九己四年獨逸哲學總會の席上 
蜜おされを「行動の哲學」を除く他の諸論そは、筆者の滯日中座談或ひは講演にがて述べ 



を思想を日本の友人達の奥めに從つて書き下しをものである。殊にホには if ^ Q 最初の論 
文集「巧族性と化が觀」の發刊を促され、をの後も絶ぇず筆者の研究に關、むを寄せられ， 
巧に本論そ集の上強をも史引受け下さつを大'江精志郞敎授、巧び本書の驟譯にあ大の勞を 
.惜まざるのみならず內を的にも種々の示唆を寄せられを敬を措く能はざる協力者橋本文夫 
.氏に對しても謝意を表明するみ第である。 

一九四一年セ月著者誌 


が 言 五 




生の論理に對 ずる 一考察 
一總論 

序 說 

生命を一體に關する正しい判斷は特疎な範禱的基礎の上に立ってゐる。この範鳴的基礎 
は「生の範禱 J と呼ばれてゐる。この範禱を無視するとき生ある全】體に關する判斷は槪 
わ無效となる。をの理由は例へぱ判斷の基礎をる思惟がをの對象を抽象的事象として把握 
し具體的事象として把捏せず、乃至は「事物」.「死物」として巧握し「生物」として把捏 
してゐないからである。 

されば生の範噫は具體的な生命を一體の理解を可能ならしめる巧なのものでぁる。换言 
すれば抽象的概念如秩序に蘭するものではなく、さればとて單に具體的全！體一般の理觸 
左の諭巧におする一考察 一 



二 

に關するものでもをく、兩をを前提として具墙的生命查】體に關するものなのである。兩 
をを前捉としてゐると考へられる巧なのものは、いかなる槪を的叙述と雄 も ~切の槪を的 
秩序の規律を無視することは許されず、まを凡を生あるを】體の理解はすべて具體 的なを 
】體を理解するをめの前提の上に立つからである。生の論理は具體的論理~ 般の I 部々に 
過ぎず、從クて元ホ具體的論理の叙述は生の論理にホ行すべきものである。 けれども具體 
的論理の叙述は本論文のかき僅かの紙面をなては不可能であるから、本論文の課題との關 
聯上必要な限度にかて具體的論理の結論をも併せ述べることとしょぅ。 

をの範鳴の叙述は凡そ具體的を一體の他の諸範曠の叙述と同じく特有の困難に遭遇する。 
卽ち結扇一方の錠暗を展閱するをめには、他のすべての範曠を展開する ことが 前提とされ 
力至は必要とされるといふことである。何れの範嘻も全一體に關係し何等かの點に めて 查 
i 體を表はし、而もを一體を表はすがゆ患に結局他のあらゆる點に就いてもを~體を；^ 
きりと捉へてゐる必要があるのでをる。されば結局どこから手を着けるにしても、をこか 
ら必が的に他へ移つて巧くことになり、從つて叙述の重複を免れないとともに、 どの 部々 



の叙述もを體を知つて始めて充〈刀に理觸し得るのである。 

w 本質——現其視) 

生命を！體のうちに含まれてゐる要素、生命を】體のうちに起る事象は悉く同時にを一' 
體をのものにも關係のあるものであり、他方を一體に闢係のをるものは同時にをの全一體. 
の一つ一つの胺節、一つ一つの機能にも闢係があるのである。おつてまを生命查一體に關 
するずべての槪をの一つ一つは互ひに他を暗一亦してゐる。それはそれぞれの槪念のうちに 
を一體が含まれ、從つてをれなかのすべての側面力至點が含まれてゐるからである。だが， 
さうはいふものの、生か全一體に闢しては一つの中、む的な構戌事實、從つて一個の中、心的 
曝がある。をは卽ち「生」をのものの範嘻である。 さ.て 「生」といふ構戌ま實は他の 
いかなる槪ををなてしてもさをホ八刀に說巧し盡くすことができないといふことは疑ひをを. 
れないところであるが、他ち苟くも巧々の眼に觸れる生命を’一體は常に一をの本質の實現： 
と見るべきものだといふこの基本的事實を絕えずはつきりと捉へてゐることが生ある全一 
をの論理に對する一あ察 一二 



四 

體の認識と理解とにとつて眞に基本的に重要なものだといふことも疑ひををれない。 さて 
r 實現」なる槪念は、巧くも生あるものに關する限り、決して静止のが態を指すものでは. 
ない。がとなれぱ1をの本質が生命查】體のうちに自己を實現しょうとしてはゐるけれど 
も、.をの生涯を通じて眞にあらゆる點にがて自己を實現し盡くす瞬間は遂にホることがな 
いのだといふことこを、特に生命查」體の特徴と見られるからでをる。すべて生命を】體. 
は常に】をの本質を具現しをものではあるが、をの具現する本質の實現には常にをみの程. 
度があり、おつて常に一をの限度に止まる。而もをほをこに具現され！^質は飽くまでも. 
充〈刃な實現をホめるのであるから，絕えず或る程度まで生きを^がをずるわけでをる。 

例へぱお前におく)輪の巧をとつて見ょう。をの姿には 一 をの巧の本質が具現されてゐ 
る。けれども花の本質は眼前の化には僅かに一をの限度だけ實在してゐか乃至は實現され 
てゐるに過ぎなレ。この花は例へばまだ充八刀に開き切つ； P はゐないとか或ひは早や抓.^か 
けてゐるとかいん こと も あり、 或ひは氷〈刀の不足で おき 方が おとなく 貧弱で あり、 從 つて 
か 的な化活條件のをめに實在のをがをこに實現を求める本質に充分にをぐはない 場合、 換 



言すれば充〈刀な展開をホめる內なる本質が適當な實を的條件の缺かのをめに餘趣なく自己 
を充足ホし めることが 出來なかつ をと いふ場合もあれば、或ひは日蔭に おく 巧が無理に 日 
のがをあめを結果、元ホの巧の本質に背いをがな恰がになつを とい ふ場合もある。だがこ 
の最後の實例にがても、をの生きををは素質的な本質をわづかに一をの眠度まで卽ち偏向 
的に實現して ゐる に過ぎないけれども、この眼前のありの儘の姿 こを 花の現實にがけ る存 
立を可能ならしめをものなのである。をれ とい ふのも抑 S 光なくしては花は生き得ない が 
ゆ裘である。 

かくして、凡そ生 ある 全】體は必ずや內にあ〇て實現を求める本質が實現されをもので 
はあるけれども、一をの素材の中に巧はれ時間的.空間的な現實の條件に服するをぬ實現 
は常に)を限度に止まり、垄幅的な實現ではないといふことが知られる。 

されば生きを查 一 體は常に二重の意味に於て r 實現」なのである。卽ち結おとしての實 
現であると同時に憧れとしての實現であり、換言すれば首尾ょく巧功したものであると同 
時に推し歪められをものであり、を在すると同時にを在しないものなのである。生きた查 
生の論巧に動する一考察 五 



一體の存在がをこに具現せられる本質に充〈刀に合致してゐない卽ち完全なものでないとい' 
ふこの事費を無視して生きをを一體をちへることはをく不可能であぶ。 

乂が A でありながら而も同時に A でない、換言すれば未だ A でない力至は最早を全，には 
A でないといんこと、更にこのちにして而も同時に非有でをるといム點が凡そをあるもの 
の絕對無條件な本質であるから、生あるものの把握は我々のおま論理的な思惟を一先づ混 
亂に陷れ る。 巧々の思惟なるものは槪をの世巧にがても A は常に ィコ）ル A なのであつて、'‘ 
をれが同時に非 A だといふことはあり得ないと考へる傾向がある。けれども生の認識にと 
つても、實際生活の形式にとつても、巧くも生に對しては A は A に等しいといム考へホを 
抛棄せわばならない。 

このやぅな 「 A は非 A である」乃至は「完全なものではない」といふ考へ方は全く消滅 
するこ.との永遠にない嚴張、苟くも生きをもののもつ中也的な生の緊張を生む•のである。 
ホきをものの認識又はお巧のを力にめて本質とそのををな實現との間に存せするお張を見' 
逃したり或ひは之を經け得られるもののかくに考へることは許されない。このやぅな緊張'. 



を認識の出發點とし、お成的活動にがてもこのやぅな嚴張を肯をしてこを、始めて巧々は 
正しい理解と行動とをなてをに對處することが出來るのである。 

從つて凡を生の論理の根本範蜡は本質が赏现をあめる點であり、換言すれば「本質對實 
規」てふ緊張關係なのである。 

實現の範曠は具現の範嘻を含んでゐる。何となればここに一玄ふ實現は實現するものによ 
つて具現されたものと常に關係があるからである。だが具現されをものもホをれ自身實現 
を求めるものでをる。而して實現をホめ一をの生命全】體によつて具現されをれによつて 
ぶ少とも載が^心わをの何ものかを我々はをのを一體の「本質」と呼ぶのである。 

化を認識にとつて本質と實現とはをひに他を措いてはちへられないものでをる。我々が 
本質について何等か知るところありとすれば、をは’相質の實現をなかとしてであり、本質 

‘をを實現する生命體のあるが儘の特性.態度を理解する場をはもとより、この生命體の何も 
ド—のであるかを强觸する場合にも、を こに 展開をホめ自己を維持する丢营の具現だとお 
. へて こを 始めて可能なので•ある。 

て--' . 'r 

4 、 をの論理におする一考お セ 


「本質」といふもの、或ひはまを、本質と本質を實現するをきを形態との關係といふや 
うな事實を科學的な槪ををな-て正しく捉へることは、おま論理的な訓練ををけ何ょりもホ 
づ签間的な事物をき懸りとする我々の思惟にとっては西難なことであらう。けれども巧々 
自身の日常の體驗や人間相互の巧渉の仕ホにがても*或ひは又ち族の自覺及びお戌活動に 
めても、巧々は怡も當がをのものの かく、 ちに述べをやうな見ホを出發點 として ゐるので 
ある。 

例へば「自由」 とい ふ問題を繞る戰 ひも、 畢竟人間が個性的巧せ として 己れ自身に巧應 
はしい生活をなす能力力至は權利ををするか否か、若しがりとすればをれはどの程度まで 
認められるのであるか、 それとも 人間は實現を求めて止まぬ本質卽ち「個性」の展開を斷 
をして、寧ろ例へぱ國家の要ホに奉仕すべきものであるか、若しがりとすればをれはどの 
程度まで認められるのかといふ點を中、むとしをものである。人間が自己を展開せんがをめ 
に自由をホめ、本がの自我をらんがために自由を求めるといふ人間古來の憧れは何人も齊 
しく自己の胸中に體驗するのみならず、この憧れに對する他人の態度をも理解し得るので 



ある。これが卽ち「本質斟實現」の緊張と呼ばれるものをのである 

さてがらば巧々は本質をるものをか何にして知り得るが。勿論本質の實現をかして知る 
-ぃ.-の一途あるのみでをる。けれどもこの';「實晋はをかれゆかれ一をの限度をもつものだと 
いんことが】見して直ちに感ぜられ、從つて巧々がをの實現を通して ffi 握する本質なるも 
の も、 この實現形態に具現されてはゐるが、併しこの形態とは同一でないものと考へられ 
る。他方我々はをきをお態を理解する際に、この形態のやに含まれてゐると考へられる本 
質に基づいて、この形態が本質の或る程度までの實現なることを感ずるのである。 

この本質對實現の闘係を論ずる場合に、兎もすれば之を時間的な關係、例へば巧族につ 
いて言へばまとして歷あ的な關係と考へる誤«を犯しあい。成程實現は時間に於て漸進的 
に巧はれ、この實現の挪&は同時に民族の歷あに他ならないけれども、この點を恰も「本 
質」が時間的に見て實現ょりもな前に巧をするかのかく理觸すべきものでは觀じてない。 
ならば「本質」は巧々の時間的-空間的な現實の彼岸に、之を超ぇ、をょりな前に、如何 
なる範圍の實在性を有するかといふ問題はここには論じない。この問題は畢竟神的あ源と 
里の論理に對する】ちを 九 . 


本質との同一性又は神的根源に於ける本質の同 j 性の問題に歸着し、從 つて 意識に ょつて 
捉へ得る歷お的な現實の範圍を超ぇ、延いては本諭ちの巧化に出づるであらう。巧々 Q 寺 
閒的-空間的に捉へ得る本質の現實性は本質の現實的な實現の程度にも依をする けれども、 
んホ現實のホきを查一體を目してをこに「本質」といふが如きものは查が具現されてゐな 
いとま張するのは無意ホである。生きを形態のうちにこもる「本質」はかと考へられる。本 
'質を力と考へる香なければ、ををを形態 Q うち忆薑§现をホめる本質といム 
が如きは查く意味をなさないでをらう。從つて本孰は力と考へられるのではあるけれ ども、 
ネ質對贊曼疆は之を因養に考へるべきではなく、又龄邮邮前後關係と考へるべきで 
もない。この 關 係は 寧ろ 生きを r 意 かか 齡を でを、蒙露をのをの闘係なりであ 
-る。 この 關 係は 最早 之を 他の關 係へ 還元す ることも出ホなければ 、叉他の ものを 化發點と 
.してをを 理解す ることも出來ない。本質對實現の 關 係は凡を生きをもの、を ある ものの か 
本的な 事實 でをり、凡ををの 理解の基礎で ある。ホに述べをやうに、この事實 が一 應理解 
し 難い もののやうに感ぜられるのは、5 の 事物の考へ襄徒らにお諸な窺の みに 留 



るが故であり、日常生活の生きを考へ方にがては、この事賞は巧.々の熟知するところな 0 
でをる。(ここにがて目的論の考へホに對して我々がいかなる立場を採るかを明かにせわ 
ば をらないであらぅ。 けれども 目的論は生の把握の立場からは全く抛棄すべき ものん，； あは 
れる因お性の思惟水準に止まる ものと 考へられるから、この問題には立入らないことに i 
る。)個々の人間にあつても、將义巧族にあつても、實現を求めて止まず而も同時に化を' 
如何なる歪曲に對しても反おするこのやぅな「本質」が生活をま配する力として存ぶし、 
生きをお態が果して意味をもつかもをないか、本質に合致するかしないかを巧かにするの 
である。 

の一をの形態をるつ查一體としての生命體 
. —ま體としての本質と特性としての本質—— 

なる槪をには常に二つの意味がある。一,巧「主體」を意ホし、他方「特性」を 

をの論理に對する一考を 一一 



もる。卽ち一み為物」宿者」を示すと、もに、他方磊に」を季のである。 

例へば個人％薑 K 愛を窒愛管5¥星豪二—。量 S 活が彼 

の特性と藝れない場を、他は產としての個人を危くする場合でをる。 / 

同樣に人間？つ誇呈も二5囊がある。卽ち人 S 君が說心套するかにつ 

いて誇りをもつこともあれば、己契かく蓋き一をの歡かであることについ5りを 
感ずることも—。, ef 寶這是關係が—で寡らぅけれども•、斷じ5一では 
ない。価人—— t ぐ凡を養害靈動反5了も二 ii 窜臺 S が叫 

ぱ^る。一は民族忆屬するすべて Q 個人忆がが暮性 s とし T 、 樓すべて©個人をか 
おし從つてき體を—蒙中に現はれる臺としてでをる。こ S は後に静かにする普 
であるが、ここには簡。卓に「全 I 堅なる襄槪 t 觸れょぅ。 

臺の實現はき體、而も i お態をもつ查一體にめてのみ行はれ、生命全一體は】 
客お應をもつものとして始めて 5 Q 本質 Q 實現をり得る香—。 

I 全一體は全赢としては個別的が高(ま攫をる本質を壽し實現し、一をの物 



態をもつものとしては一'をの特性をもつ統一體をる本質を具現し實現する。これを本質 9 
側からちへば、-自己同】的な統-體(ま體)としての本質は生きをを一體のぅちにおのが. 
實現をホめ、特性としての本質は特殊な形態におのが實現をホめる。例へぱ我々の遭遇す 
る一定の形態をもつを】體をる人がとしての人間は、】方に於ては、個巧..自我.成員と- 
して自己をま體的に謡示しま張す.る 一を幻 r 或る人間」 であるけれども、 他方に於ては、 
をの人格のもつ様ま、價値評僧の仕ち、傾向、等の特殊性、及びすベての態度を一貫する 
がだなどに、をの本質の T 特挥が認められる。をの他あらゆる生あるもの、就中' 
巧族についても同様の事が指摘される。 

さて個々の本質は自己特有の個性をもたないものはないと同稼に、全 I 體にはをれ特有. 
の形態をもたないものはない。而して形態といふものが全一體の側から見て始めて理解し 
得ると同じく、他ち全~體 もを の形態によつて始めて理解することができ、更に查 I 體も. 
お態もこれによつて具現される本質と關聯させて始めて理解することができる。蓋し本質. 
によつて始めてを一體は質のを一體となり、全一體に對して】をの形態が要求されるから- 
化の論理に對する一考を 一己 



である。この形態は全一體のもつ種々の傾向や肢街鹿夏の統一體の特殊な特性に 他なら 
ない。 • 

生命を一體がをのどの歧節(成夏にがても全一體の具現'する本質だと眞に稱し得る場合‘ 
に始めてを一體として實在してゐることになり、他ち全】體が較窗(成員)のうちに生きて 
ゐる場をに始めて眞に歧節(成貝)といひ得ることになる。さればこを查一體は常に相をに 
關係する部八刀の總計ょりもは上のものであり、すべての肢街(成貝)のうちに生き歧節(成. 
も)の相互臨係ぶび全一的傾向に現はれ、換言すれば、例べば肢節(成員)をしてを一體を 
擁護するとか、全一體のをめに犧牲を忍ぶとかいふやうな 一 をの態度を煤らしめる齡献と 
もなるのである。このやうな全一體の睽饰(成員)に對する關係を見ても、をれぞれ自己同 
1的な諸5の事物や力の關係，疎に並列關係 . 相互關係に依據する考へホが不可能だとい 
ふことが知られる。同じ全一體の巧興る歧節(成を)が肢節(成員)をる巧なは、胺節'(成貫) 
をのものにあるのではなく、相異つを政節(成良)の中に齊しく生きるを一體にあるのであ 
る。いかに個性的な差異はあつても、胺馈(成貝)の阪節馬 Q たる所なは、岐節茂：口)が. 



をれ.円みとしてでなくを一體の立場から見て共通に有する意義に基づくのである。從つて 
垄 一 體にお據したお惟は平面上を動くものではなく、更に高いホ元のうちに働くものであ 
る。若し然らずとするならば、「全 一 體の生命は阪節(巧な)の態度に表はれてゐる」とい 
ふやうな命題はいかにして理解されようぞ。又、.「並列關係」.「相互關係」に依據するお 
惟をなてしては生あるをを充かに理がすることが出來ないと同じく、『時間的前を關係」 
に依據ずる思惟も不充みである。並列關係からは決して空間に於ける全 一 體が戍立もしを 
けれぱ說巧もされないと同じく、時間的前後關係のみでは時間に於けるを一體はかして巧 
立もしなければ說明もされないのである。而も猶、马！體は空間的な全！體をると. 
.，岡時に時間的な全一體なのである。 

全一體とし言へば必ずや空間的全 j 體を考へる傾向が あり、 生命を~體といふものもホ 
づ空間的形態としてを頭に浮ぶのが常である。抽象的な槪をじよつて行はれる巧々のあお 
はずべてを間的な形態とその一見靜的な意味によつて成り立つものである。けれども、巧 
くも 生あるをを理解するには この 點に二重の危險がある。一方にはすべての生命體が空閒 
をの諭巧に對する一ち提 一五 


4 


的を一體をるのみならず時間に於ける全一體でもをるといム事實を見逃すとともに、他方- 
生命體が生命體であるな上は、自己同一的な空間的事物とは異つて、自己のうちに靜止サ 
る事物であるとちへられるべきではなく、乂は A でありながら而も人でなく、寧ろこれか 
ら A とならうとしてゐるのだといふ點に基づく上述しを緊張を包蔵してゐるといふま實を 
見逃す危險がある。卽ち生命體の自己實現は時間にめて始めて巧はれるといふだけではな 
く、抑 e 生命體をのものが凡そ「かかのを一體」と見られるべき性質のものである。生命 
體の r 全幅的な存在」は常に時間を包攝じを統一體、星成のき晋として見られ、巧- 
して旣に生成を遂げをを一體として電光石义の瞬間に於て見られるものではない。 

の‘本質發現並びにを立形式としでの 
生ける をのの お態 的圣一體 

•巧々が或る人 間を 深く 知る やうに なれば、同じ態度 や 特徴のう ちにもを の 人 本來の本質' 
(人となり)の表れと見るべきものと、 往 々にして ル 巧との圃 ひの結果生じ自己の本質と矛' 



盾しをものとを區別することが充〈刀出來るやうになる。自己の本質と矛盾する態をや寺淺 
は或ひは一時的な慮度に過ぎず、或ひは結局自己の本質と合致しないにもかかはらず第二 
の「天性」とをつを特性であるが、このやうなをは人間が人生に於て自己を主張し自己の. 
「を立」ををうするをめに採つてきを姿でをり、人間が自己自身の內から展開さホをと岡 
時に苛酷な或ひは餘りにも賴りない{盛間的•時間的現實の條件の下に採つを姿である。こ‘ 
のことから、ホに巧の例にょつて巧かにした重要な認識が得られる。すべて生きを形態は 
二重の意味にがてをの本質の實現である。卽ち生きを形態は本質の展開であるとともにそ 
のを化のおまなのでをる。をきをものの姿はをこに具現される本質に基づくととをに 、； a 
の本質がをのををする現實ホに對して自己を展開し貫徹し更に自己をま張する 種々 の條件 
に基づくものである。從つて具體的な赔態は C 吊に本質の發現展開であるとともに現實の條 
伸の下にめける本質の存立形式でもをる。このことは植物や動物についても、個々の人間 
や巧族についても言ひ得るのである。 

さて或る生きを形態について本質の發現と見られる部みとを立形まと見られる部〈刀とは 
をの論理に勤する】ち察 一七 



】ル 

不可八刀に結びがいてゐる。佛し兩をは之を區別しておへわばならない。本質の壌現はみく 
とも或る程度までの巧立性をもつたを一體の形態としてよ A 他にはあり得ず、他ホ現實が 
にを立を保つを一體はがずや「人爲的」なものではなく「自が的」.なものであり、言ひ換 
へれぼ、周圍の專情を顧慮して造られをリ事情によつて惹起されをりしをものではなく、 
あるが儘の本質の壊現なのであり、從つて本質の發現と存立おまとは不可分である。けれ 
どもまを他ホ、兩をは超別して考察せわばならない。をれは兩をを別々に說明したホが雨 
をの發生の起原を區別し兩をの巧異る意味を把握する上に都合がよく、從クて理解しるい 
といん理由からだけではなく、.をの一方だけが獨立してを一體を危くすること.もあるがお 
である。單に本質のみに終始する特性一點張りの人間は現實の苛酷な試練に巧ちひしがれ、 
他ぶ單に白己ま張のみに專念する人間は本質の萎縮によつて却つてお立ををぅするを得な 
い。卽ち一はを立形まの缺かのをめに亡び、他は內的空虚のをめに亡びるのである。この 
危險についてはなほ特に論究するであらぅ。 

さて4驴か教現もがをか盼かもそれぞれ主體としての本質並びに特性として'の本質と闢 



係をもつものである。例へば巧族は歷あのあらゆる瞬間にがてをかれみかれま體としての 
本質と特性としての本質との發現展開でをると同時に、この本質 —— ま體をる本質と特性 
をる本質の一を限度の完查さをもつを存立形まなのである。例へばち族の時化々々の 
年一きたお態がどの程度まで現實的にをの本質の發現なりやを問ふ場合には、巧々は就中巧 
族が自己自身の神聖なる本質重鹽)をる所なを確信する信仰が巧してどの程あまで今猶生 
きてゐるかを問ふのであり、民族の特性が現存の生活形式.習俗•形成活動等の樣ま全濃 
にどの程度まで表はれてゐるかを閒ムのでをる。をの時々のをまを形態がを立形式として 
どの程をまで巧族の本質を實現してゐるかと問ふ場をには、現在の現實的條件と境遇の下 
にがて民族の本質がをのま體性(例へば自ま性)に於ても將义をの特性にめても國を的政治 
組織の機構の內に、例へば人種法などにょつてをのを立を保障せられてゐるかを問題とし 

てゐるのである。 

民族の場合と同じく、個々の人間についても同様の事が指摘せられる。卽ち人間 勾を， の 
■^冲化まを巧-態は、獨特な特性をもクをま體として自己を展開し存立ずるといふ四重の 

生の論理に對 する 一ち察 一た 



實現の緊張によつてをじをものとしてのみ理解することがお來る。 

W 調和 ' 

生きをものを全】體といふ槪念によつて考 へようと する現化に廣く行はれてゐる傾向に 
對して非難を加へる者がある。彼等はこのやうな傾向が「生」なるものを餘りにも調和的 
なものと考へる傾きがあるといふのである。けれどもこの非難は、查一體を始めから完全 
なもの卽ち調和的な查一體と考へる場合にのみを當する。全一性なる範嘻はをけるもの Q 
根本範噫の一つであることは疑ひを容れないけれども、上述したやうに、生きを查一體が 
調和的でなく、言はぱ不調か——卽ち生くる限りを】體をま配する實現の緊張に化が的に 

伴ふ不調和-によつてをきるものであるといふことも、生ある全一體の重要な要素とな 

クてゐる。凡を生、卽ちこのやうな緊張の中に、而もこの緊張に基づいて生きるといふこ 
とは、生命體をる限り、常に充足せられざる全】體をることを意味するのである。而も猶、 
充巧と調和を求めることが、充足せられざる全】體の生巧に他ならないのである。從つて 



緊張，封ち不調巧といふことも、解か卽ち調かをホめるといふことも、生きを查一體に缺く 
ベからざるものでをるが、調巧といふ槪念も緊張といふ槪念も今みし詳細な論述を®する 
であらう0 

上述しをやうに、すべて’か.あるを一體は、ま體としての本質と特性としての本質との'裂' 
規展開並巧に存立形まである。がしこの四つの何れのホ向に於ても.、生あるものは本質の 
或る程度の•實現に止まり、從つて何れの方向に於ても不調和なのであるが、他方 まをがれ 
のホ巧にめても部八刀的な實現なのでをり、從つて或る程度までか調巧的なものと見られ、 
是なくしては、查一體は生きてゐる答がないのである。 - 

自己の發現展開といふ意巧に於ける本質の貸現は、充足を求める本質の憧いといふ言葉 
をぶ.で言ひ表は.されることもある。本質が自己を展開しようとする衝動から見れば、与の緊强 
''を，’レ.の解決は卽ち充をである。されば充あはをあるものが齊しくホめながら決して完查には到 
達することの出來ない調和のをである。このやうな調和は本質の展開に關する調和で ある 
’;が、これとは別個にホ’踢化掘實にがける存立に關する調和がある。お立に關する調和をホ 

' 化の論理に對する一ち祭 ■ 一一1 



める憧れ.巧力は、本質が自己の展開とその維持だが等のま障なく保障するがかさおまを 
® ょうとす る努力なのである。この‘存立おまの調かが到達されをとが、完をな形態が生 
れるり'完全なお態とは例へぱすべての歧節(成員)が完をな調和をなし彼等の共同を動が摩 
擦なく巧はれ、而も全)體がか部から化はるいかなる危險に對しても繫密な國結をもち， 
また 與へられを條件の下に生きをを一體の維持を續を最もを全に保障し得る程、空間的. 
時間的な情況に順應してゐることを指すのである。この存立と持綾とのおまにめける調か 
は明かにを幅的な展開を意味する調和とは別物である。 もとょり 現實にめける展開はおず 
或る程度のを立と結び附いて始めて可能であり、存立といふことも旣をの全一體にがてゆ 
くとも或る程度までの發現展開を遂げをものについて始めて言ひ得るので-める。けれども 
上に三目しをやうに、本質實現のこの兩おまを判然と區別することは、何れか一方の側面 
の獨立化に伴ふ特殊の危險をち察する上に重要である。みに生あるものが何れかの方向に 
がて調かを得てゐる場ムロに兎もすれば他の方向に於ける自己の實現を忽ホにし勝ちである 
といふ危險がある。このやうな場合には、，：充足及び完全と並んで第ーニの調和の形ま 



=0 諫められる「圆熟气卽ち充足と完全との兩をの調巧的な統】の域に到達することは到 
底望まれない'。「圆熟」とは霞大限の疆開が現實の條件の下に最大限のを立おまをなてが 
なする到達不可能の境地である。.この境地は到達不可能ではあるけれども、凡ををあるも 
のはををホめ、事實常に或る程度までは到達してゐるのでをる。 

このやうな獨立化が種々の點にめて包藏する危險を今みし說巧しよう。生あるものは I 
'ホ自己の本質とをの展關に急なる爲め存立のが要を忘れ、或ひは他方あらゆる情況に卽應 
してなるベくを全な存立を望む餘りに自己の本質を裏切り、かくして自己自身を逸し去り 
遂にをの爲めに t びるといふ二樣の危險があるが、この危檢は個々の人間にも民族にも等 
しく認められる。まを現實をま配する力の强さも、いかなる現實の中にあつても自己の本 
質を發挥し、常に自己自身に勒してを實を巧らうとする力も、人間によつてをれダれ異つ 
てゐる。餘りにも順應性に富み只管保身にあ々としておのがホ活のを固と最大限の快適と 
を圖り、をの意味にがて到底非難を免れ難いやうな人間もあれば、まを變りをよと嘲られ、 
自己の本質に忠實な獨特無比な人物ではあるが、併し兎もすれば巧常牛をの要求には副ひ 

をの論理-に對 する 一ち察 二己 



得ないやうなタィプの人閒もある。境遇に勘する順應にも、多きに過ぎをるとみきに過ぎ 
たるとがある。少きに過ぎれば空間的•時間的な牛存を危くし、をきに過ぎれば本質を裏 
巧る結あとなる。他ホ、自己の本質に對する執着にも、夕きに失しをるとみきに失しをる 
もがある。みきにそす爪ば化渡りは容孩であらうが年をの內容は空虚となり、さきに失す 
れぱ內なる豐醇は5句ら.れるが人生には兎もすれば頤き易い。人間の性格にはを八刀に內面の 
調巧がをり、をのをめに精神的に陸りをんでしまつて、これが本質の展開を妨げる場合が 
ある。他ち突風のかく超る野性的な展開の意欲があり、をのために調かが失はれ、々裂の 
危險が絕えずをまれるやうな人聞もある。 ' 

かくして兩傾向がホが的に巧伴ふべき ことが 知られ； J 3。 何れかのち向がをきに過ぎても 
みきに過ぎても危險である。けれども<一1の意義からみれば、おのが本質を犧牲にしてま 
でを立を查うするょりは飽くまでおのが本質に對してあ實を守り歷あ的現實にめて敗殘の 
義を目を見る方ががましいのである。 



本論まに度 5 用ひられる「緊張」といふ言葉は寧ろ克服せらるべき無くもがなのもの、 
やうに思はれるであらう。事實、緊張は緊張を克服しょうとする點にをの本質があるのだ 
けれども、生きを垄一體に見られるこの緊張といふ事實が積極的な力としての性格をもつ 
ことを認めねばならない。を、本質對實現の關係が凡を生あるもの、もつ根本關係である 
と同じく、緊張もホ生あるもの、あ本の力なのである。劈强ほ，本質巧るま體がをの特性 
て自百を實現し、自己の展開とも存立形式ともなるが如き查一體をらんとする上述の 
四重の意巧にがける實現を目指す力なのである。この努力がお張の解かしを狀態、卽ち本 
質に巧應はしき、單固な、持續的な、均衡の保たれを、一言にしてまへぱ調か的な全一 Q 
狀態を目標としてゐることは言ふまでもない。健をなを命全一體にがてはこの努力はかし 
て弛むことがない〇卽ちか何なる解決も、か何なる充足も、如何なるを立も、決して靜止 
の 動機となることは許されない。サベて！^ 的が， なお ホ、， ちに卽しお V わ， であ’る限 か、 常 

左の論理に對する一ち察 一一五 



•二六 

巧的をなでをる。靜的なを在として考へられる調和的なを在は「生」なる荀實と巧を 
れないものである。 

i , るが'本‘鄭の充足と職態の完を とを ホめ、従つて i 兀をな形態の中に餘驢なき充足 
を 遂げを所謂「圓熟」 を ホめる衝動を有するだけではをく、を ある ものに加へられる抵抗 
が、生あるものをれ自身からを、をのををする現實からも生ずるがかに、をををものはこ 
の..抵抗に對立 b て自己の「を立」ををぅする ことを 欲し、叉全ぅせわばならないの.である。 
かくして「存立」卽ち 掠‘綾. 耐久性を意味する 種々 な形を生じ、をの結巧を ある ものに特 
巧な內的形態と特殊な緊張とが生ずるので'ある。 

嚴張にはホ的な現實から受けるあおにょつてをずる緊張のほかに、現在の內的な生'活お. 
まが.一切の變化に對抗することにょつて生ずる緊眼もをる。かくして昨日までは必要をも 
のとしてホめられてゐを「を立形式」が今日は早や、純がな發現展開をホめて'止まぬ本質 
の妨げとなることがある。極めて一般的にいへば、をの時々の存續の傾向は本質の止むこ 
となき展開の衝動とは巧をれない。展開の衝動にとつては抑5お局的なお式といムものは 



ない。例へば、上述のかく、肢街(成員) Q 調和と習熟とが餘りにも蜜達して、徒らにか適 
な雰圍氣に浸り、をのをめに本質の力が麻痒するに至れば、本質の展開にとつて由々しき’ 
お險となる。これが所謂形式化の危險に他ならない。 

かくして§る奇一體が封が的，にも對內的にも.一旦獲得した喷まを維が主張し よぅとす 
る極.めで.岗然な傾-间と、おぇず巧をなおまを求める本質の靜止する ことなき 衝動とは、互‘ 
かに對立し，たものである。けれども他ホ生あるものの持綾的な傾向はまた積極的に內部の. 
團結の弛緩を防ぎか敵の侵入を防ぐ力ともなることは言ふまでもない。 

從つてひと'をび展開されを本質とをの今後の展開とは、を立お式によつて現實に於て保. 
障されるのであるが、この存立おまの機能は、存立おまが純然たる固を化によつて本質の 
展賴を阻止する危險 もは 明瞭に區別せねばならない。けれども前者の場合にがても充分な 
推進力がなければ、お衰現象特有の硬化が現はれる。從つてを立形式が本質をま全ならし 
める場合にも、同時に本質に自由な展開の餘地を風ハへる形式を採つてこを，、生あるものり 
意味にも適ふわけでをる。他ぶ生きをを】體は、現存のを立おまに對抗する緊張が寸時も- 

を の論理に對する 一ち察 二七 



弛雀す る ことのない場合に始めて健全な本質力を もつと 認めることが出來 る。 

をを要するに、巧くも緊張が弛緩すれば、をこに靜止が生ずる。靜止は 應て 危險に 他を 
らない。すべておまが生命に卽したといひ得るのは、常に】時的である。みまでいかに生 
忆郁しをおまでも、をれが硬直不動のものとなれば、生あるものとは巧をれない。自己の. 
特璧極めて適切な表震ま荐立形ま)がひとたび發見されるや、をに膠着し ょぅとず 
る誘惑は極めて大であり、】县發見されをを立おまの中に惰眠を食る危險 もホ大 である。 
何れも精進して止まぬ生命を窒息させるものである。 

緊張とは塵擊的なお張をいふのではない。生に充ち溢れを硬化も棲擊もないお張をい‘ 
ふのである。卽ち力と力とが言はば生をるものをして展開，^存立とを兩つながら全からし 
める底の均衡を保つ緊張なのである。ぶに反して膠着ょり生じを形ま、內部の 力と か部の 
力との巧巧から生じをめでないおまは死物であり、をの中に生息する生命を殺すのでを 
る。 

さて緊張がこれ程までに生命の本質に不可缺の要素となつてゐるとすれば、充を.完全， 




圓熟としての調和は本來の嚴張の解決とはなり得ず、寧ろ——いかにも逆說的に聞えるで 
あらう が——生に卽しを緊張の統一卽ち生に卽しを不調和がどの程をまで緊張の解決とな 
h 得'る.かどい.ふ問題が生ず'る。.生が原理上いかなる靜的な存をとも相容れないとすれば、 
生の圓熟も決して靜止.調巧の狀態に於て見られる普がない。從つてをおるもののホめる 
圓熟卽ち「解か」も一切の緊張の停止を意味する普はない。 

の本質と「生」 

「を」といふ槪念は頗るを義的でをる。例へぱ生きをもののお底にある力を指すことも 
あれば、本質の自己實現の行はれる媒がといふやうなものを指すことも.ある。けれども本 
論そのこの個所に用ひられるのは全く特殊な「生」の槪念でをる。凡をみをた全一體は I 
をの牛•巧の中に於て換言すれば一をの生活の經過中に實現されるのみではなく、をみ-時々' 
の'!!岂實現にょクて自己を一定の「生」「をき方」に造り上げるのだと言へば、巧々の意 
ホする「生」は恐らく直ちに明瞭となるであらう。このやうに考へれば、上に述べを、生 
化の論巧におする一考察 - 二九 



Ho 

と生 Q 護展とを空間的な形態の姿によつて考へようとする危險が直ちに我々の眼前に字ぶ 
.であらう。自己實現によつて齋ら.される圓熟を空間的に、從つて靜的に考へるといふこと 
が、 空間的な形象によつて展開される靜的な思惟の影響によつて兎もすれば陷り易い誤護 
である。もとより生きを本質は物體的な卽ち空間的な查1體 Q 形廳としても實現されはす 
るけれども、こ。形驢は、生きてむる限り、絕えず變化し、備つてこ Q 變化の橫斷面を捉 
へで.も生きを形驢は得られない。されば人間の圓熟といふことを考へる際にも、をを人間 
の魂の或る狀態、性格の窮極的な圓熟、例へば完全に調和的な性格の完成と考へる Q は誤 
りで影る。空間的•靜的な思惟四みならず、永遠の生の緊張から生れる解決としての靜止 
を求める懷れも、このや.うな誤謬 Q 源となり易い。けれども生きを全 j 體 Q 圓熟として考- 
へられるお在が查】體 Q 依然として生きてゐる存を形式で 影る とすれば、このををを靜北 
の狀驢と考へる Q は無意味である。 

《けれども載々の論述は飽くまでもを間的•時間的な現實の領域巧に留まることを S わてお斷。 
して超く。勿論人間生活にがて經臟し得る廊國內にも、緊張と觸決、靜と動の彼岸にもる狀態の巧 



在する ことは 我々の知る ところで ある。けれども今はこれを問題とせず、專ら右の對化を含む現實 
お態のみを取扱ふこととする。みづからは彼岸の狀態に達した人間も、么によつて生きたを一體に 
對する賣任を脫れるのではなく、みづから靜的な思惟を脫却したと同稼に、ホだを間的.時間的な 
生活を脫却しない人々をこの燥•いお在形まにまで育て上げるであらぅ。) 

ここにが. 目すべき事が二つある。第一は自己を SCM する本質を.のをのは靜的な大きさで 
::と， W . ふこと、第二は本！ ICO 資現§.的な狀態ではなく、をれ自身「生」であるとい 
ふこと である。 

'生きを全一體の中に實現される本質が謡的な性格をもつことをををするとすれば、全生 
涯を通じて同一の本質で あると いふ ことの 唯一のお據 となり 得る恒常性あび同一性と如何 
にして兩立し得るかといふ困難な問題には こ、 では立ち入るまい。ただ、いかなる人間も 
巧年時化よりお年にまるまで明かに同一の人間でありながら、自己の展開をあめる本質は 
幼年時化と靑年時化と化年.ち年時代とにかて常に異つたものであるといふことを指摘す 
るに止めよう。この點は、例へば今年は展開を求める本質の或る程度まで完'全な充足と化- 

を の 論理におする 一考察 己一 



り 得る實現形態が來年には恐らく最早全く用を爲 さないものとなり、 實現を ホろ る本質 忆 
明かに矛盾しを ものとなることもあり 得る と 同様で をる。 後に 巧 族を諭ず るを に 巧びこの' 
問題に觸れょぅ。 

第二に、本質の實現形態は韶的な狀態ではなく、をれ自身「生」であると述べを。，人聞. 
の齒れる對戴は畢竟一をのを在ではなく、一をの生であるといんことを知れば、この點は. 
を言を要せずし.て巧かではないが。この「生」なる槪をは巧々が通過する生(生涯.一生)で 
はなく、さればとて、我々のを在に對する變化する條件歪涅でもなく、をれ白體，我々の'' 
莲形またる「生」、「生きホ」であ0,.乃至は巧々自身が本來の存をおまにめてある所の' 
「生きち J である。ホに生きを全一體は空間的な全一體でなく、時間的な查】體と見るベ 
きものであることを指摘しをのは、巧々の本質の實現が一をの「生」でをることをいふに 
他ならない。從つて「生」をのものは單に我々が生れてから死ぬるまで形態から形態へと 
移り行き、獨立別個の存在として通過する媒材ではなく、我々と】體を爲すを I 體と解す 
べきものとすれば、この やぅな 「一巧の生きホ」といム槪をを明瞭に把握することは を 易' 




でないに違ひない。この巧々と】體を爲す全一體はまを運命とか歷あとかいふものょりも 
な上のものである。をれは寧ろ巧々..自身と巧々の歷あとが一體となつたものである？人間' 
が過まを顧みて、「俺の今までの生きホは失敗であつを」とか、「辛い生き方をしをもの' 
だ」とか、「我ながら意に滿をぬみじめな生きホであつを」とか、「この分ではこれから 
ホも大しを事はをるまい」とか言ひ、或ひは憐れな人間を見て「何と云ふ悲惨な生を振り 
だ」と思はず叫ぶのと同樣に、未ホに關 L ても、.自己が本質として、自己自身をあ足させ 
完全ならしめることの出來るやうな、卽ち固己を糖えサ益5圓熟させるやうな「を.き方」 
念を 5 E . 己の目標としで捉へることが出來る。 

換言すれぱ、充足力至圓熟占いふ槪念ををれ自體を查なものといふ觀念から切離さねば 
ない。句，の.ことは個々の人間についても、巧族についても、國家についても、同じで 
あ' る。 「形態」 とい ム槪念が「生きち」 と 結び附けられ、空間的な形象に當然認められる 
やうな靜的な性格をもをないものと考へられわばならない。上述したやうに、空間的な形 
象のみならず、巧々の本質の恒常性、生活の靜止をホめる根本的緊張も、兎もすれぱ完全 

をの論理に對 する 一考察 一ーニニ 



言 

なをとか圓熟とたふも Q 星塞な震 Q 露な靈と見る誘因と なる。けれど奎命體 

としての完全な實現を—とする限り、をの誤謬に對して磬巧を怠クては ならない。 實あ 
なるものは本質の發現展開の意味にめても、を立の意味に於ても、常に本質に巧應はし' 

い雲ょりも堂〇もミある。朝署獲，寞質忆お5じいか0お葦あり、：{;^とし 

ての 薑實現な香ある。而し てこ Q かにめ て かをる羣 が、絕辜變化して 止むことな 

畫質に薦 a 」 S 露と」 5 e を裏し、益 S 皇を麗ホ」含 Q である。 

從つて本質の發現展開庭早に「性格」に於て行 はれる-に 化 まらず、 この農とぴつをり 

合致しを星きホ」、こ四梢‘寶誦載な‘.，5を爲す里き方」：もホ、をの不可缺な要素 
で—。卽ち畫累本質鼻 S 管」5薑震 Q 機會を 巧へるやぅな 性 §もので 
ありいを る 生きホ ， y もホょ、臺が生ま方を震す る C となく 薑 Q 蠢を遂げる や 
ぅな場拿ある。我々が實際に生きねば ならない 生き方が我々 の選び得る理想の姿と合を 
するのは極め了小部香をる。從ミ生き方妾費と Q 質陆不愛嚴緊 をる。けれど 
奎に卽」を震と S 至屡で Qcss 解富、臺6」5寫2試練を も譯 



することのないやぅな生き方ではない。何等の試練をも要求しない生き方といふものはを 
る當がない。叉あつをとしても決して本質の展開を利するものではない。緊張の解みとは、 
本黃をして最大限の止まることなき展聞を得しめる生きちと本質との統一なのである。 

「空間的な形象」はをのおまの窮極的な完成、卽ち.！切の不調和の解巧されを完全性に 
ょつて內的にを立するも'のだといふことを忘れてはならない。而して人間とか巧族とかい 
ふ生きを查】體を、このやぅな窮極的な狀態、卽ち】切の緊張の爺極的に靜止しを狀態と 
結び附けて考へるほど誤つたことはあるまい。されば處化の道に相應はしい調巧的な全一 
體な靜止」をき體で篡5。生 Q 霞 Q 解決 ss ない解決狀態ではない。圃熟の境 
地，はが態ではない。をれは寧ろ戌熟，向上にょつて變化し、而もをきをものとして^ま 
で'己れにお實を巧り、を在に於てでなく發現展脚にめて自己を維持して巧く本質の生きち 
甸のでおる。 

をの論理に對 する 一考察 一二五 



ミハ 

二お族の生の論理 

W 本質對實現 . 

言至る所、.震は自皇義の理論を離れて國產義へ赴かうとしてゐ るが、これは 巧 
族誓皇義的理念 Q 馨忆よつ了危險を蒙る ことを 悟る S つを といふこと® 政•治うよ 
表はれでをる。抑5いかなる意味忆於 S 險が f られ 、批判が巧 はれ、 肇 .囊裘 
められるかといふ麗に斟する包括的な解答として、ち族が薑自 身、 卽ち薑の冗ホ固 
有の本質を反省し、' 自己の本質にを致し而も現實 の 歷あ的條件の下にち族 (及びを の 今後 
の 發展〕 を保障する政治おまをホめてゐるのだといム ことが 言へ よう。 

時化を風靡する價値觀的確信.信仰形式.道德.習慣.生'活おま 等が固有の本質と巧容 
れず、圃巧の內より出づる本質の力を破壊する場を、或 ひは或る软序.組織おち.制度. 



編制等が國巧の現實に於けるを立を主張する上に不充〈刀だといふことが曝露した場合に、 
この危險が或る程度まで直覺的-本能的に、力至は經驗に基づいて意識的に洞察され、か 
くしてすべての革新狸動が生ずる。要するに、をの時代の國ま組織の形態に具現せらるベ 
きま族め本質がこの.やぅな形態では充〈刀に實現せられないといふこどから巧族違動が起り、 
或ひはみ數の傑出しを人物が現はれて國巧一般の感情を代辯し、巧族の本質に基づ； S た革 
^巧ひ、巧族に巧應はしい現實的な位置を保障する意圖をもつ實巧運動を起すのである。 

革新遥動には巧族的な生活の永遠の法則が現はれる。ここに於て生きを全】體の法則が 
自然必然的に巧族てふ生命を】體の中に充足される。生の論 a はち族的現實に於て自邑の 
權利を要ホする。科學の使命は巧族及び國まと呼ぱれる生きをを 一 體の生のを則を示すこ 
とにある。この使命は、一をのち族に關する限り、をのち族にとつては常に當該巧族に卽 
しを固をの科學にょつて始めて完をに果たすことがぉ來ることは疑ひを容れないけれども、 
凡を生あるもの一般を考察する場合と同じく、巧族てふ全一體についても或る程度の一般 
的な認識が巧族の生の論理としてお在するに違ひない。ここで取扱ふのは尊らこのやぅな 
をの諭巧に對する一ち-弦 一二七 



厘でをる。？ Q 思惟 Q 出證 ともなり g 懐ともなる立場は、薑 Q 養か-な現實を青 
識し春薑 する 養 S 晨遷ま Q 毫で I け 5も、 ま嬰 £ け星謡は或る 

J を Q 民族 Q 神聖な特性に觸れるも Q ではない。 

我々の取り上げる包括的な問題は、「本質對實現の緊嚴」がち族の生活に とつていかな 
る意味をもつかと S ふこ吉をる。 C こ長了「本質」はいかなる震 S 5 現を 求め 

力至攘署ミか。卽ち sfi ら S 震 Q 蓋靈艮かな is ? 臺の實 
署ぁるろ養 Q 臺5を fis ? を義襲夏罵すま。雲塞きを 

お態はいかなる醫 S 了を Ms ? れる臺 Q 壽 Q 囊 £ をを Q 卜- なる か。 

この小諭文にめてはちの諸問題に關して一.一三一の事實を强調するに止めょぅ。 

の特性とし V め本質とま體としての本質. 

巧族の本質を語るには二つの意味を考へねばならない。椒がもしての 本質と も邸と して 

の本質と墓で窒。すべ了革藝費窜怯こ Q ! 重 Q 豪長 T 臺 Q 聲が聞かれる。 



一つはをの性質上この本質に屬しこの本質より生ずるすべてのもの——人間も事業も 
:にち彩と特徴とを巧へる一をの特性をもつ本質としてであり、他はこの本貧，に屬するすべ 
てのものを包括し巧つで一丸と爲す巧族的ま體としてである。前をにがては就中血、人種、 
卽ち巧族的中おの聲が聞かれ、後をにがてはこの人種と化とをもつ大いなる個體が語り出 
づるのである。「巧操-： r なる本質は一をかお態をもつ'牛'巧能力ある全一體として實現され' 
このやぅなを一體は纏まりめある全一體としてはま體をる本質の實現 
であり、一荀の.形態をもつものとしては本質固有の特性卽ち特性をる本質をか實に物語る。 
されば巧族の時化々々のホきたお態は、全一體と認められる限り、或ひはみくとも自らを 
一體たることを主張する眠り、單に人種的中核の實現よりもな上のものであり、一をの獨 
特無比なお態をもつ年きを全一體としては一個の巧族的ま體よりもな上のものである。特 
.強な獨立の'を1體としては獨特無比な「一個の存を」、「一個の巧族人が」を具現し、固お 
'な様まのお態としては獨特無比な「在りホ」、巧族の「人種的に規定されを本性」を具現 
，するのである。 

をの論巧に S する一考お 一一完 



四 0 

例へぽ日獨兩國の—達は常に二重の意味にめて震といふものを薑 し了ゐ る。 卽ち 
お族は iQ 本質をも S 族で—0みでなく、同時に一定差質を震である。？ 
挨の薑は 里竟一蒙 本質をい r ぃふ點よりは寧呈蹇薑を點にある。このやぅ 
'なま體たる去質」は民族の戌貝にとつでは養の自覺として—の声ミにすると— 
に感ぜられる Q でをる。例へば星入が「日本‘」、獨逸人が遍逸」の名を口にするとき、 
ある。祖國 Q 名を 夏 するとき、我5 齊 しく—客本質として Q こ Q 大いなる 
き體 ずるのである。されば一大いなるき體はち族の信仰の中に生きてゐる。一をの 
tS - 京•ミいふをみ占もはつきりしを薑は、獨時無比にして變ることなきものと感ぜ 

^咳有の*養蓉、すべての薑に賢敵かを巧へ斯くして歡い_^如シ霞いい 
寅つを存在.— .思惟.感情を生み男す本質舊性を意識す をこ吉ある。これに反 

して一 S 套で意をム薑巧譬年 Q 昔から絕島 なく复續け 驚され てきを 
: P にし T 而も證的な、每嚴忆し5も盡忆若きかをが、すべての成貝を卽がかい 
め或ひは f ともを Q 團結を促し、生活.思惟.行動妄忆しが一を發奪しめる養人 



執覺ザ，る.ことでをる 。 ' ■ 

この二様の自覺は、他の民族に對する自己の內面的な優踏を確信する眞の顧巧，的矜特に 
おて表裏一體となり、の，巧族自身に對する信仰に於て諧調音を奏でるのである。 

の本質自覺のおまとし V の國民的お恃と國民的信仰 

巧族は巧族自身に對する信仰に於て自己を神聖なる本質 i して意識する。この信仰に於 
そは、「巧族的本質」は根源ょり生れ出づる力として、意味とホ向とを與へるものとなる。 
'岛淳 自己の T 本質/を單にち族に屬する人間 卽ち幾ジ t ネレーショシの 統一體と應ずる 
.に 止まらず、王地と肉體と魂と精神との いみじき 統一體と戚ずるのである。この統一體は 
時化を超越し絶え間なく發展する永續的な力の統 .一 體として、人間ををの王地、傳統的な 
換序とホ化おま、特性、歷おと共に包攝してゐる。13^1^幻を目ゆる1^素の中に躍かとして 
.をきる..この本質お戰とをむ時化，々々り實現との間に見られる生きた永遠の緊張を見逃すな 
らば、巧族か生の動きを理解することは到底出來ない。 - 

をの論理に對する一ち察 四一 



されば「本質」は單に「特性」をるに止まるものではない。本質は 「ま體」でをリ 、 fe 
體をる本質を或ひは保護し或ひは危くする形處的查~體 とこの「ま體」とは實現のお張關 
'係に立つ Q でをる。而し T 養が人種及び薑 とし TQS 覺を もち同時忆統一整としての 
自覺をもつ所曼も Q 巧かかる妻忆ある。 こ Q 臺が成 具 Q 胸 Q 中星まミる場合 
に、 巧族が現實的なを一體を希ホすス衝動となつて現はれる。 

他ち、巧族 Q r 國爵信仰」 なる ものは極めて廣い意味に 理解す ベ 喜ある。卽 
，の戍員が濤的忆璧視する一巧 Q も， Q 、 をを傷ければ神 A Q 怒を雲養を早晚蠢 
に陷れ ると 考へられる~切の も Q を 包おしを 震である。この 掃は蒙心か 寥ゃ入格 

，的な義理？寡等編係もな5。を6震 Q 鬟累髮黨5最も深く結び附い 

てゐる、を、結び附いてゐるといふだけではなく、 この 信仰は畢竟 自己の最も固有な本質 

を自覺しを養 をれ白身忆獲らない。董享け了より敷千年かく Q かを髮を經驗し蘭 
.斷 なき 異き § 人と運命 Q 打擊 お Q が神的8及びこ QS よ。 生れる獨特な特 
蛙と生活形夏よミ夏を維持」て來寞質 Q 尊嚴 窒白賣他ならない。をは巧族の 



王地とち族の肉體とち族の魂と巧族の精神との統一體としての巧族の自覺であり、要する 
に、古きを立形まの崩壌の後には必ずや新をなおまを生み出だす創造的な力を發揮し、歷 
あを通じて永遠に獨特不壌なるものとして實證されを巧族の本質の自覺なのである。され 
ば巧族の信仰はを r 體の絕えず新たな段階へと進む宇ち的再化の能力の神祕的な中核を自 
覺レ、ここに法悅と寅任とを感ずることなのである。 

國巧的信仰の中にか實に動く「本質」は、個性的な特性としてを時化々々に巧をな具體 
的な發現をホめこれが實現に對する保護と維持とを要あするものであるから、單に人間性'' 
とか、ましてや現存の巧族のジ H ネレ ー ション のみにょつて考へることはお來ない。巧族 
幻本質は巧かに祖先をも、巧族が我が物と呼ぶ王化をも、巧族を取圍む自己の建設した事. 
業の世がをも'包括しておる。否、要するに巧族は之と一體的な感情をもつ一切のものを包. 
括してゐる。をも具體的な過去と現在と未來とを包攝するを一體であり、過まの知識と現 
をの意識と未來の意志との統一體としてち族意識の中に生きてゐる。されば巧族的本質の- 
を、む、 卽ちを時化々々 のが謂 「現代的なもの」 が本質に合をせりや否やの判をの標準とを 

企の論理に對する一ち察 - 四己 



四四 

る內なる力は、人間に對 して 發動するのみでな く、 例へば或る王地が神々の鎭座 まします 

場所、冀 Q 望、父祖で Q 偉業 Q 地、蹇住 Q 繁 として 畏敬 Q 對象 となり 得る かを 
かの問題忆も、震 S 術や道德や養組織が果」 WSQ 本性&な S か杏かの問 
題にも、發動を見るのである。 - 

巧族人格は太古の神話に於て指導的な聲力をもつを男子 又は 人種的な 特性に ょつて 事業 
的な精神に富む巧族性の生殖力から生れ出を子供だとい ふこと になつてゐ る。巧 族 人を 
のをは歷史とともに發展し、時化々々のジ卫ネレ]ションにとつてはまひは現實の國 とな 
り、或ひは纔かにホ巧に對する憧れの中に生き、或ひは巧族の過ぎにし 日の 謠 Q やこ區ま' 
れてゐる。危急を tQ 秋に當つては民族人格は現實の同胞に對する抗議として 最も優秀な. 
る 巧員の良、むの中に呼び醒まされ、從つて終始一貫「本實割實 現」 の對 立と して 生きて ゐ. 
る。 

巧々獨逸人が「巧族」を考へる とき 巧々 の 也眼に映ずる ものは、今日はもとょり 過 まの 
いかなる時化にめても、單に時化々々の現實 の 獨逸、卽ち空間的.時間的に 今日 實在 する 



獨逸ではなく、同時に何等かの點に於て不 {一 冗を なる を免れない國を組織又は常に不巧全を 
人間の集團とは決して同一と認めることの出來ない神聖な本質として側々と迫り來る觀を 
义は表象をる獨逸である。換言すれば、.自己が屬中る巧族に對ずるお念は常に二重の水準， 
ょ 1 T づ，の極の統， rby 働叫で，がる。’一身ぱ現在の現實であり、他ホは神祕的な民族の本質 
一は巧々の批判に曝されを現實の巧族の年活形態であり、他はこのを巧お態に纔 
かに或る程度まで發揮され存立を保障されを「本質」なのである。巧々の行ふ民族意識的： 
なが判はすづて；®—に！！づくのである。 

S 發現展開とし y の實現形.式と存立としての實現形式 

他のすべての生あるものと同じく、巧族に於ても、實現にか 1 T つの意かがある。本質の' 
發現展‘立お まとが， これでをる。巧々の知るがかく、本質は並びに特性の兩をで 
あるから、巧族のを立お式も、巧族のをきを形態に見られる發現展閲と同じく、ま體 とし 
ての巧族なる本質とをの巧族的特性とに關係をもつてゐる。從つて時化々かに見られる巧 
をの論理に卸する一ちお 四五 


. 四 六 

族の生きをお態げ、或る程度まで完全な本質の發現展邮としても、‘义、或る程をまで完全' 
な本質の存立おまとしても、一方に於て；^體として、他ホにがては特性とレで理解せね. 
ば ぶらない。 

凡を生きを巧族はをのを種を樣なか'活表現に於て獨特な特徴、而もこの獨特が特性に. ょ 
01^統一の出來を特徴を巧してゐる。.この特徵なち族の歉がと呼ばれる。かかる巧族の本 
質に巧應はしい樣まが精神的業績-社會的巧序.道德等、生をのを方面に且つは义人間の 
生活様式に現はれ、自由な度開を遂げ、持續的なおまとして固をすればする程、巧族の生 
きをあ態はをの本質の發現展開の意巧に於ける實現おまだといひ得るのである。他ホ’全 
一體の巧序が巧族の本質的特性の不斷の展開を保障し現實にがける全 I 體としての存立を 
ををならしめるとすれば、をれだけち族の現在のをがち族的な.本質の存立おまの意味にあ一 
ける實現ガと.いふことががホるのである。 

ィ、發現展開 



すべてち族の純おな自然の儘の生活表現の特徵をる獨特な本質表現の稼まは、民族が自，. 
己自身を知り又他の巧族を認識する上に特に重要で.ある。 

このやうな樣まは他の巧族から見れば、一見奇異な、獨特な、巧味ある、時としては滑 
稽な、兎も角をく異つをもののやうに感ぜられ、をの大小樣々のを在形式はを易にさに做 
ムことが出來ないやうに思はれる。これに反して巧疯 ，の， ちに，お抵する成員'にとづ'ては，、 f 切'. 
蹲獨错む時がは例へば目常の動作.呼吸と同じく餘りにも當然なものでをるから、始がは' 
を然意識されない。生活の統一的.包括的な形成法則がをの當がの作用を妨げられ、かか. 
るを在の當おおが害はかると‘き、獨特の特性が始めて 生， 9基礎として意識され，る.。例へ 
ば異質的な要^がホづ無邪氣な好奇、むよ驚歎をなて迎へられ、ホ第に魅惑的な、有盆なも' 
のとして採用され、かくしてをのが巧族の領域に侵入し、纏て漸ホ内部的にもをに跋層し 
始めるや、早晚民族固有の本質と葛藤を來をすに至るのが常である。この時突かとして固， 
有の様式とその基礎をる固有の本質の特性とが意識される。今まで無意識に行はれてゐを 
人生觀と生活形戍とがこの瞬間を契機として一變し、意識的な世が觀及びをに準據しを生‘ 

をの論理に對する一考察 .四セ 



四八 

活形巧となる。かかる世が觀によつて、巧族は自己の獨特な從つて餘りにも當ぷな特性が 
自己にどつて本質的であり、之が抛棄は謂はで自殺行爲にも掌しきことを理解するのでを 
る。巧族は自己の獨特な特性が自己の存在をまへる化盤なることを理解する。今までは查 
が問題にもならなかつをものが、ひとをび危殆に瀬するや、をををがと表明するの必要を' 
牛'じ、をが爲めに圖ひ犠牲をも厭はない。卽ち今まで當然であつをもめが改めて^和、而. 
もお本的な價値となるのでをる。而して S 的か，要氣の侵入によつて危くされ今更のやぅ 
に價値として意識される巧のものは、發現展開と現實的を立とをホめる民族的特性をを 
「本質」，なので'ある。 

この意味にがて今日「人種」卽ち「血」がち族の特性を荷ふ ものと 考 へられ、'ぉつてを. 
に的な價値を認めてゐる。民族の統一とをせの基礎と なる 本質的特性が破 壌され、極； 
度に危 くされることを 望まないならば、この價値を飽くまでも維持せねばならなレ。 

さて、何よりもホづ人種的な制約を受けを巧族的本質の特性は、人種的な觀念に認めら 
れるのみでなく、新奇な化來のものと對立し、父祖化々殊にち族の斬をがかの樣 まと 一豪 



しをすべての生活様式.生活お態-生活秩序•生活活動の特性に認められるのである。 

さて、それぞれの時化、それぞれのジ王ネレーシ3ンが獨自の相貌をちすると同じく、 
まをそれぞれ獨特な本質觀をもち、この本質を廣開せしめることををれぞれ自己本ホの巧 
務と考へてゐる。みくとも時化の謡を達の胸には、このやぅな獨特な眼で見られを本質が 
生きてゐる。時代の相貌と見方とは恰も人間の戍長途上に見られると同樣の變化をなすも- 
のである。 けれども同】 巧族に於けるこのやぅな變化は、 絕ぇず實現を求め時が々々 の生 
きをジェ'ネレーションに相應はしき實現おまを要ホする同じ固有の本質の種々の發展過程 
に過ぎない。1'代々々に巧應はしき實現おまといムことが重要か契機である。從つて實現 
おまは必ずしも同じでない。昨日闘爭にょつて獲得され存立形式として化ホ上つをものの. 
多くは、後の時化には本質的に重要なもの、本質に卽しをものと考へられ、かくして最早 
時化に制約されを存立形式でなく、本質おまと見られるに至ることがある。 

このことは、本質おまがいかなる時化にも人種的に制約されをものであるといふま張と 
ホ盾ずるものではない。蓋し當涉妇 - f ： 性卽ち人種に巧應はしいもののみが長觀に瓦ク 
をの論理に野する一ち察 巧九 



、 .五 o 

て臺すをらでをる。3を人種？ち農る形 璧び蹇 sfss 止むに比 

まれぬ圖爭によつて始めて發展を 見ることもあれば、圖爭と防衛と によつて 生れを 居化の 
生活吏宴おまも、 もともと 固有の薑と查 く 合致す るが故に 生れを香 ある堂、そ 

のをく寡 Q 時た宣塞甚質 Q 震 雲と， f られ受さ養 Q も Q である。 

從つて靈蠢のお式、卽ち本質 Q 靈蠢のおまたる生震 慮と見られるものは嘗て 
は套お享をミ場合が擎な5。けれどもこれ5裏ま暮時養臺雲.羅 

形式でもおつをといふ場合に限られる。蓋し こ Q やぅな 場合に Q み 宴形 まが生活の「家 
式」として巧面的に同化 播 取され得るが 故である。 

このやぅな意味から、例へば r プ a シャ的」牛洁様まと呼ばれる ものは、 S 人種的に 
甫約され人種的に可能とされた雲では をる が、 而し抑 C Q 起りは人種のホ活 .圖爭 の舞 
裏をる秋霜烈日 Q 境遇から生れをも香ある。化を.人間忆刻み附けられる 「特徵」 は'がし 
て神々の鐘 Q 中忆授け賜ひ U 寶はなく、室 Q 所産、圖爭 Q 産物があ. ろ從つ てまを 
かかる時徵はをを直接遺傳的に相續することは出¥、'巧化々々によつて 新たに 獲得せ a 



.ば If ら，ない。されば「あが父祖より相續しをものは、之をなめて獲得しおのが有とせよ」 
'.とぃん古ぃ獨逸の燦言もホ味ふべきである。 

口、存立おま 

存立おまは】ホ湿々な本貧的特徴の掠を賴 がる 特性としての本質と他ホち體卽ぢ統一體 
.ちしての本質の維持を圖ら，ねばならなぃ。を立おまは空間的•時聞的な現實の條件の下に 
展開されを本質とをの今後の展開とを維辟する查】體のあまである。さればを立形式は何 
よりもホづ全一體としての巧族の「根本組織」でをる。而して全一體の戍員は、全一體に 
.關係す るあらゆる 問題に於て、眞に成員として打てば響く底の反應を示し、他方を一體の 
意志は統一的な意志として表明され、成員間に己れを貫くだけの實力をもち、かくして巧 
負も、全一體も、齊しく全一體を現實にめてま張する唯一の目的に邁進するのでなけれぱ 
，ならない。 - 

ここにがてかを立形式と發現居開との解き難き交錯が又しても窺はれる。助に展れ 

をの論理に教する一考察 五一 ‘ 



奠質め存窒保 ¥ aQ みならず、臺 Q 絕妻蒙爱す屬 Q 室を も 震す るが 

かを宴形式をも'.つ SQ みが存立を查ぅするであらぅ。而し T き 體 Q 本質と合致した 

曾桑 序 Q 賣窒を期」得るでをら5。曇的な秩序麵 S 覃るを草 おれりとな 
す國家秩序は ぶが に壊滅を免れス暑の本舅の蠢をも危くする。 をはかかる秩序に 
.よつて樹童れるをら吵る制度が制度そ Q も〇©當然0蠢 Q 留と藝れ ないから でを 
る。 しかのみならス盡をる臺の發現露は、戌具 Q 團結 によつて？ りをもつ 查一 
.濃としてか部の 世 ホに對して劃がをぶ奪をもち、奠に勤して能く おのが習の統一を 
維持す るがかき r 查 一體」に於て、始めてあり得るのである。. 

從つ.て本晝體の現實形まを るき 體 は、 特殊な形態を もつ查】 體 として、本晝體の 
.本質的特 f 害ふことなく、 m も他畜愛め置つ世愛寶し 了、 を©畫をる性格 
を實現し證明し顯示せ わ篡ら ない。舍體は內 なる力を なて かなる力に對おすることに 
'よつて存き3 も Q でをまら、 薑 Q 蠢と宣 QS 参5寡ら可能なら しめね 
ばなら ない。本質 力 卽ち度開の靈が例へ ば 異質的な秩序のを めに窒息し弛緩 すれば、 を 



- j 化もホ根本的に危くされるのでをる。 

さればをの性質上巧族の本質に反する】切のもの汤へば外國から輸入された異質的な喪素)、 
带くも價値としての本質的特性を否認する一切のものは、巧族にとつては死巧的な危險と 
.なるのである。就中、'個性的な巧族の本質の實現の要求ををく無視して、普遍的な人間性 
'とたに基づく秩序とを化辯し、特殊な民族個性を普遍的な人間性の中に解齡し漸ホ消滅せ 
しめょう占畫巧する態度は、全く本質に反しをものである。巧族と巧族とのいはば「中間 
.地帶」に巧謂人間世ホなるものの建設を目指し、それぞれの特殊性を破壞してち族の結を 
を實現し得るとま信するこのやうな「國際主義」は言ふまでもなく巧族的本質の不お戴天 
の化であり、かかるお濟理論に身を賣る巧族の言はば葬儀を員である。このやうな立場は、 
單に理論として見ても、自己の本質が神聖な如けがへのかい i むであるといふち族の信仰 
を破壌し、かくして本質の輝かしき躍進と彫塑的な力と展開の意志とを害んが故に、大い 
をる危險である。巧族のもつこのやうな力とをの健全さにこそ巧族の未來が懸つてゐる。 
されば上述のかき理論は巧族の存立お式をも崩壌せしめるのである。國巧的信仰卽ち巧族 

をの諭巧に對する一考察 五ーニ 



'的本質の神聖に對して眞劍な態度を採り、この本質に結び附いを生活を決して國際主義ち 
の說くやぅな偏狹な退嬰的なものとは感ぜず、巧族的な要素の基礎の上に立. って 完 戌を ホ 
，めるやぅな人間に對しては、國際ま養の化辯をはをを嘲弄しまるの態度をなて 臨む' ので あ 
るが、か、 る 國際ま養の徒輩に對 する 永遠の圖爭もこ こに歴胎する ので ある。 

っを立」卽ち對內的及び對か的な立は常.に成員の組織及び性格と關聯を有してか' る。 を 
立おまなるものは、之を巧族の戍員にっいて見れば、一をの！！がに他ならない。戌員りを 
..格は一方をの信念と生-活様まにがてち族の本質的特性を保障する力となり、他ホ こ. の本質 
.を巧族全一體の統 一 の中にをの特性に相應はしく而もま體として守護するだけの雄々しさ 
■であらねばな.らない。 ipi の性格は信念の上に立つ雄々しさ、何物にもな げら， e , ない信 W 
を絕對性、この信仰.に相應はしい出處進退にょって全一體に奉仕する能力、この信仰に生 
巧‘死ぜんとする精神なのでわる。更に、正しき存立おまは、之を巧族の組織おまにつ 
いて見れば、創造の力を擁護し、本質の展開を保障し、み化もを朽との巧陳化 謝を圓肾な 
'らしめ、官僚主義的な硬化を防ぎ、就中統 I 性とさ様性との正しき中庸を 得しめるに ある 



- 0 でをる。 

ぃ本質の統一性はをの生活表現の統一に現はれ、他ぶこれと同時に本質の豐かさはをの生 
活表現のを稼性に現はれる。が員の夕樣性が豐かであればをる程、生きをを！體はを活力 
因图むのでがる。戌員の獨自の生活が潑剌をる場合には、をのをめに圣一體の力を危くす 
ることもをらうけれども、他方にめてがつてを.一體の力を挑發し强めるのである。これに 
だして成員の力が弱められ巧壓されれば、編ては全一體の力も硬化し或ひは弛緩するでを 
らラ？ 

共通の特徽を維持し全一體のを立を圖らうとする場合には、劃一化といふことも理由が 
あらうけれども、查一體の本質的特徵ともを立ももチ盾しないやうな成員の豐かさを巧壓 
し抹殺する目的から劃一化の手段を講ずるといふことは斷じて許されない。豐かさを抹殺 
することは自殺巧爲である。蓋し戍員が全一體に服してこそ全一體の維持も巧員の自己展 
開も永續し得るのであるが、併し側巧、戌員がを0特殊性を全く抛棄するならば、查一體 
に奉仕する能力も永綾するを得ないのである。 

をの論理に對する一ち察 五お 



この やうな成貝の組織も、互ひに巧鉛する機能の秩序.組織として全 j 體の心如を保障 
する爲めにを在するとはいへ、を一體の「現がの」秩序(存立形ま) としでは、 益5豐か 
な展閱を求める本質の巧鉛の力と對立し、葛藤を生ずるに至る危險が おえずあるのである。 
凡を眞の秩序は生活を巧序づけるとともに、他方生活のたゆみな き 展開を保障す る 任務を 
をし，てゐる。されば ホ 遠に進展して止まぬ本質力、益5純粹な豐かを展開を ホめる 本質力 
の衝動を否認するがかき國を秩序は、必ずや死滅を免れない。質の生活勒序は禪力的でを' 
らわぱならず、かして硬化してはならない。卽ち{目僚的機構が獨立する ことは 斷 じて 許さ 
れない。 

おの敎育をは特に若い人間のもつお張力を锻へるであらう。-^張力 . b が一面にめては決 
して小戌にまんずることなく、絕，えずがをな展關をホめて止まぬ衝動でをるが、他面同時 
にか何なる抵抗にも怯むことなく寧ろ己れを試練する爲めに抵抗に打ち勝をうと努力する 
緊張力である。同稼に偉大なる政治家は民族の本質的な運動を政治組織にょつて窒息せし 
めることなく、寧ろ之を生かすであらう。奪ろ本質の實現を化がす合法的機關を成る可く 



本質に合致しを查】體の存立おまと結びつけ、かくして巧族の生命にとつて不可缺な本質 
對實現の緊張關係に善處ずるであらう。現存の政治的組織形まに反對する國巧の聲をも抑 
@ザ、母族の本質ま體多數をといふやぅなものではなく)が自己に巧應はしい充足を要ホ 
し、常に現實的な制約を受けを政治的な存立形式に反おする絕對無條^の意志として國民 
の聲を聞くことが出來るやうな機閥を設けるであらう。例へばナチス「黨」なるものの眞 
の意味もここにをするのであり、黨の政權獲得の後も、卽ち或る意味にがて園をと黨とが 
一體となつを後も、多くの人々の豫おを裏切つてナチス黨が遂に解散しなかつを巧なもこ 
こにある。ナチス黨はち族的本質から愛する「運動」の爲めの合法的な機閥であり、本質 
に巧應はしい充をを求める持續的な衝動の還しい表現であり、おぇず進展してやまぬ革新 
の源をであるから、從つて永媛性をもち得るのである。變遷常なき現實的條件の下にをつ 
て國家の政治組織は巧族の本質の安をを圖リ、をのを續を保障してゐる。けれども政治組 
織がこ.のやうな本質の存立形まとして'氷續性をもち得る爲めには、單固な全一體の內部の 
力相互間の秩序として巧族的な本質とをの變ることなき展開の衝動に合致しをものであら 

化の論理に勤する一考お 五七 



わばならない。而して政治組織は或ひはか部的な必要に順應する爲めに、或ひは餘りにも 
人間的.な衝動から、例へば官僚ま義とかその他巧族の本質に反する時化的な制約を受けを、 
おつて改革を要すべき自動的な秩序を生み出すものであるから、かして止むことなき批判 
と通動をなて政治機閥を動かし、時間的.空間的に制約されを生活形式に最大限の本質發 
現を結びおけることを促すやぅな「良也」卽ち國巧の聲を必要とするわである。 

の本質の發現展開とを立形式との統一體としての「闕」 

さて、最後に巧族の本質にとつて餘體なき充足ともなれば完をなお態ともなる實現形ま 
はか何なるものかといふ問ひを壊するならば、問題は國家の單なる政治秩序のおを脫して 
「齡^の域に達する。政治組織が、只管を立のみに專をする、本質に對して無關、むな、化 
部から强要されを形までなく、意志とおまとに表はされを巧族的本質の自蹈、卽ち眞の秩 
序である場合にも、政治組織は生み續けて止むことなき本質の窮極的な充足では斷じてな 
く、豁に過渡的な存立形式に過ぎない。本質の完巧-励熟がのものが時問的なを一體であ 



り、： r 生き方」と「現實お式」 iQ 統 I である ことを あへば、巧族としてのこのやうな紙' 
TlirtHlr を域いて他にはホめ待ないことが知られよう。偉大なる巧族に於ては、をの自 
覺も、ホ來に對する感慨も、過まの知識も、巧族が國家の政を組織にがてをの存立お式を 
見出だすであらう とい ふがかき考へ ホを I 劇するであらう。民族のもつ內なる這し さ、 四 
邊を壓するを大なる氣宇、內面の充實と深み、等はを間的.時間的な現實をおホする卓越 
したお能と相俟つて、神的とまで感ぜらる使命によつて齊しく國に合流するのである。 

「國」なる理念は、化がのいづこに於て巧族の內より溢れ出づる場合にも、窮極に於て 
は宗敎的な意•味をもつてゐる。國なる.理念は「全一體」として神的なものと感ぜられる民. 
族’ま體み生活あ風—.存在形式をる空間的•具體的な秩序形態なのである。巧族の宗敎的な. 
中おとして體驗される巧のものは、現實にををする限り、，「を一體」をる國にがて實現サ 
y — れる。從つてかかる國は检ずや他へ移すことの出來ない獨特無比なものである。されば 
獨逸人の考へる國が日本巧族の考へる圃とは必然的に異 つて ゐる。兩を はまを 互ひに異ク 
てゐるのみならず英國人の帝國などとは異つてゐる。 

生の論理におずる)考察 五九 



% 


ホ 0 

具體的な生活お態にがける本質の充足として考へられる「國」は、本質がをのあらゆる 
を活發現のホ巧に於て、むゆくぱかりに生き、己れを完成.圓熟せしめる大いなる形ま、そ 
の泉敎的中较に基づいて感得される大いなる形まなのでをる。也ゆくばかりに生きるとは 
就中^51をもを1^が新い顯歡することでをる。この意巧にがては旣にゴート族やヵルル大巧 
やオットー大帝やビスマルクの國も獨逸的本質の自己表現であつた。國に屬する戌員の巧 
鄰げ憧れとか發か意志とに始めて現はれるこの主體としての巧族の本質と並んで、中核と 
なるお族の本質的がも，. 「 Mr ——現實的な制約はをつても時化々々に現實的に實おし' 
てゐる限りにがての國——にがて常に統一的な樣ま法則とし.て現はれてゐる。巧、かかる- 
様ま法則のま配する所にのみ、換言すれば、巧族的中樞の內なる力のやから斯くのかき生 
活の建設法則が生れこの様ま法則.建設法則から大いなる秩序を則が生ずる所にのみ、を 
をの现實としての卽の巧立が見られるのでをる。だが巧くも國が成立する場合には、國は 
中核となる民族にとつての充足となるのみでなく、同時に永遠の生成を保障し巧族の發展 
に自由なずをな活動の餘地を巧へる靜止的ならぬ存立おまともなるのである。從つて國は. 



ーホお式的な硬化にょつて靜的なを在に墮する危險と他方互ひに〈刀裂的な傾向をもつ多様 
な本質力の無制限な活動の危險とを抑削するものと考へられる巧族的な現實でをる。励は、 
先忆圆熟について特有な點として說巧した意味に於て.、解かにして而も同時に緊張でをる9 
ここにがては緊張は終局的な緊張ではなく、解かもホ緊張のあ局的な停止ではなく、兩を 
の統】がおられる。「國」なる獨逸的槪念には常に充をと期待，、始めと終り、終局と開故 
的な可能性との兩要素が含まれてゐる。このことは巧々にとつて極めて重要な狀態を I 亦唆 
するもののかくである。卽ち全一體の秩序は神聖な創造的な中樞にょつて統括され、全一 
體は溢るるばかりの倒造的な緊張のさなかにあつてこの秩序を藉りて自己の生活力をおの 
が本質のままに發揮し、決してこの秩序に禍されて自 a の展開を止め、延いて生命を一體. 
たるの實を失ふがかきことはないのである。民族の本質はこの秩序に於て現在の現實の下 
に能ふ限りの圓熟の域に達しをものといふべきである。この秩序は、すべての成員を巧氣' 
づけ、お德■藝術•法制.經濟.科學.信仰等のあらゆる生活•活動の發現に民族的特性' 
の様ま法則に從つを矜徵を與へ、而もあらゆる力を糾合して統一的な意志に巧つて協力せ 

' をの諭现におする一考お ムハー 



しめる基二體の生活感情の中に現はれるのである。かかる統 7 的な唐志を民族は摇對をの 
意志と感じ.、この，絕對をに奉仕する自由卽ち絕對をの意志を生きを全.一體たる「國」にめ 
て遂行する自由をこを、おのが本質に巧應はしき充足と感ずるのである。 



行動の哲學 

!行動の意み構造に於ける目的と價値—— 

行動といふものに對して採られる態をは、民族により、人間により、時化によつて異る〇 
を目的性なるものの考へ方と價値についての感じ方もホ、巧族.人閒•時代によつてをの， 
相互の關係を異にする。合目的性の考へホと價値の感じホとは相互に密接な關聯がある。 

兩を相互の關係は能動的な人間と受動的な人間、建設力をもつを人間と單に觀照的な人 
間とにめて興つてゐる。 

兩者の關係はまを民族.時化.人間がホ同體的な感情をもつか、をれとも個人主義的な. 
ぶ向をもつかによつても異 る。 . 

されば現化の指導的な立場にがて「目的」及び「價値」なるものの生きを意味、兩をの 
關係に對ずる見方が變つて來をことがはつきりと感ぜられるといふことは、：住目ずべき事 
巧動の哲學 六ゴー 



實では—けれども、敢て異とするには當らない。-「效用」とか「有益で— 一と かいふ 
槪念も、吝島性 J Q 槪念も、漸次をのもつ響きを異にして巧を。 古いタィプの智識哟 
級の眼から見5ど不知不識 Q うち忆これら Q 槪念忆附き纏つ了ゐを輕蔑的ながか襄か 
ものとレふ意ホが失はれょうとしてゐる。をの因つて來る事情を見る に、確かに二つの因 

子が認められ3。窒は獨養かては最碁駕衝 Q 時袋過ぎ T 再び蘇®時化になつ 
をといふこと、第二は言時代 Q 雙を浴び吝島性」としちへばホづ お起される行動. 
的に畫奎體が最早舊時代 Q 孤立しを個人ではなく、き體としての震だとい ふこと 
.である。 

目的と傾値との關係がをのかくであるとすれば、々析的考察に當つてホづか跡に依據し、 
更に巧動する、雲.^特別 Q 注意を拂ふ•へをことが肯かれょう。 

な下、巧動なるもの、意味構造にめける「目的」と「價値」とが巧互に關聯を もつこと、 
をの關聯がか何なるものであるかといんこと、而も他巧、目的と價値とがそれぞれ獨立と 
する寶が.をるといふことを知るであらう。だが、こ Q やうな獨立化は眞 QSQ 意味を 



害ふが故に、巧動するま體の深奧に基づいて止揚されわばならない。ま體が自己の魂をろ 
ひ、或ひは歷あ的現實にょつてが殘の量目を見ることを望まないな上は、 mrs と價値との’ 

一4ねばなら巧 S 。 このやうな關係の原理的な分析にょつておのづから巧 
かにされる歴史的發展の途上に於て、現化の獨逸は將にをの第ーニの段階に入らうとしてゐ' 
るのである。 

-巧動 

さてけ動の〈刀析に移らう。巧51括して「巧動」といふ語を用ひるのは 一 見を異に感ぜ 
られるで あらう。例へば盜賊が或る家に巧し入り、醫をが患者の治療に當り、敎師が巧入 
生にィ"ハを敎へ、旅人が山に登り、部隊長が敵の陣地をを擊し、政治家が政治的行動を 
爲すのは、それぞれをく異つを事ではないだらうか。確かに政治的行動は敎育的行動や臀 
術的巧動や軍事的行動などとは票つを別個なものである。行動はそれぞれ興つを意味に屬 
し、異つたを一體の機構の內に巧はれ、從つてそれぞれ勇クを價値に奉仕し、合目的性0 
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六六 

暨な形まを妻る香—。而もな@すべ tqs 忆盞な要素がるる。卽ち量化が 
义は薑 Q 內昏對する観照.省察忆止意事な ぐ、 さりと了夏行動 S A な可能性を 
雲するだけでなく、何事かが爲され、働きかけが行性れ、な？垃まだ襲となつてゐ 
なかつをが物を現實へ變へられ、從つ5實を Q も累變へられる香をる。 

すべて S にぱ 、一、 巧動の向うき&,、二、 S が巧動として目鶴に.塞すべき t 、 
己、こ Q 霞を經て日標 S 達することを欲する蠢、巧を Q がい齋、たふ麵が 
ある。更忆すべ5行動 S ? か事物とか臺とかぃふがかさ何も©かを變へょぅとす 
るもので—ことが知られる。蔭を除妻る場合を、馨か0解決を求含場合に も、 
新たなも？？去る場當も、或ひ基を浸 t 舍も、藥を霸 する？ にも、 

何れも畫で存在し H ゐなかつをも Q が妻るとぃをと暮標となつ了ゐる。薑の— 
持保がを豪する E 忆於 T も、危險な薑を他へ轉甘しめ力至はをを排除しょぅとする 
のである。こ？ぅに為も Q かが妻ること」而も「この何ものかが今ここでをずるこ 
主」皇む Qs 動するま體—辜ある。こミとがむ 6|| 臺 8 志かを.,^ い、 ま 



體の意志が單 にこのことと 係は りをもつとい ふだけに止まるものではない。 

おってげ敵とげ、 I をの時に一をの場所にめて一起の主體より發ずる出來事、而もま體‘ 
が これによ つて自己の現實を自己の欲する意味にめて變 化さ ホ (力 至變 化させよぅと 努力 
中)るお來事なのである。 

すべての巧動に對して就中問ひが發せられる。一、一®0目標が抑5宿を糖ぉ.荀 i 
するか否か、二、こ0目慑を到達する爲めに辿る道程が合目的的であるか J 手段が目的に 
役立つか)といム問ひである。 

第一.の問ひ、卽ち目標のを在權如何の問ひは巧動の價値に闢する問ひであち第二の問 
ひは巧動の合目的性に關する問ひである。(合目的性は目標の存在權を前提としをもので 
あるが、この點は更に詳細な說巧を要する。) 

ホづ巧動に要求せらるべき合目的性に蘭して〈刀析を試みよぅ。 

II 巧動に於ける目的と合目的性 

.巧動の哲學 ホセ 



六八 

抑 t Its 贷司巧とは何か。巧動の目的は行動の目標でをらぅか。否。島標^巧釉リ：印 

の實現でをる9從つて巧動が合目的的でをるといはれるのは、實現に關ずる問.题枉あ‘山—、 
有標の事實的劑達に闢ずる事項、卽ち目的の爲めの手段として見を行動に 闢 する 事項で を 
る。(行動の合目的性が到達せらるべき目標をも同時に意味する場合もあらぅけ， e ども、 

巧動を 體蚊合目的性 如何 Q 間 ひ は 行動を 體を包括す る 目標の實現に向けられを 間ひなの で 
ある。) 

されば 一? §の.合目的性は目標ち 仰如. のを 嘶 提 してむ，哥 藍し合昏的性は專お目標•の 賢 測、， 
詳しく言へば目標が現實の中に現はれおで、單に眼.前に浮ぶ狀態から現實的なものへ變化 
す弓こ，と田お來る條件に關するものなので ある。 行動の最大限のを目的性は何に よつて 決 
をされ るか。 をは實現を求める 巧 向によつて直ちに提起される S つの嬰求を實際に充 おさ 
せることに依るので ある。 . 

(一) 先づ巧 動は、查體としても、をのどの階梯を見ても、ロハ管搖ぎなく目標の實現を 
志し、目標の實現によつて規制されてゐなければならない〇卽ちけ動時壑體として離まり 




! を， そこ，怔 .發揮される種々の'機能が互ひに調巧し屬擦 なく 接合し)てゐ ると いふ性 
^.11^もゎ.であら'わばがらちい。お大限に合目的的な巧動のもつこのやぅな性格は、巧 
動するま體がをの到達すベ..ま.®#暑をす’を’おとおに V この@に，岛— 喪がづ へての作 
IPJ が として— 1。この技能が缺 けて 居れば、巧動のすべての階梯が磨 
擦なく接をすることは望まれず、停頓にょつて行動構造の纏まりも潰え去るのである。 

(一一)巧到枕§4をも、-ずべでの肢節的部，八刀にがても、そゆ遂行され柔商と 
tfl との.物殊を條巧，帥ち特殊な現實的條件に順應しでむ‘なければ，ならな A 。 曼限に—を' 
目的的.な行動のもつこの性格は、目標に對す，る ncl 目なる專念とどもに、巧動ホる、り特 
性と して特殊な彈力性力至は順應性を前提としてゐる。巧動する者は巧動の目標が今ここ 
で實現される上に見逃すことの出來ない現實の情況をはつきりと見透すたけの能力をもち、 
現實の情況を驅使して歷5おはぬ局面にも卽應し得る能力をもをねばならない。'現實の情 
况を認識するには、事物のあるボ儘の冷靜な見ホとをの進展の趨勢に對する明敏な豫想が 
必要であるが、それには起り得べきあらゆる抵おとを觀的な情勢から生ずるあらゆる要求 

巧動 S 巧醉 ムハ化 



七 0 

をも考慮に入れわぱならない。卽ち客觀的情勢の要求と自己自身の 能力と を、 換言すれば 
巧 待し得べき抵抗と直己 Q 能力とを、更忆簡是ちへば要求と能力と Q 兩者を比較考量す 
ることが出 ホ、 從つて極めて廣い意味にがて憤重な態度を持し、打算し 得べきものは蒂く 
打算し、打算計量し 得べ からざるものはひとをび開始されを行程にをを需光石义的に包费 
し、 克服すべからざるものは之を巧みに罔避し、.思ひがけぬが機は之を逸する ことなく削 
用し蕴すだけの能力を持をわばならない。卽ち户るを幻！！^地， と^が-と 引 

ご一〇 巧 體 ぉじで'を.-るの，. ず T ての階梯にがても’ 齊數 、卽ち何物にも迷はさ巾 
ない逸巧と W お惟格をホすものであらわばならない。最大限に合目的明な行動のもつ この 
農は、行動するま體の側にめて、ま體的に囊 される 能力 S 退の刹那に.を，が 
服す る 能力を前提として ゐる 。けれども、 これ もホ、目標に 專をする 場合にのみ あり 得る 
ことは 言 ふまでもな.い。だが、いかなる巧動も、惜害或 ひは 倦怠の刹那には逸脫 しをり 退 
嬰 的になつをりする危險を磯して ゐ る。 をのやぅな場合には 郵恕和 かの態度が 必要となり、 



.更に、この態•度には稲しさ、殊に自己自穿に對する酷しさが耍求される。 

されば行動の「合目的性」にはお能的を能力と神速自在にして彈力的な精密な働まをな 
す現實に卽した悟性と緊張しを自制的な堅あ持久不屈不提の意志とが前提されてゐると同 
時に、いはば冷徹をのもの、ーホ退いた態度と事物を速かに秩序づける能力と着手を誤ら 
.ぬ技倆とが必要でをる。然らぱ感情ほ如何。純然たる合目的性の八刀野にがて巧5感情の占 
むべき位置があるのであらうか。感情は入をして愼重なる思慮をホはしめ、巧徹なる感受 
力を曇らせる、等の缺陷があるでほないか。がり、行動の道程に感情を混へることはホづ 
.乂體から見て槪わ極めて非合目的的なこととなり、事、行動に蘭しでは、感情を查く除か 
してこを最も確實に目標に達し得るかのやうにあはれる。だがそれは單にさう.思はいる^ 
過ぎない。一!?®する者を团接と結び附けるものは正に感情に他ならが.；！。先に述べを己つ 
の條件の自明な前挽としてま體の目標に對する只管なる專念を擧げを。卽ち既擦に對する 
入ち的が無巧公.沈潜.、，目標と自巧との】體感が是である。而してこれこを巧謂， r 感情的なお 
'がり」なのである。頭臓と意志とは單に目標の實現の過程に關係するに過ぎない。而して 
巧動の巧舉 七 j 



この過程が開始され増行を錢ける上に、目標との感情的な繫がりが前提ざれてゐるのだ'。 
この懲かりが失は隻は徵弱となるとき、巧動枉巧詰 P 或ひはを Q 巧くべき道を見失ふ。 
ホも、行動が查く機械化されを結果、目標を見失ったり抛棄しをりすることのあり得ない 
蠕合もある。 . 

從っていかなる場をにも、目標がもっ てこ そ始めてをの實現といふ ことが 巧動に を齡と 

しての蔵味を興へるのでをる。他客動登っこの醫ぎ Q 行動 Q & と 意味 ある 繫 
がりををすると同じく、「行動のを目的性」を保障する巧動ま體りが觀げか辟！^も、畢竟 
.巧動、王愛持續的な g 穂 Q 內忆が T 始め了意ホをるも Q となる。强烈な臺を、順應性も、 
をらゅるお能も、拿固な襄 Q 下忆 Q みあり得る)固を不變 Q が露か嘉なくして は、 
徒らに無意ホな巧力に終るビ過ぎない。 

III 巧動の意み 

巧動のを在權の問題碁動の奮理由卽ち行動の薪かか何の問題を通璧 ねばならない。 



.か1^1か齡は徘既の問恩でありをお權(價値)は態度ゎ採いかが問題であり、をを理由は了觸 
.幻問題である。 

或る巧動に對してをの意味を問ふ場合には、ホづをの目標、卽ち行動にがて力至は行動 
をなて實現せらるべき目標なるものに：だ目せわばならない。だが、心理聲的に見れば、行動 
りか目標よりが—更に根底的な意味卽ち存在理由をるものがをる。存在理由は最早「目慑」 
と稱し得べきものではなく、又「目標」と同様に對象的に捉へることも出來ない。この根 
.底的な意味によって、行動はをの源ををる行動者の.持續的な生活現實を指示するのである。 

刹が々々を超えを持續的なま體なくしては、決して巧動は生れないであらぅ。いかなる 
行動の現實態にも行動主體の超刹那的な生'活睹質が顯現され實證され保持されてゐる。あ 
が友人の困窮を救ふとき、あ婿の行動が困窮の除去といふ目標.意味を持つことは一おふま 
せもないけれども、抑5おが友人の困雖を除まし.よぅと欲するこ.とるれ自身には猶一段深 
い理由がをる。卽ち刹那を超え而も刹那に發がされる友人との內面的な一體感、換言すれ 
ば；^お础に1が Q 理が.—姑據が認められをのである。 

巧動のを學 七旦 



. 七四 

同樣に、すべての醫術的行動は、その巧動にめて追まされる目標に關して意味をもつば 
かりでなく、 をれと同時に更に深くその行動に發揮される行動ををる醫者の超刹郝的な生 
活現實の表現として意味をもち、まを同様に農巧のすべての行動には刹那に先立つて與へ 
られ而も剤那々々をも決をして巧く農ち的現實が證一承されてゐる。かくのかく、凡そな-動 
〇读底的な意ホを'問ふ‘場をには、窮極にめて必ずやな.動する「自我」の持續的なを活現實. 

ゃので.あ，る。然らば r 自我」とは化か。 - 
.自我を孤立しを個巧としてょりほかには考へることが出來ず、呂巧の生活の場巧とも源 
をともなる自然的•精神的な世ホと共同體から引き離しても自我は能く自我をるがなを全 
うし得ると考へるな上は、ちのかき說巧は奇異に感ぜられる であらう。 

嘗ては、む理的事象の時間的な現象的經過を記述し、事象の法則性を規をすることのみを 
巧務とする、む理學があつを。行動の考察に當つても徒らに時間に於ける現實的過程のみに 
を目してゐを。このやうに單なる r 現實態 Jir 現象性」とをまめる巧きホは通常、感情に關 
する快不快說、自我に關する個巧說と給び附いをものである。刹那に生起する事象の根ち 



をな し、 刹那的.事象の理解を可能ならしめる超刹那的な、む理的現實が看過されてゐを。か 
くして‘邸實巧わ到にがて自己を發輝し力至は更に自己の實現をホめる超刹.那的.持續的な 
今な看過：^なが。行動の推進力は r 感情的な基調を滯びを目標の表象」力至は「目標の 
到達によつて巧待される快」であるとなす理論のかきはをの最も顯著なものである。このや 
うな考へホは現實的行動の生活的基礎をも併せ考察すべきであることを忘れをものである。. 

凡を^ Ms , るには、が’動す’&团我のを，の睹，々の特殊な緊張に基づぐ衝動.全顧を包，， 
を田時'夕の特殊を.指向性を出發，點いせねばならない。この緊張は自我の全】的 
巧をボをめ調ホを害はれ、をの結果をおする不調巧を止揚せんとする極めて當然な衝動が 
をずることによつて生れるものでをる。このやうな調和.均衡が現はれれば、緊張は解決. 
する。何等かの原因によつて生じを不調和に基づくこのやうな生活の緊張に對して、自我 
を體の中に生ずるをを解かせんとする傾向は、すべての行動に方向を巧へ、而も同時に限 
巧を設をする動機的な基礎となる。凡を行動は就中生きをま體がをの調和の阻害、卽ち現^ 
在'自己わ化害せんとする或る不調和を撤去し、斯くして自己の持續的なを一性を保暗し よ'. 
行動の哲擧 セお 






‘うとずる衝動の表現なのである。我々の，持續的な肖巧の查一的調和に對する阻巧】は、困窮 
狀態から生ずる こともをれば、 或ひは鬼，實か らおず る こともあり、一'が 的な場ん口 もあれば、. 
.ホ續的だ場合 もを り、一同的な性質の場合 も あれば、民復的を M が場合 も あるが、逊^ 
角全一的調和の阻きが巧々のな動の持續的な源をとなるのである。 

このやうな說巧は、心理主義的な說明ではないかといふ疑惑は、生きを自我がをを園む共. 
をの化おの秩序おまと生活統一體、卽ち意ホ a 價値とをもつを全一體の中に生きるといん 
，‘のみでは なく、 他方同時に秩序おまとを活統一體、卽ち世界-でぶを7體がを，斬をの‘ も 卸が’ 
，'‘.弔巧 f . でなるといぶ事载を故意に見逃すのでなレな上、あり得ないことである。秩序お 
式と生を統一體は自我の構戍部〈刀となり、自我をしてを命的.有機的な單に個我的な存ホ 
を遙かに超越せしめるのである。私はおの愛する人間と、む理的に獨特な一體を爲してゐる。' 
彼はあの查一的を巧'の謂はば構巧部八刀なの‘である。このことは、彼にふりかかる出來事は 
あにもふりかかるものであるといふことにょつて、巧かに知られる。私は彼にふりかかる 
すべての事がおにもふりかかるやうに感ずるのである。おが巧員として屬する共同體も亦. 



同様である。成貝的をせはおにとつてか部的なものではない。巧員的存在が、心理的現巧性' 
をもち、單にを目上のものでな.い限り、をれは寧ろあの部〈刀的構戍要素なのである。否、 
"^5^的存せはあの自巧脚主要妃を在お式であるかむ知れ&い。おがあの愛する人間、私の', 
屬する共同體の困難.を敎はうする衝動を覺えんとき、この動機は常におの全自我のを巧.’ 
麵阀 M 空一的衝動の表結なか'巧ある。 

この意味にがて、或る巧動幻目碍がいかなる巧在理由をもつかといふ問ひは、，畢竟がず 
や行動する自我の告活簡動.を一的衝動に迴るであらう。かくしてこを始めて化を純粹な 
巧動にめて自明のものとして萬人に認められる巧動をとをの目標との內面的合一といん； 
とも理解せられ、まを人問ををのけ動のホー巧的が基と一體的なものと認めてこを、人間に 
をの巧動に對する人格的な责任を負はせることもお來るのである。ホに(單なる「行爲 J 、 
「雷同的」或ひは「共同的」或ひは「模做的」な「巧爲 J などとは異つて)純巧な行動が常に巧動‘ 
す？^?^,€^^祗‘顯が，り心^ががといムことから出て來る結論として、.，巧動は常吗お禪的で' 
が y .. ねが' な Ih な，知。ま體的で而も徹頭徹尾「黨派」をのものであらわばならないであらう。’ 

巧勘のを學 ■モ七 





巧動 Q 無條件な黨派性にこを行動の巧面的な正當性がある。己れ Q 爲す所を無條件にま持 
する者のみが畢竟之を爲ず權利を有し、まお己れの爲さざるがを爲さざる權利を有する。 

行動 Q 生活的.根基が穩となり、をの爲めに巧動を忘れ、歷と科 とに 對して-臂 

がつきで 求められる要ホから一竹動に對す.る判斷 Q 尺度をも借り來つを時代には、おに 
述べを自明の理が音されてむを。他ぶ裏襄を振り觀し、「過 昏と 「現 實的經 過」 り 

域に狗着」、講雙震と麗と S 實 Q 謡講塞活農 S 童管 S ことな 

く、或ひは生活的根基卽ち行動するま體を包攝する場合に も、 ま體をば常に點 としてをを 
する行動 Q 中、む卽ち孤立した個我と同一視する致命的な誤謬を犯しを(舊時代の)科舉がを 
に述べを自明の事實を看過しをことは言ふまでもない。この織な誤讀がををする限り、す 
へての行動の自我的•個我的な根基をま張し、更に若し「萬象の假面を剝 ぐ」 とまで1おは 
れる辯證法をなてしても如何とも爲し難いやうな明かに自我のない行動を理解せんとする 
に當つては、人間 Q 、 む理的現實とは查く無關係と認められる諸5 Q 要素より成る質を によ. 
つてをを理解しようとするといふことは蓋し免れ難いことであらう。ま體は目的的に考\ 



られる個巧に還元せられ、あらゆる慎値は主體を雖れを「を當」の領域にを着させられる. 
のである。けれども巧々は寧ろ、巧動をがふま體は、、む理的な現實の查 .一 のをとレてをを 
見れば、決しでこのやぅな孤立的な個巧ではなく、生活.意味•價値の紙‘一撒を'^おのが' 
構が要素と爲ホものであり、全體としての旨我のやに生き巧々の執着の對象となる価我的.. 
な佩乂もこれらの統一體に包攝をれてはゐるけれども、他面これらの統一體は自我を體の. 
內にあつて個我に對立するものである。この對立は極めて强烈であり、從つてこれ‘らの統 
一體が巧動にめて實證される場合には、佩'人的な個巧を捧げ滅巧することが要ホされる。 
かくして巧々は行動とをの意味に關してをじ得るあ本的な差異を認めるのでをる。 

行動は孤立的な個巧の要求を充をす場合もあれば、包巧的な意ホ查一'體の要求を充をす'', 
場合もをる。この區別は同時に巧々の眼を巧動のを在理由かがの問ひからそのを在權、が 
つて又をの價値か何の問ひへ轉ぜしめるのである。 

四な動に巧ける價値 

巧動の哲學. セ丸， 



八 0 

同じく水に跳び込む場合にも、友を瑪み爲 'めと 人命お巧賞の メタルを 稼ぐ爲め とでは、 

をこに違ひがある。後者は個巧的であり、前をは個巧的でない。前をは或る思索的な問題' 
の解かをホめようとする場合と同じく、個我的ならざるものである。思索的な問題の解み 
は「、王體的」な緊張によつて動かされ、をの解決は解答を見出しを瞬間にこの緊張を解く- 
ものとして 同時に人間を自由ならしめるものと感ぜられるので あるから、 この やうな問題- 
の巧決は明かに個我的なものではない。 こ. の やうな緊張が巧 5 思惟行動が開始レ繼續する 
爲めの前提をることは疑ひををれない。けれどもこの緊張をのものは、行動する主體が自. 
巧全體として、ホだ解かれざる問題を-おのが部々邮構戍要素となしてゐを占い'んこと、從 
シで換言すれば思惟關聯め中に存在し思惟行動忆よつで撤ませらるべき「不調お」がま體 
?^'同身め书に存在してゐをといふ.ことに基づ.いてゐる。化しこのことは行動が個巧的か 
意味をもつことを證明するものではなく、巧動する主體が「超個我的な實在性」をもつこ 
とを證明するものである0 

巧到の，巧萄简 網® 巧琴着的.；：！^立を 守る 個 巧® 耍 来が， 停止する 巧に 始まる。 嘗ては、. 



目標が行動する者にとって何等かの價値を表はすな 上、 體驗ををるま體にとってはいかな. 
る巧動も價値ある巧動であるとま張されをものであるが、かかるま張は價値生巧'を巧殺し 
まるに等しい。 

ここに價値理論を展開する餘裕はないけれども、凡を現實的な價値體驗 は、 價値として 
體驗されるを體に感ぜられる妥當性力至は至上權の要ホ(或ひはこの要ホの充足)と結び 
附いてゐることは疑ひを容れない。さで、かかる要求は畢竟、體驗者たるま體自身の存在 
の根源にこれと同じ要ホが感ぜられ、主體がこの內に牛：じを要ホに基づいて絕對無條件の' 
存在要求を容認し得るがかきを體から化れるものに他ならない。苟くも踊椅が^一體驗に 
かる.蔽情の深さも、かくして巧解せられる。感情の深さは常に價値として感ぜられ' 
るものが自我の持續的な恒常方向にを着したものであることを示してゐる。凡を現實的巧 
費値と b . て感ぜられるものは、持漓的なるものの契機を含み、體驗ををる人間の自己保を 
韦巧び巧を上をのををの基礎となるもの、卽ち人間がをこに根源をもち自己の使命を充巧’ 
しで 一 了く 巧なのものを指示してゐ る。 純粹な價値體驗は、常に人間が自己の使命を包藏ず' 

巧動の巧學 八- 



るをのが 中 掠に忠實ならんことを要求するのである。 

從って現實の價値體驗は乂間の持綾的な拘束を巧すものでもる。刹那が この拘束を逸を' 
する場合には、この拘束に適つをを在を もち 之に適つを行動を爲すといふ ことは、 義務的' 
な當爲として體驗され、現をのを在が をに 適ってゐる場合には、法悅的な充ちと 感ぜられ 
るのである。 

先きに述べをやぅに「を目的性」 Q 擧求する称性は悟性と意志とに宿るものである。他. 
ち價値窒も Q が體驗まら見了深い感情 Q 中忆現はれる•ことは受餘地がない。深い廠’ 
情の中に價奠經管.れるミはあるけれども、をれは 飽く畫も 星へ Q 驚 Q 墓る 
價値扛占經験される。こ Q 傅壁震盛夏る的臺ぞは異っておま的なも Q ではなく， 
觀興徹尾內霞が，む到がる。易を靈とし、を含れが實囊動 S 揮をれ、實胃 

{がに對しては比幫冷淡な態を を 採るがかな^^芸ではなく、自ら目管設をし、 而もこの 
目標と极萬亡愛るが庭飽く畫畫と Q 繫が〇 を 失はない蠢皇豪を ある。' 
この謹は人間 S 極的な襄、卽ち人間の立場や根本態度の綜合體である。この綜合體 



にを現せらるるがのものは人格的を在の中核なるが故に、人間はこの拘束(立場.あ.本態 
を)を離れることもなく、まを離れ得ないのである。合目的性によつて要求される特性は 
をの，の現實へ順應することによつて實證されるけれども、價値なるものはをに反して 
謂げ’曲刹‘邸々々の耍ホによつてだげることのお來ない恒常方巧である。この恒常方向卽ち 
價値にとつては、ま體と現實との巧解の道としては、局面卽ち現賞が恒常ち向卽ち價値に 
適合するやぅに造り變へられる】途あるのみである。價値と繫がりをもつ人間にとつては、 
巧訪エがても、時世の順逆とか「順應 J . とかいふものはなく、ただ自己の恒常價値を充足 
ナるか、さもなくば】が地にをれるかより他にはないのでをる。 

されば眞に，働‘網に梅束されを巧動には、同じく價値に拘束されを合目的性あるのみでを 
る。をれは價値一に奉仕ずるを目的性で‘あり、換言すれば际 時， に 個，か， を捧げ.る，ご'慧奧老、 
’現實に結びおいを巧爲と現實をま配するあ能とが、をの充おすべき價値によつて存在權を 

するが如き合目的性なのである。 

徒つて Its 妇意味構造にあける目的と僧値山の貴‘の關係は次の如くであらぅ。—巧動の目 

が劃の巧堅 八 一一！ 



_ 八四 

的は目標の實現である。目標碁動するま體の‘「不調が.」に.‘よ-つてを在則由を巧へられる。 
けれども gs 墓權巧何等か Q 疆が危くさ蔓はホ巧壽され了ゐないをめにこの 
不調和が生じをか否かと S ふミ忆よつ Ts される。けれどもこ？と巧ま體占議 
とろ純粹客動にがては內面的な j 體を爲してゐる堂、雲、行動するま體がか何なる 
入間であるかによつて隻される。塵にめて皇體の價値こを行動の價値を制約するも 
のである。すべて合島營目穂によつて糜をがへられる。而して？行動のを島性 
によつて 要 ホされる 震やお 能などが當然をの§標に奉仕するもの.であると屢に、(を 

霞な特 ？」 W Q ) 島 8 f 雲持霞な疆黨束羅仕する こと 置つ て始め 

..てを在權と價値とを得るのである。 

巧動に替る冨と價値、卽ち畐的寡と價値的指寝ろきの；當がの綺 一は併し必 
.ホ U 農をれない。寧ろ人間の養上、この統~は絕奏危險に曝されてゐる。ーホを目 
的性の要妻る震や技能が獨立掌るミもあれば、他客動 S 雪ら るべき「價値」 

.が人間 S 實 S する蠢さ Q をめ S ら忆薑 Q 內 面へ靈 することもをる。かかる場 



をには傾値が單なる目的主義のをめに破壞される危險がをる。 

五目的的側面の獨立化 

目的の側面が獨昏の價値をもつに至れば、をれだけが獨立化する傾向が牛：ずることク，" 
る。このことは巧動なるものの構造の關職にがて技能に對する菩びが餘りにも重視される 
場合に起り勝ちである。目標の確ず不動な設をに.見られる內を的な價値意志の基礎をなす 
死活的實現の要ホをもつた存在形式.を在統一體が人間生活.共同體生活の中から解消し 
.排除されるやうな場合には、この傾向は更に長巧に互つて現はれる。價値を設をするを在 
の基礎が解體するとき、目的的態度は己れを擅にするに至る。. 

このやうな可能性の無邪氣なお態を兒童、心理學の實例にょつて明かにすることが出來る。 
周知のかく、兒まには一定の目穂に向つて始められを行爲が兎もすれば目標を逸して、そ 
れだけが獨自な價値をもつものとなることが見受けられる。例へぱモ供が樹木の模型を逍 
..るとしょう。.モ供はお來上つを幹を轉がして見る。轉がして見ると面白くて耐らないから 
、 巧動の哲學 八五 



，が 時まで も轉 がし 續 ける。遂には途ホもなく長い腸詰が出來上る。けれども陽詰な どは 别 
に面白くもない。辟を造る養つたことはとうのをに忘れてしまつてゐる。をだもうをミ 

に轉がして見る。遷 Q 基養、養が何か董現賽ぶつかミ薑 Q 力量を試 

みることを何よりも喜ぶやうな年齡がをるといふことを敎へてゐる。跳び越えて ならない 
'溝 や、. 蟹ぢ登つ てならない なや、 乘り越えることの許されなレ垣根な どは ない。 どうして 

も出 巧なけ 化基雪畫馨」 なければをらな 5。 C Q や5な現實 Q 臺を g 指し現實 

のま配を菩ぶ巧爲は、格別をれが上の国梧によつて包攝されるか要はなレ。ま配すること 
.をれ自體が喜びであり、お能をれ自體が喜びである。 

薑にめては自がな發育段階であるこのやうな「無巧ぎは、巧人に於ては遊戯やスポ 
，'ソのやうに一時娶緊張 Q 弛緩でない限りは、憂る解體に過ぎず、貴任をる行動から 
圣く責を Q なぃ技巧上手 Q 世界、卽ち機械的乃至はぉ畜にが數いミ寶いか巧爲へ 
.移ることに他ならない。 . 

凡をお能はをの^に危險を包藏してゐる。卽ち.技能によつて達巧し得る事業が、之を 



爲し 得る といふ 事實に 比して 重要なら ざるもの-となり、 事業に 於て 生れる結み よりも、事 
業達成の途上に體驗される技能をれ自體の齋らす喜びに寧ろ滿足を見出す といふこと であ 
る。 或る種の あ 能を前提とする反復的な仕事を伴 ふ 限り、巧どどの生活 〈刀 野に も かう しを 
危險がを蔵され てゐ る。 

ホ第に熟練を穂むといふことは確かによいことに違ひない。けれども絕ぇず仕事の特殊 
性が重要な役割をもつ場合には、仕事が要するに自己のあ能に適ひをの遂行がいかにも見 
事にがるが故に巧が乘るといふだけでは危險である。かういふ場合には手段の體系が、む地 
よい獨宜のリズムをもつやうになり、をの結果み遠に巧復するものを歡び迎へ、特疎なも 
'のを輕視する危險が生ずる。かくして醫をは机上の醫學理論のみを事とし、敎師は詰をま 
義となり、藝術をはお巧上手に墮する等の結果が生れる。 

元來或る課題に奉仕する爲ゐに空間的.時間的な現實の抵抗を克服する(技術的な)手 
段であつをものが「獨自の價値をもつもの」となる。最早現實のま配を含む課題の克服を 
樂しむ本源的な喜びに止まるのでは なく、 更にーホを進めて柱々摩おのない進行、仕事の 
巧動のを學 八七 



八八 

順調な進抄、圓槪な機能、調和 Q とれを關職といつをやう紀ものだけに對する；誓びを感ず 
るやうになる。如何なるも四が仕上げられるかは重要でなく、仕上げるといふことをれ自 
身が重要となり、何事が進涉するか、何物が機能を果すかは重嬰でなく、兎も角何 かが 進 
嫂し機能を果ずといふことが重要となつてくる。計盡 す！^ ことをれ自身が窮極的なものと 
なる。 

こ Q 中うな目的的立場の獨立化が起り、このやうな狀態が®く Q は、入間の中なる權ぞ 
不動货生活上蚊悟常價値が綱壌し、人間をま配する拘束が弛緩し、生活の根底を失ひ、人 
關に貴をを負はせる價値をる生活全】體が裤體する.場合である。生活の力となつて人間の 
麻中に麵動する具體的な全】體との繫がりが失はれ、犧蜡的獻身を喜ぶ人間の魂が具體的 
なものから生れる當爲を見失ふとき、魂は非人格的•普遍的なものへ己れを捧げるのであ 
る。最早魂は態度の如何が實證せられる手懸りとも地盤ともなるべきも斬なるか、 
形ま Q 如何にょつて人間生活の中に推持せらるべきもののなるかを問ふことなく、こ 
の形式と態度とのお何といふことをれ自體を挪^1趴^邮^^<^い趴と看做すのである。 



從つてこのやぅな拘束力をもつを一體を失-つを世巧にを當する價値の世ホはいかなるも 
のであるかといふに、をの當然な特徽として抽象的.形式的な世がであるといふことが認 
められる。この世巧にめては行動は常に刹那々々のものであり、持續的な根廣にょつて~ 
をのを一體と緊密に融合しをものではないから、抽象的.形式的な世ホとなることは寧ろ 
當然である。かくして「凡を實現といんこと」のをめの抽象的な條件が窮極的な價値の性 
格を帶びてくる。一をの意味統一體.生活統一體はこのやぅな條件に對しては單に特疎な 
「事例」といふ性格をもつに止まる。特殊な事例はそれぞれのホ法にょつてこの普遍的な 
法則を充足乃至は實證すべき任務を課せられる。冗來は巧意のを t 體の實現の衝動と存立. 
のをめの條件忆過ぎなかつを調巧的な關聯といふ法則が獨立的な價値をるの性格を帶びて 
來ぷおでをる。 

實例は幾らでもある。藝術にあける形式的な美も是である。例へばお劇に於ては最早!； 
が抵：せられるかを問はず、いかなる技能が用ひられをか、いかにして演出され制作された 
かを問ふのである。形式的な敎育聲 は、 內を的な拘束は人間を頑迷固陋ならしめるに過ぎ 
行動 Q 巧學 八九 



力0 . 

ないと考へてこのやうな拘束を弛めようとを力し、圓轉滑脫こを敎育によつて洒養すべき 
特性だと隠面もなく公言して禪らない。何をやらせても立派にやつてのけをの癖何の信念 
もない一その値わちもないやうな所謂かホのない人間が化間一般に理想型と考へられるや 
うになる。順應性をもち而も同時に意志の强い揀達の壬が財がを牛耳ることになる。法的 
牛：活は抽象的.おま的なお義に賴るやうになり、科醫は】をの認識の持饋的を立に化要な 
條件として「眞理」なるものにおがりを感じてねるのみでなく、窮極にめては認識內をよ 
りもあま的な數郵をかものに義務を感ずるに至る。至る巧、同じ傾向が見られる。何等か 
の內容が形態を巧へ.られ存立性を有するをめの爭ム餘地なき條件をる巧則性が奉仕的な機 
能を離れて絶對化されて來る。かくして元來自己の奉仕ずべき！切のを一體との絕緣卽ち 
抽象性によつて無條件に自己の夕當性を要求するに 至つ，， ををくおま的な價値がをずる。元 
來當がな意味關係はここに逆轉を見るのである。 

目的的立場の獨立によつて生じをものは、 r 幼稚な機能主義、.二、抽象的な價値形式 
(拘束が解かれて個人の目的との毀がりだけが殘る場合には個人の目的的行動 



が生ずるわけであるから、かが的に)素朴な利己主義である。 

目的的な巧動とは行動する個人ま體にとって行爲の蟲らす打算的な利益のみに導かれる 
巧動である。「瓦.的的」'.と.いふ言葉にがましからぬ響きが感ぜられるのは、寅巧も巧おも 
ない悟性の冷かさにがって往々にして共同體を離れを個人の自己保をと個人的な享樂とが， 
暗々狸に目標として終始】貫指導的な役割を當然ぞのもの、かくに爲してゐるが故である。 

な上述べをがを禮めて一おへば、超人格脚な巧束が弛緩し或ひは全く解消ずる場合に，が、 
人間はをの確ず不動の地位を失ひ、かくして內面的な立場の當然性をを失ふのである。無 
計畫な現實支配とおま的な調和とのお能が「白己目的」となり自我は纔かに我執的な個み‘ 
の窥意の均內に萎縮する。このことは人間の個々の行動にも、をれぞれの行動領域にも、 
まを場合にょっては或る時化全體にも認められる。巧族のを巧にがて目的的な考へ方が獨 
立化し、をには合理的な現實ま配と圓滑 さとを ホめる立場が巧族全一體の責巧ある目標と 
超個人的な生活關聯.價値關聯の顯禅を脫ずる傾向が著しくなればなる程、生活のを〈刀野 
にがけるおまま養的な空轉りが顯著となり、個々の個人の利己的な目的ま義も猛 e 烈しく 
が動の巧學 九一 



なる。このやうなおまま養は人間の巧動を價値に無關、むならしめるがかくして、をの實ま 
うではない。實際、行動は或ひは個我本位となり、或ひは形式的な價値によつて規をされ 
るが故に、價値にお關、むとなるどころかち族てふ包括的な化畜統一體のもつみ勝邮わ價値 
のを一性に對しては寧ろ價値に背くものとなる。抽象的な價値形式主義は常に內容上の相 
對主義と結びおいてゐる。內{が上の相對ま義によつて個人は自己の信念を表巧し自己の慮， 
度を決をする化要を免れる。かくして個人は實際上'全一體に對する具體的な貴巧を解除さ 
れる。このやうな解體のあ源をるか來思想の氾濫、大衆化、浮動化などについては詳細な 
說巧を省くことにする。をだ】つ强調して置きをいのは、人間が手段の體系のやに非人格 
的に閉ぢをめられ、この體系の出來を動機も目標も知らず、ましてや自己自身が直接この. 
動機や目標に皿ハつてゐないとすれば、右に述べを危險に益5深入りしたものといへよう。 
かうなれば「巧動してゐる人間」は決して行動するま體 とは 云ひ難く、彼にとつては像も 
ゆかりもない目標を追求する他人の意志の言はば通過點に過ぎないわけである。さて 超個 
人的な包括的な目標が個人によつて〈刀擔されることなく、人間が實現.活動の非人格的な通 



過點と化し、實現活動の發端も知らねば結末の見透しも附かず、ましてや實現活動に內巧 
的に參加してゐないといふに至つては、中間過程は益5獨立化し、自己に內せする形式的. 
な價値の可能性と刹那的な镜停の可能性とを利用して、巧動する人間に缺けてゐる內を的' 

な目標と持績的な價値ち向との塡め合ホをしょうと巧めるのは化然の勢である。最早眞0 
.巧動は見られない。をるものは唯任務をもたぬ行動であり、刹那々々の空漠をる行動のみ. 
でをる。かかる行動も恐らくは空間的•時間的な意ホに於て現實と結ぴ附いてはゐるでを 
らうけれども、現實をのものを分裂させる性質をもつな上、をこに捉へられる現實は四〈刀. 

五裂の破サに過ぎない。行動は行動に持續性を與へるものにょつて刹那々々を超越するこ 
ともなく、自己を徒らに個巧の巧內に局限する。人間は拘束をもたぬ手段どをに含まれる'. 
簡停 01?' 能がにがを忘れ、おまと內容、快と價値を混同ずるのである。 

このやうな目的の化#には巧徹な悟性と不顯奔放な意志がま配し、感情の方面としては 
徒らにうつろな緊張と個人的な力や圓滑な機能に對する喜びとが見られるのみで、具®^/ 
な價値的全1體から生れる更に深い意味での感情げ見られない。この目的の世巧に對して 
巧動の巧學 を一一 



生活統一體や價値的な力—をれを實現.維持•向上せしめることが化を目的を意識しを 
行動に始めて意味を曲ハへ将る當なのであるが——は全體として極めて悲惨な狀態になつて 
ゐる〇 

單なる現實のま配を目指す悟性の偏向と意志の冷かさ、及びをこからおずる滔々をる機 
械化と合理化に反おするものは情操であり、固をな特性を內に具ふる魂の力である。 

個我的•目的的なものに鮮しては人間のをきを成員的存おの反抗が見られる。遊離した 
機能主義及び價値形まま養に對する反おとしては、人間の個人としてのを在のあ源となり 
創造的な人間として奉仕し服從すべき一をの內容をもつ價値的全一體、且つは又人間の遇 
り出しを事業の具體的な意味.牛活.僧値の統一體があり、就や家族やち族の自が發年'的 
なか'活統一體.運命統一體がある。この對立は從來屢 S 叙述されをものであるから、 ここ 
には詳細な說巧は省いても差まへあるまい。要するに人間が、人間の魂が、人間の本性が、 
否、情操.固有の特性.成長.信仰等と結び附いを】切のものが、お梢を脫しを目的主義 
のがホに、經巧-お術.交通のをなる暴威に、あらゆる過程を機械的に最も簡單なホまと 



化する傾向に、人間を八刀解して非人格的な機能の束となす危險に對して、反おするのでを 
り、 r 高吗でをを蔽へば、宜な發生的な血と信仰との.共同體の、人爲的な目的的集團等に 
封す，る，巧お巧田で，お’る。而して目的的•合理的なものに對して靈的なもの、權利が反おを 
試みると同じく、抽象的な形式主義に對して具體的な價値統一體が反抗するのである。毒 
し拘束をもち獨自性を失はぬ魂にとつては、具體的な價値統一體は常に內を的に一をしを 
獨自な價値形慮であり、魂はこの價値形慮に通ふ永遠なるものの息化を感じ、巧5魂をの 
ものの生れおでを目標がこの價値形態にあるのであるから、魂はこの價値形態に惜みなく 
己れを捧げるのである。魂の價値的生命は生來魂に具つを-^種的に制約されを特性に化释 
し、魂のもつ恒常的な價値の總體は、內をからおて、魂の地盤をなす一をの生'活統一體に 
を Q あ底を有してゐる。魂はこれらの生活統一體と運命的に結びおき、牛：活統一體の椎が. 
實現.完戍の要求に生きるものである。生活統】體が魂にとつて價値ある巧なは、當該統 
一體が何等かの形式的.抽象的な價値に巧るとか或ひはこの價値を充足するが故ではなく、 
この統一體が獨特無比な形態をもち、魂がこの形態及びをの歷あ的な現實とが本的に一體 

が動の巧學 九五 
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を爲してゐることを自覺するが故である。例へば故鄉、巧族、家族、將义、魂自身の運命 
的成長の生きを現實の姿などが是である。魂は、このやうな生きを現實の姿と繫がりをも 
ち根源的な】體をなしてゐるから、ををのどの〈刀野に於てもま虚な麽まを求めるのでなく" 
111れのうちに具現される實體を要ホするのである。 何， ものかが魂にとつて價値があるのは、 
をれが何等かの抽象的.絕對的な僧値に輿り、普遍的な「を立」の法則によつて自己を證 
巧するが故でなく、をこに顯 現'' され而も魂をれ自身の最も深き根底と一脈巧通ホる獨特無， 
心なもの，のもつ崇高なる僧値によるのである。魂の巧ふ事物の評價は、魂に內在する獨特. 
の形ま、卽ち魂と內面的に融をした、意ホと價値とをもつ大いなる查1,體より發する 
も‘のがあ，る。‘このことは個々の場をにも認められる。例へば或る一をの認識が眞理自體の. 
價値を具現してゐるとしても、巧々は單にをれだけでは傅値をるものと認めない。を.の認 
識によつて巧かにされる現實の闢聯を洞察することが巧々のお底をなす地盤の自己實現0 
活動を體から見て死を的な重要さをもつ場合に始めて、一ちの內ををもつ貫なる認識とし 
て價値あるものとなる。このやうな重要さをもつが故に、この認識は我々を也底より動か 



し高め幸福にするのである。アルブレヒト.デュ ー レルの拙いた一畫一線が我々を魅了す 
るとき、をこに認められる價値はをの一畫一線が彼獨特のあ巧によつて一をの美の法則を. 
充あしてゐるといふ點にあるのではなく、巧々自身のを巧の巧族的な根源がこの繪畫的な' 
麦現によ.つて'一.をの輪郭をもつて實現されてゐるのを見て感ぜられる I 種獨特な幸福感に 
基づくの’でおる。 

ホ內面化の危險 

さて、目的をれ肖身が獨立する傾向のある時化にがては、就中情操的に經驗される具體 
的な內ををもつ魂の純粹な價値生活が對ル的なを力の缺かによつて無力な反おを試みるの 
みでなく、謂はば隱遁的な態度をなて觀照的に自己自身を享受しよぅとするお險がをる。 
魂の純粹な價値生活は謂はば局かをの位置に墮し、巧詰つてしまふか、或ひは跪弱な感傷'. 
的なものとなつて自己を貫徹するに必要な烈しさと迫力ををふ虞れがある。. 

凡を價値の實現には旣存の現實との衝突に堪へ得る烈しさが必要である。價値の實現な 
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個人的犧牲を潔しとする態度を要享るが故に、不旧不携の烈し さと 聲 とを要する。 

化を人間が人間もしておのが意義を查ぅし得るすべての 態度と巧爲とは、個人的.個巧 
的な人間とし了 Q 立場から見れぼ危險を伴ふ も Q ぱか皂 をる。 從つて感能的.餐葵 
薑保をの載々をる要求から見れば、人蘭をして眞に人間を らしむべきものは畢竟悉く 
を口目的的であるけれども犠牲的獻身の危地に足を踏み入れる ことこを、 凡を 崇 夏る 
事業を達寧るための前提である。己れ寡の人格的を意が S 到す る醫には、行動を 
たる人陌は一身上のを畐性か何を全く度化視せ复ならない。人間の 掲げる價値の强さ 

ピ 量る 尺養蒙獲 I とし 5 げ星璧.器 £ み。囊的な薑笼を價霞 S に 

めては必餐 i 牲に供ホられる。3れぱ畐二 ii じて價値的 S と柱な.。亂引。. 
まを價俯的行動陆掌や個講會整 Q 要求と a 藝をいでをらラ。.變了傾値を顯 

謡するには I 幕を甘受する；決、むと事を引受ける劈と行動全體忆替る不累携の烈 
しさとが必要である。かくてこを內面的に感ぜられを價値統5が建設的寞となるので 
をる。 



されば純然たる目的のみの現實は人間の久しく堪へ得る所でないと同じく、人間の內面 
のみに依據する魂の世巧も現實に措おするを得ない。を、をには魂をのものもをの意味を 
見えふであらう。魂は自己の內面より步みおて、內なる價値お態のままに空間的•時間的 
な現質の中に自己を貫徹してこを、始めてをの意味ををうし得るのである。而してこれは 
現實を造り變へ形造る巧動によるの他はない。僧値に温れた存在は現賞に卽しを行動によ 
つて始めてを的に實現される。他ホこの行動が成果をおめる前提は、上述しをやうに、合 
目的性の條件を充足するにある。 

かくしてがつ人間がこの化ホに於てを己を實現するには、行動にめて目. 
的と價値とが統！されてゐなければならない。目的と價値とめ何れか一方を絕割視すれば、 
人間は人間にのみ特有の可能性と巧務とんら脫落することになる。人間が自己の生'活する 
現1 ぼをま配するふき、始めて人間特有の價値の世ホに人間の自己展開が見られる。人間の 
が底に於成の意欲をはて潜在する靈的-也理的おまが現實に形態となつて現はれるには、 
强烈不屈な現實的意欲におたわばならない。 

巧動の哲學 ■か化 
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內面的に價値 をる 人間が現實にを ぐは ないばかりに遂に眞の面目を發揮せ ホして終る 場 
合がをい。 これと 同樣に獨逸的な魂 も、 價値に規をされを內面生.活から】 ホを踏み出して 
二十世紀の人間に缺 くことの 出來ない現實ま配の諸般の手段に對 して積極的な態度を採る 
こともなく、巧く も事業の貫徹に缺 くべからざる 目的意識 的な 意欲の 烈し さが 足りないと 
いふ一大危險がをつをのである。 

今や獨逸人が偉大なる 指導者 アードルフ.ヒット ラ ー を發 見し、 彼の手にょつて獨逸向 
な魂のをが自覺され溢るるばかりに豐かにせられ、而も獨逸入のもつ現實ま配の意志が鍊 
へ上げられるに至つをことは違に幸とすべきことである。 

便値と繫がりをもち現實に卽しを行動にとつては、「合目的性」なる語も最早が ましか 
らぬ響きはない。巧動するま體力至は個人の行動のやに生きる價値が 超人格的なを】麗に 
をする場をにがて殊にがりでをる。 - 

上述しをやぅに、純粹の巧動にめ，ては合目的性は畢竟實現せら るべき 目標に奉仕す るの 
ではなく、 この 目標を內的必然性と する 查一體，に奉仕す る。 



されば上述した所から出て來る結論として、行動の原理としての合目的性力至は有用性 
は、孤立的な個人の生活現賢に對する場合と、民族てふ包括的な全一體に對する場合とで 
は、をの意味を全く舆にする。個々の人間にとつては「自己保存」といふことは己れの意 
ホを充足する巧なとはならず、何れにホよ、最大の關、むまとはなり得ないけれども、巧族. 

■てん全一體にとつては、自己保存は何れにせよ最大の關也事であり、かずや.同時に 意味，の； 
无足となる。 

個人が自己の屬する巧族と融合すればする程、換言すれば個人がを目上のみでなく現實 
にち族の成員となり、巧くしてち族と民族の要ホとが個人の胸の中に、心理的な實在性をも 
てばもつ程、個人はおのづから民族の意ホの充足に關與し、をの行動にがても、全一體に 
役立つものが意味と方向とを與へる規範もなる。民族てふ內的本質形態が國家の政治的な 
现實お態に於て創造的な行動によつて實現されるとき、始めて巧族の獨特の生活全一體の 
意味が充足せられ る。この やぅな實現の'活動には內かのおおに巧ち勝つ意志の烈しさと、 
お態實現の現實的條件を長»に互つて克服し得る目的意識的な計證とが必要でをる。殊に 
行動の巧學 1〇1 



巧族が一致協同して、をの自己實現に奉仕する統一.的なおって迫力のあるけ動を爲す能力 
をもつ政治的な一個のま體となることが必要である。 

この統一と烈しさと力とを巧々獨逸人に齋らしをのは總統アードルフ . ヒットラ'であ 
った。新與獨逸には熱烈な價値的感情と冷徹な目的的思巧とが相結び、新たな現實をお逍 
る建設創造の力となつてゐることが今日旣に看取される。 

かくして個人の行動にはを一體的な價値お態が具はるとともに、個人の行動は全】禮の. 
合目的性の要ホをも充足するが故に價値あるものとなる。查一體のを在が成員の當爲とな 
り、 全一體に役立つものが個人の提となる。 

が脑ハ獨逸國のか、る基礎的要ホは、まを行動なるもの\意味構造にがける傾値と目的と 
のあるべき關係を示すものともなる。 



世界の秩序形式と人間のお巧形式 

——觀相的世界體驗—— 

.1 人間と世界 

今日に至る音で、人間に關する科摩をる、心理尊は、人間の人格についての本質的な認識 
がをの生活せる世巧に聲する考察と獨立別個に成立し得るものだといふ偏見におはされて 
ねる。世巧と人間とは依然として物理馨の範に做つて巧互に獨立別個にを立する二つの實 
'在だと考へられてゐる。卽ち、化がはを觀的刺戟の源をであり、人間は世ホに對して拒否 
又は形成の働きにょつて a の刺戟に加工するま觀的な集中場所であると考へられてゐる。 
'人格といふものを科學的に認識する恐らく最も重要な通路がこのやぅな觀念にょつて閉塞 
世巧の秩序おぶと人問のぜせが式 】os 



10 四 

されてゐをのである。事實、人間がをの中に生活しをれに對して】をの態度を採る化おな 
るものは、決して人間の本質及び生'抵も獨立別個な實在なのではなく寧ろ人間と共に全一 
體をなすものでをる。人間がをの中に生存しをれに對して一をの態度をなて行動ずる世巧 
なるものは、人間の本質及び生活に巧るものでをる とともに、 逆にまを人間は自己の本質 
と生活との形まにめてをの生きる世巧に巧るのである。 

このやうに人間と化巧との巧卽關係を見極めるといふことこを、凡を眞の、心理學の基礎 
ガと我々は考へるのであるが、このや^^^な認識は發生む理學の八刀野に於て妥當性が認めら 
.れてゐるに過ぎない。卽ち、動物、む理學三クスキュル)及び未辟人と兒童との、心理馨(例 
へばハンス.フォルヶルト)にとつては、、心理の本質を認識するに際してをの生をする化が 
をも取り入れス考察するといふことは、旣にをを確實なちをとなつてゐる。をこには一一つ 
の仕事がある。卽ち硏究をは動物.未開人.'兒童に特有な、巧熟しを人間と異つを態度の 
採りホから彼等の世巧の獨特な意ホ規をと巧序おまとを推論しょうと巧めるとともに、他 
，ホこのやうな世ホの秩序形まと——兒童の言語や藝術などに現はれる——世ホにがける種 



.種の重要點 ( Bede ま samkeite 己)の體巧が一をの、心理構造の表現形式•謡を形まだと解さ 
れるのである。 

ここにめて、心理的.精神的發逢の初期おまに當なのかくに適用される認識ホ法は、成熟 
した人間を認識する上にも受當性をもってゐる。ただ實をの物理學的な意味を過重視しを 
ために實在なるものの槪念を歪曲し、をの結果を觀的な世ホと他方之に對して人間のをな 
るま觀性との對立を固守して來をがをめに、今曰までちのやぅな洞察が充々に發輝される 
餘地が阻まれてゐを。自然科醫的な實在槪念が、心理聲にがても壓倒的にま配してゐたこと 
には、一二っの理由があっを。第一には認識の歴史から見て自然科學が成功を收め、その結 
'み自が巧摩的ぶをの普遍的を當を要求するに至っをがをめである。第二には疑ひもなく戍 
熟しを人間は、化がといふものをはつきりと意識してゐる點にがて他にすぐれをものであ 
.り、而して世ホが持饋的且っ獨立的なものであるが故に之をを觀的な世がだと感じ、をに 
反して人間自らはものの見ホや體驗のおまや性格が轉換常なきが故に不變性をもをぬ主觀 
的をものだと考へられををめである。更に第己の理由は時化の主をる關、むが人間の認献機 
世巧のおをおまと人晒のをホおま '一〇五 



龄に向けられ、體驗の意志的な側面あび殊に感情的な側面がをく閑却されるに至つをとい 
ふこと でを る。 をの結 ま、、 む a 摩の巧內にがては、人間は往々にして一せの認識中樞と化 
し 去り、甚だしき はを觀的世巧を認識す る 人間の能力のみに注目した結み、人間人格の槪 
をも柱々にしてを觀的認識の誤護の源を といふ 意味にがめられてしまつを。このやうな、む 
理聲の醜狀が、最巧に至つて巧び全的な人間を把握せんとする也理舉によつて克服されよ 
うとして ねる。就中ヴィルヘルム.ヴントの後 P でライプチヒ大聲敎授なるフよ ー リッ 
クス.クリュー ダルによつて創設され 發展 させられをこのやうな巧し い 也理醫の あ 本槪念 
はを 一を G 巨白 heit ) といふこと である。 クリュ ーゲルによれば、人間は常に全一體と话る 
べきであり、 人間は全一體を種々の全)的な體驗によつて體驗するものである。されば人 
間を認識しようと欲するならぼ、これらの體輸から出發せねばならない。認識の方法とし 
ては、人間の體驗する所のものを記述し、なる後記述的に闡巧されを體驗から更に進んで、 
この體驗を理解するために體驗の基礎をる人間ををの持續的おまにまで突き進むやうにせ 
わ ばならない。 而し てこのやうを持續的おまのを體を クリュ ー ダルは「構造」(空ーゴ弦 目) 



とを附けてゐる。記述せらるべき體驗は価我 ( I 色一)と世がとを包括してゐる。就中個巧' 
と化ホとのを】的な巧卽關係は、體驗を體に互つて之ををづける所の「質」(夕目ご昏 ten )- 
卽ち感情に現はれる。體驗する個我と體験される世ホとを包括する人間の構造は、人間に 
よつて體驗される世がとこの化がに對して採られる態度とを記述する段階を經て究明せら' 
れねばならない。 

化がの秩序おまから人間の構造を推論ホるといふぶ法的な道は、ヵントの認識論とエ I 
ドゥアルト.シュプランゲルの精神科聲的、心理遵とをおおせしめるのである。ただこの一一' 
つの萌ずにめては何れもこのやぅな構造がをのををのをだ一つのおま卽ち精神的なおまに 
あて現はれてゐるに過ぎない。ヵントに於て人閒は自己の經驗する世ホの秩序おまの範嘻： 
的な條件として現はれるに反し、シュプランダルは精神的人格の構造をを觀的化ホの秩序. 
形式卽、人間文化の構がによつて認識する。けれども我々が直接身をなて生きて行く世み 
は人間の精神的構造を指示する秩序お式よりも更にを岐な秩序形式をもつてゐる。我々が 
巧をなてをきて巧く世ホは人間にとつてた認識及びおま.活動の對象をるにとどまらず、人’ 
世巧の巧をお式と人岡の巧をお式 1〇モ 



間を在のあらゆる點に於て人格的自己實現の抵抗、媒な、成果なのである。世ホは自己實' 
現を目ざす人間的自我の充足の場所でもあれば展開のょすがでもあり、鄕王ともなれば異' 
がともなり、限がやおおともなれば器{目力至が伴侶ともなる。從つてを的な人間を目標と 
する、む巧摩は世ホといんものに對してもをの中に指摘し得べき幾をの重要點や組織や意味 
單位や巧序形まを餘す巧なくを的に取上げて眞劍に考察すべきである。蓋し世ホの重要點 
や組織や意味單位や秩序形まは、何れも化ホの中にをき世ホに對して一をの態度を採る人 
間主觀の表現.證示.實現のおまだからでをる。世ホの秩序の根本形式にも世ホの重要點 
の浮账にも、人間を在の全一的おまと、他方世ホのぅちに自己の生活を實現し化ホをもお 
のが部八刃-的構成要素とする自我を體の種々な根本的指向性の等級が現はれてゐる。人間は 
をのを'吾ずる世ホに直接與つてゐる。同様に化ホもホ世ホのぅちに牛一をする人間に直接巧 
つてゐるのである。 

な下の論述が人間ををのを體性にめて認識する最近の、む理學の試みに對し些かでも寄輿 
する 巧 あら ばき である。 の「ス， ©^16 ‘贈ホ卽 V - 卽物的秩序おホと人格的秩序おまとに 




热はれる人間存在の二つの根本お式.をなるベく簡單に指摘したいと思ふ。いはばこの兩者， 
の中間に更にもぅ一つ我々が詳細に檢討しよぅとする第コ1のが本形ま卽ち觀巧的根本形ま‘ 
心四词おる。これが檢討に當つては、個我と對象 とを 包巧する體驗的を一體の記述よ • 
り出發し、更に進んでこの體驗的一を體を制約しをこにめて證示せられる人格的構造をク 
きつめ ると いム上述のホがを用ひをいも思ふ。 

.人間が事實をの中に年巧してゐる世がは二つの様相にめてな誠される。卽ち一つは人間. 
に依存せずして展開すぶ獨立自主の化がとして、他は人問と繫がりを.もち人間に對して重 
要性をもつを世ホとしてである。戍熟しを人間にとつては、化がはもとより常に同時にこ‘ 
の二つの様相にがける化みであるけれども、をの時々の體驗や態度の採り方のもつ意がは 
人間の體驗が世ホに巧けられるか或ひは個我に向けられるかによつてそれぞれ異り、或ひ 
は卽物的な面にがて化ホを捕へてゐることもあれば、人が的な面にがて化ホを柿へでゐる 
こともある。凡をと體驗とを一貫する人閒のが力は、卽物的な面にめては、體驗の主： 
世界の秩序が式と人間のを巧形式 10九 



體 をる 人間に と. つて或る事實がをれ自身にがて確立して始めて止むものであり、之に反し 
人格的な面に於ては、人間自身がを在を查ぅし乃至は生活の條件が確保されてこを始め—て 
止むのである。 

卽物的な面に，於ける最も重要な努力のおまは「認識」 と，「お 成想動」とである。認識ま 
觀にとつては、或る事態がを查な搖ぎなきものとして確認せられをとき「認識」と呼ばれ 
る生活過程が止むのである。お巧活動は、义そ或る勞作が「これぞと肯き得る段階」 ( B り口¬ 
を g 片 eit —— ハンス •フラィ エル) に達すれば止む Q である。この場合に於ては常に巧爲の 
意味はをれ自身にがて——卽ち體驗的ま體の行動に依をせずして——を立しをれ自身の內 
にず住し力至はをれ自身に於て充々な機能をおす作品の完戌にあるのである。 

これと 反對に化をム格的な巧にがける生活.體驗の意味は體験の、王體をれ自身にあり、 
唐，凸 d 当存—踢独に船持-展開せんとするま體のを力にある。このやぅな巧力から見るとき 
世が全體といんものが人間にとつて卽物的な面のほかに人が的な面をもつものとなる。人 
格的な面にめてはすべてのものが他ならぬこの人間のあ本的な努力と關聯 L てこを意味. 



意義をもっのである。巧々が世ホの人格的な「重要點の浮廠」 ( Bedeutsaskeitsrelief ) 
いふのはこれを指すのでをる。 

さて人間はをく卽物的な世みに沒頭し、ためにをの自我が謂はばを然失はれてしまふこ 
ともあれば、逆に餘りにも個我に耶溺し獨立性をもっを世ホに對して盲目となってしまふ 
こともある。けれども客觀的を面にめて體驗される化ホと雖も、をの體驗される世ホのを 
は體驗のま體を離れてはをり得ないのである。更にまを逆に人が的な面にがて體驗される 
化がも、體驗をの眼から見れば世ホが人間に對して有する意義は世がをれ自體にょって 且 
つ世がをれ自體の內に具はつてゐるものと見られるのである。このやぅな事實を知ること 
は人閒と世ホとの關聯を洞察する上に極めて里要なのである。從って人問がを觀的と感ず 
る化がの意味は世ホを同時にをの人格的な意義にめて認識してこを始めて充分に理解する 
ころができ、他方人格的な世がも、をこに含まれる刹那刹那を超越しを持續的な性格をも. 
つあお式に注目してこを始めて理解されるのである。かくしてこそ、世ホの二つの 秩序お 
式の八刀析は、この兩 秩序 形まのぅちに自己實現を求める人格的構造を認識する鍵-^もなる' 
世界のがげお巧と人阿のを巧お巧 一】一 


と 



】】二 

のである。ぞが、從來最も閑却されて紀を、いはば この 兩側面の中閒に位するを活形式を 
ぶに對廳する化界の秋序形式、卽ち觀相的秋序飛式とを考察するとき、更に この 兩側面を. 
闡明する j 道の光明がおぜられる Q である。 

二觀相的世界體驗 (physiognoBiscli 浅 welterleben) 

声 

觀巧的世ホは特に最近の、心理學にょって發逢、心理學、卽ち兒壺と原始人との、心理學にが. 
て注目されて來を。をのほかお慮、心理摩、殊にお態の「現實的發化」 (A 民 uaig き蛋 e — ィ。 
—ナ大學のザンデル)の研究及び最近の性格學(クラーゲス)にめて、まを哲學の範圍內で 
は現象聲並びに認識機能の歷あにがても注目されて來を。發達、心理學は兒童並びに原始人. 
の世ホは魂をもつをものであるといふととを指摘し、このことはが熟しを人間の場合と異 
つて世ホと人間とがまだ互ひに〈刀裂してゐないためであると說いて來を。けれども「妖精」 
や「變化」に滿ち滿ちを世が、この意味にがて觀巧的な世がは、從來の、む a 學に於ては、 
原始人特有なもので、成熟しを人閒にはをり得ないものだと考へられてゐる。けれどもこ..‘ 



れは誤つてゐる。觀巧的な化巧の見方は巧熟した人間の世が體驗にも存をするのみでなく、， 
をの極めて自然な世み體驗のあ本おまをさへも爲してゐるのである。ただ、巧熟しを人間 
の自然科摩的な認識能力に主として巧ホをもち而も人間と獨化別個にな在する實在にのみ 
實せ性をホめを時化でをつをればこを、かかる事實を看過し、確かに成熟した人間の特別. 
の能力としてを觀的な世ホをま觀的な世みと獨立別個に認識しお成し得るが故に、このや 
うなを觀的.槪念的な世ホを人間の唯一の化がとまではまはなくても本來の世ホだとまで 
考へるやうになつをのである。 , 

な下、ホ熟しを人間の體驗に見出さん'る世ホ體験の觀相的おまを究明したいと思ム。ホ 
づホの記述的解明の部分にめて觀相的おまに特おな體驗を記述し、をこに於て觀相的化が 
に特有な質.秩序.特徵、並びにこれらと關係をもつ體驗をの感情や態度の採りホを知り、. 
がる後理論的解明の部八刀に於て、このやうな體驗の基礎となる人間のを在お式を認識する‘ 
ために、記述的解明の部〈刀にがける叙述を大いに活用したいと思ふ。 

世おのおをおまと人間のを在おぶ 一】三一 





A 、 記述的解明 * 

1本質生命體 Q 世界としての世界 ( S ® Welt als Wesen 与 elt ) 

我々の遭遇するすべて Q ものが何よりも先づ觀相的な意味をもってゐる場合に觀相的世.， 
界體驗といふことがいはれる。この種の體驗に於ては世界は「が質生命體」つづな送口)ば 
かりの世界として現はれる©である。かく言へば j 廳は意外の.やうにも晋はれよう。我々 
墓常本來 Q 意味に浮る本養命體として承認するのは人間と動物だけであるから、世. 
界查體がこ Q やうな本質生命體の世界として我々に與へられてゐるなどといふま張は戟々 
Q 常識が承知しない Q である。けれども事實はおにをの通りである。動物でも人間でもな 
いものを化.きたも Q と見るのは決して子供や詩入がけに惠まれをことではなく、我々にも. 
齊しく赢まれをことなのであ-る。.而もかういふ見ぶは人關 Q 1をを通じて失はたることが 
ない Q みでなく、いかなる場合にも先ヴ先立っ Q はこの見ちなのである。か論、我々公 S 
驗 Q 或る種 Q 記述は事實 Q 長相」とは異っを詩的な言ひ變へに過ぎない主賓累よい. 



やうに感ぜられるけれども、このやうに感ずるのは增力による歪曲の結果に他ならない。 
例へぱ或る風景を見て、どこをこには山がををり立ち、山の魔に森が损がつてゐる、道は 
うねりくわり、斷屋が巧く人を脅かし、を間が巧々に誘ひかけてゐる、などといふ表現は 
巧々が成、むなく自由に自然の中もさまよふときに實際に體驗するものををのまま*冉現しを 
言葉なのである。卽ちをれは死ホる事物ではなく獨特な性格と態度の採りモとをもつをち 
體なのでをる。從來、ま智主義と物理學萬能主義の立場からこのやうな本質を命體の世ホ 
が實在することを全的に否認し、ををなて兒童と詩人の世ホとなし、かくのかきものを我 
我の化がより排撃しようとしをのであるが、巧々はこのやうな過まの時代と巧を別ち、科 
馨を としても！^ にちの事實を認めるだけの勇氣がありさへすれぱよいのである。巧々成 
熟しを人間にとつても、例へばラず才の組立をなし得るために是非とも知らわばならない 
を術の世みと、巧々の感情.評價'.體驗.巧動の世ホとは別物である。我々が戌熟しを人 
間として認識に從事し計畫を立て不朽の勞作に精進するやうな場合にはかずしもこのやう 
な本質生命體の世ホだけに生きてゐるのではないけれども、巧々の感情.評價.體驗.行 
世界の巧げお 巧と 人脚の巧をお式 一一五 



】】六 

.數は寧ろ本質生命體をる人間と他の味蹲生命體と Q 交渉•葛藤で あり、 從 つて觀相的に體 
:驗されるがを出來事なのである。 

〔註〕身 2 個々の肢節が身 體查體 Q 組織の內に於てそ Q 本質が明かに されると同様に、 

的な槪霞冀的な槪念と異.り、.なを囊することがが輩、或る理論全 S 組織の 巧に於て始 
驾々を樽るのでをる。去質生命體」 (we 置といふ规念もこのゃぅに拒來の意味にを 
けるを義は不可能でをるが、こ S 文 Q 叢につれて蹇に明禪な意味が與へら机るでをらろ。 
けれども理解を容易ならしめるをめに一言ずれば、.この諭文に於て「本質を命體」とお附けるの 
■は我々が觀相的體驗と呼ぶ根本的な體驗形式の對象をいふのでをる。この體臟お式にがては體驗 
きれる—はその何たるを問はず品貌」卽ち「表现形態」を有し、 S も魂ももを知い豪と， 
して體離されるのではなく、獨轉の性格をもち、體驗ま體にょつて同じく也離^^^觸特な性贿、 
避度、更に】般的にいへばを命をもつを、王體として感ぜられるやぅな魂轰るもの.として觸驗 
きれるのでをる。 

されぼ同じ曼道でも、卽物髮震長了は、卽 ちを Q 實 的襄 態を問題 車る 場 

合には、決して「本質生命體」ではなく、「性が」も「生命」ももをない空間的な事物た 




るであり、 その比例、角度、大きさな どを 測ることができるものである。路傍にあるす ベ 
.ての事物もをれ自體として且つ道との關係にがてを觀的に、精密に、量的に規をし得るの 
である。けれども道のこのやうな體驗の仕ホは種々な體驗の仕方のうちの一つに過ぎない。 
.必ずやかかる體驗の仕ホにホ立つて風景の中なる道としての體驗の仕方、卽ち獨特の表現 
お態と獨特の身振運動をもつ生きをもののかくに道を體驗する仕方が存在するのである。 

而してこの種の體驗にめては溝.生垣.樹木.電線などのかく道路の周りにあるものは單 
にをこに存在してゐるのでな V 、 道路を取圍む生きをものであり、みづから大いに動くも 
'のである。或ひは道路に向つて馳せ來り、或ひは道路を威塵し、或ひは道路を横切り、或 
ひは道路に添うて馳せ巧く。何れにせょ本質生命體さながらの態度を採る。この意ホから 
.觀相的に體驗される世ホにがては物みなおのが生命をもつてゐる。畫エは這般の消息に通 
'じ、詩人まをがりである。だが巧々もまを目々同じ經驗ぶしてゐる。巧々がホづ遭遇する 
世がも死ホる機構としての世みではなく、本質生命體ぱかりから成る化ホである。ただこ 
- Q やうな世ホは絕えず理性のおまのうちに、計畫と知識のうちにをを沒しながら、而も飽 
世巧の秩巧おホと人問のを在おま 一一七 



.くまで自己自身を貫徹するものであり、かくしてホべ.巧の：ものが觀相的打卽ち一定の性格 
をもつ本質生命體として現はれを。かかる場合には石-巧.山-波.樹木.懸幡.書籍. 
道具、をの他何るのをるを問はず、單にをこに個々の精密に規をし得る大きさとしてをお 
するのではなく、をれ自身に對しても、をの周園のもの及び巧々に對しても、をれ獨特の 
.慮度を採る本質生命體なのダといふ感じを巧々に抱かせるのである。この化がにがてはす 
ベてのものがさかれみかれ「深い重要性」と「神祕」とをもつてゐる。例へぱ這しい樹木、 
崇高な山、大いなる石、淸めの水、豐けき王地といんがかきはこれである。而してまを自 
.然と深い繫がりをもつ人間にとつては、本質生か體の世ホがこのやぅな質をなていみじく 
も展開されてねるのであを 

2、根萬特徵(を旨 dchi 一呂 kt 再公 . 
a 、 槪 說 

觀相的に體驗されを對象が巧々をして關、むを抱かせ何等かの感じを抱かせる(旨巨 utg ) 
.をの仕ホをこの體験の「感情誘發質」 (A 己3日 tu ゴ gs を a 吾 it 呂)と名附けょぅ。巧々は感靑 



誘體質を「特性的質」(た旨ぉ送夏旨を §) と「態勢的質」(のけなだだ馬這旨曼品なだ)と货二 
盛に區別すが。この一一極の感情誘發質はこれにょつて我々も接觸をもつ本質生命體の「特 
座的特徵」 ( Art 日 ngsch 肖 aktel . e ) と「態勢的特徵」 ( stellungsch ぎ aktere ) とに對應するも 
のである。而も同時にこのやうな質のうちにはこれらの特徽の、體驗をに對する關係もを 
まれてゐるのである。觀巧的に體驗された對象のもつ種々の質のうち、或る種の質にめて 
.は對をの本質的特性が特に我々の關、むを喚起するのであるが、觀相的體驗の對象のもつこ 
のやを質を我々は「特性的特徵」も名附ける。之に對して我々が的質」と名附け 
るのは、體驗されを本質生命體の本質的特性が我々の關、むを喚起するがはの觀巧的體驗の 
觀巧的に體驗されるすべての對象.卽ちすべての本質生命體のもつ種々の特徴の 
うち、或る種の特徴はこれに對應する特性的質に於て巧々に訴へ或る種の感じを起させる 
のである。例へば樹木はそれぞれ種としても個體としても特殊の性格をもち、特殊の特性 
的特微をもつてゐる。例へぼ程の木やがの老木には何となくごつごつしを感じがあり、白 
棒や柳には之に巧してしなやかなものが感ぜられる。この點には後にまを詳細に觸れょう。 

世がの秩序おホと人刷の巧せお式 一一九 


本質生命體は世 巧の內に且つ 世み とともに 自己をま張し貫徹し自己を世 ホと 合 ~ せしめ 
ザホのうちに自己を織り込む などと いふやうに，化がのうちにあつて 而も 化 ホと ともこ j 
爱態勢をとるものであるち この言な 態敦のをめホに 特有な、力 至は このやろな 態勢 
のをめホを決季るや—雲を？ 寞質望疆 とを附ける香あ-る。 こ 

の慮がに於て例へば或る種の 聲は 裂帛の如く、或る種の 樹木は 做岸に、 深淵は脅かすがか 
く、薇は薄氣ホ惡く、ホ地は或ひはぴつたりと或ひは着、む地惡く、部屋は或ひは開放 的に 
居、心地，ょく或ひは人を寄ホつけず閉鎖的で あるといつをやうに、 それぞれに 對應しを 魁，简- 
，的巧に' 於で 我々に或る種の感情を抱かせるので ある。 

特性 的 弹ぉ處勢 的質との 雨を にがて體驗の對象はま體 として 現はれ、をのお性的 特徵と 
'藤勢，的特徵 占が 度閱 され 證一尔 され實現されをもの卽ち 一を の本質的牛；命體 として 現はれる。 

本質的を命體として、從つてまを特性的特徴と態势的特徵のか化に ょつて、種々異 つを 
意味阅巧を化表するものが區別される。例へば自ががにがては種々異つを植物の攝屬や喬 
木や灌木や化が暗別され、更にまを喬木巧互間にも區別があり、更には1つの種類に屬す 


る I 本一本の木が區別される。それぞれの意味領域が獨特の感情誘發質をなて巧々の感情 
を喚起する。技術的なものは自然發生的なものとはをく異つを感情を喚起し、經濟的なも 
のは藝術の領域とは全く興つを感情を喚起する。 

^ b 、 時性的特徵 

本質生命體の特性的特徴及び之によつて體驗を體ををづけ巧々の感情を誘蜜する糊性的 
之 t 葉に言ひ表はすことは困難であるけれども、體驗ををる巧々は之を端的且つ 
商截に Iff . がかでをる。このやうな質は】をの實體から蜜する幅おの如く、而も重と輕、 
硬と柔、巧と暗、粗と密、流動的と停滯的、角度的と曲線的、廿と苦、固を的と弛緩的、 
簡素と華美、鮮明と模糊、單調と眼か、簡單と豐富、靜と動といんやうな顯著な對立偶を 
なして動くものである。本質生命體の實體的性格を表はし從つてまを卽物的な面に於ける 
を觀的規をの出發點ともなるこのやうな質は、對象を觀相的に體驗する場合には常に巧々 
の感情を誘發するのでをるが、を字通り素なの形態をとつて從つて例へば一をの木が.金 
屬.布地として巧々の感情を誘發することもあり、或ひは素材によつて进られを對象によ 
世巧の秩序形式と人脚のを在おま 一二】 



つて誘發することもあり、或ひは單に素材の質にょつて誘發することもある。否、人^^ 
の差異が こ， の；やミな物質的素村の性格として感ぜられることさへある。例へば义の玉 
のやうな人間とか山椒のやうにひりりも辛い人間とか巧てば銷瓣の響ある人間とか海巧の 
やうな人間とかいふのである。このやうな言ひ表はしは槪わ素材を表は し、 意か領巧から 
起'つを質を表はすのであるが、何れか」つの意味領域に限られをものではなく、..すべての 
意味領域、否すベての本質生命體に移して考へ力至は轉用することができるのである。植 
物.風景.場所.事物、その他いかなる對象も常に獨特な本質的形態として同時に何れか 
の對立偶のホ元にがて感情を誘發ずるであらう。ももょり或る本質生命體の特辣の種的性 
格ををガーつの質をもつて表はすことはをく不可能であらう。何となればまるみ！！：生命體 
の種々の特性的特徴のうちには個性を形巧するを種を猿な地頸.傾向が 1. 體とな.つて現は 
れでゐるがら.である。從つてこのやう^:?巧簡け韦§输體，脚主.嬰おむ';^^^^— 
'つ—む勾實際にめて我々の感情を喚起するのは查體としての性格なのであるけれ' 
ども、我々は^ J ^性格を言ひ裹はずこ.と.はできない。この性格怯端的1に，感執.をれ，ぷ^ど 



も、をを詔述することができない。 

我々がこれらの特徴を、從つてをの「感情誘發」をか何にして感じ體驗をの態巧をなて 
如何にをに對應して巧くかといふに、これらの特徴は恰も本質生命體より發する獨特の幅 
おのかく我々に觸れ、これによつて本質牛：命體はまひは我々に適合し或ひは我々に適合し 
ないものとなる。かくして我々は本質生命體を快的なもの或ひは快的でないもの(ヘルデ 
ルは T 快の」とは「受容し得べき」，の謂だとおへてゐを)、人を惹き附けるもの或ひは人 
を寄せ附けないもの、等、等と感じ、かくしてをの本質生命體になづみ或ひはをこから遠 
ざかり、之に憧がれ或ひは之を忌避し、をに對して愛着.共鳴を感じ或ひは嫌惡反感を感 
ずるのであるが、•大抵の場合をれが何故であるかを說巧ずることはできない。我々にとつ 
て他の人牌がこれといふはつきりしを理田もなく氣に入つをり氣に入らなかつをりすると 
同じやぅに、本質生が體として體驗される】つ一つの對象に對して、をの特性的質にがて 
巧々の感情を誘發する固有の性質が我々に適合するかをかによつて或ひは積極的な關係を 
生じ或ひは消極的な關係を生ずる。 

世おのおをおまと人間の存をお式 一二111 



〇、態勢的特徵 . 

凡を本質生命體として體驗されるものは.を.巧單にどこをこに存おレ.で.なるといふだホで' 
はなく、必ずや自己自身、自己の周圍のもの及び巧々に對して一をの態をを煤るものだと 
いふことは旣に述べを。このやうに If 娃边をものといふ性が 
を帶び我々の眼から見ておかる—のである。 

このやうなを己自身に對する應度の採りぶ力至お徵は、集中的叉は粗を的、自己抑壓的 
又は 巧 己關あ的、內向的又はか向的、剛叉は柔、緊張的又は弛緩的であり、この やう^^ 
徴的對巧偶肉が つ，て， をれ ぞれの本質， おお 體が， 规危 ，されて ゐるのでホる。 

周圏のものに對する廬度の採りホに伴ム廬勢的質は、曾大—謙虚、のさばるもの—のさ 
ばらないもの、ま配的—服從的、人づきの惡い.—人づきのょい、自足的—侵独的、求、心的 
[遠、心的、等で.ある。これらの言葉を耳にしながら花や木、人間や事物を思ひがべるとき、. 
必ずやこれらの對立偶にょつて局限されを秩序の內部に一をの場巧を占める】をの表現お 
態が念頭にがぶであらう。逆に我々が觀相的に體驗するものはすべて必ずや同時にこのや 



うな秩序の內部にがてをの慮度が決をされ、多かれみかれこのやうを質がそれぞれの本質 
生命體に屬してゐるがかくに見えるであらう。本質生命體は或る種の態勢的特徴をなて直 
接に體驗をと巧對するやうに思はれるのであるが、我々に對する態度の採りホに伴ふこの 
やうな態勢的特微にもちと同様のことが認められる。 

このやうな體驗をに對する體驗對象の趙度の採り方の特徽には明かに受動的と能動的と 
の『一つのお式が區別され、而も兩をはそれぞれ積極的な意義叉は消極的を意義をもつてゐ 
るが勘的な場合に'は、いかなる恵ホ領域に屬するにもせょ、對象のお慮は閉鎖的ながま 
しからぬ印象を巧へるか、まひは開放的ながましい印象を風ハへるかの何れかであり、從つ 
て：^的な特徵か或ひは寧ろ許容的な特徵がの何れかをもつてがる。かくして例へば或る‘ 
道路が我々に閉鎖的な荆棘の道をあはせることもあれぱ、開ぶ的な自由な感じを抱かせる 
こともある。かくの.如くずベてのも Q が或ひは超る的な意志をもつてゐるやうな巧象を我 
巧に與へることもあれば、大いに我々を受入れ义は我々と合一する意志があるやうな印象 
を與へることもある。 

世巧の秩•がお式と人間のな在お式 一二五 



他ぶ、本質生命體が我々に對して能動的な態度を採り、我かのを韶を危くするか或ひは 
我々を促進するかがれかの態度を採ることに伴ふ.特微がある。例へば、まがまがしい薄暗 
い森、威嗯するやうに切なつを崖、重苦しい空氣、眠をがるやうなを、ずを〇んざく音、 
氣壓されるやうな部屋などと言ふこともあれば、のびやかな部屋、胸のすくやうをを、爽' 
かな音樂などといふこともある。我々の遭遇ずる本質生命體は能動的な意味にめては我々 
の生巧を酸落させ或ひは向上させ、危くし或ひは促進するのであり、從つて或ひは巧々を 
巧上させ巧くし锻へる力として、或ひは我々を独み我々のを立を危くする力として迫り巧 
るのである。 

對象のこのやうな態度の採りホに對して不知不識のうちに、我々がか何に對處してゐる 
かといふに、おのづから危險に對しては防衛をなて、促進に對してはをと合】せんとする 
A 雪化をなて對するのである。巧おは我々に攻擊を促し、開放は合一を促すのである。 

感情誘發質、卽ち特性的質と態勢的質といふものは體驗者と接觸する本質を命體の ，—— 



體験をによつて經驗される^特性的特徵と態勢的特徽とに對應するものであり、而も他 
ホこれと同時にをからの質のぅちには體驗を體の特徵の體驗ま體の特徴に對する關係が含- 
まれて ゐるの だとい ふことは旣に冒頭に述べを。 この闢係についてはこの記述的解明の部 
々にがてはまガ充八刃を解明を試みず、一ち、體驗の對象をる本質生命體の感情誘發的特徴 
と他方之に對應する體驗をの「態度の採り方」とを解明しただけでをる。けれどもこれだ 
けをなて解巧を終るならば、理論的に重要な部〈刀がまだ足りないことになるであらぅ。感 
e 一^ぶ質れ特性は常にに體驗の雨側面，卽ち體驗される’ものと體驗するもがとの兩側面 
に關係ずる も. のやあり、 こむ， 點を明かにすることによつて體驗といふものが巧かに兩極的 
な全一體ガといんことが知られる。このことはホづ第『に感情誘發質の巧性には必ず積極 
的な調子と消極的な調子とがあるといふ點にあらはれてゐる。感情誘發質の特性に於て、 
被體驗をの體驗をに對する關係が感情的に意識される。而も體驗をの特性的特徵.慮势的 
特徴と被體驗を ！- 卽ち體驗をによつてか實に意識される本質生命體——の特性的特徽. 
態勢的特徵との遭遇によつてをずる調か的力至不調和的な結果として意識されるのである P 

世巧の戰序おまと人間のをせお式 一ニセ 



卽ち觀相的體驗の特性的質に於ては被體驗をの特性的特徴が體驗者の特性的特徵に適合す 
る場合と適合しない場合とがあり、態勢的質にめてもホまとして之に伴ふ積極的な調子と 
消極的な調子とにがて、卽ち「あお的」及び「受容的」、「を擊的.威嚇的」及び「授切 
的.激励的」等の體驗にがて被體驗をの體驗をに對する關係が見られる。これらの質には 
常に被體驗をと體驗をとが兩つをがら含まれてゐる。けれども若しすベての感情誘發質に 
具はっを積極的ぶび消極的な調于だけを根據として體驗といふものの全一性をま張し全】 
性のうちに認められるま體との密接な闢係を說くならば、をは誤りであらう。感情誘發質 
はをこに體驗される特殊を様な質にっいても兩側面を指示してゐる。かくして體驗のを體 
に固有な特性的特微でずら、常に體驗ま觀の特性のか何にょっても體驗されホが左右され 
るのであり、言はば化を種の體驗は必ずや同時に對象の體驗であるとともに自我の體驗な 
のである。他の特徵に遭遇するとき必ずや私自身の特徵も、反對または肯をの過程にめて 
卽ち他の特徴の特殊性を强調まをは減殺する過程に於て、體驗されるに至るのである。最 
後に感情誘發質のうちには體驗全般を一貫する更にもう一つの第己の黃機が含まれてゐる q 



この黃機は體驗の發達に特に重要なものである。をれは明かに特性的特徽及び慮勢的特徵 
の願係のうちに經驗される前述の調か力至不調巧と關聯しを緊張の大小といふことである9 
事實我々は本質を命體の拒否的意志に對してはをに對おする特殊の緊張の質を見出し、本 
質生命體が我々を受けをれる場合にはこのやうなを張からの解巧の質を見おすのである。 
逆に本質生命體の側からのを擊に對しては自己防衞の緊張があり、本質生命體の促進的げ 
用を經驗する場合にか解放されをといふ感情が起るのである。 

これをなてこの記述的解明の部〈刀を終る。巧々は觀相的世界體驗の體驗的特をについて 
若干の示唆ををし得をことと確信する。少くとも我々が對象的に體驗するすべてのものは 
ここに述べをやうな體驗の形式をはて現はれるものであるといふこと、及び觀巧的に經験 
されを世ホが質的にか何なるま要方向に巧序づけられ、體驗をの眼から見てまをか何なる 
ま要ホ向に規をされてゐるかといふことだけは明かになつをことと思ふ。最後に、をらゆ 
る專物の觀巧的特徵がどれ程明白なものであるか、まをすべて.の人間が無意識ながらどれ 
ほどまでに當ななものとして觀相的特徴といふものを、心得てゐるかといふことを示す實例 
世おのが序が まと人間の巧せ がぶ 一二九 



を一つ擧げよう。獨逸で人氣のある世ホに普及しを，次のやうな競技がある。或る社巧の席 
で)人のをが部屋をおて巧くと、をの間に殘りの人達は或るををな人物を相談によつて巧 
をする。さて先程部屋を出て巧つを人はをの人物が若し例へば家具.布地.お物..樂器‘ 
色.花.をの他な意のものだとしをら何であるかををこに居合はせるすべての人に順ホに 
尋ねてをの人物の名前を當てるのである。ただ動物や他の人間と比較するなもは禁ぜられ 
てゐる。さて問はれを人達がをの人物に或る布地汤へば木綿ではなく組だ、 とい ふやうに) 
の「性格」や或るが物(あだ、ビールではない、 とい ムやうに)の性格やをの他の物の性格を認. 
めて他の物の性格を担否するをの確實さには何時もながら驚かされるのであるが、當てる 
ホの人が壓5己つか四つの物のを前を擧げられをだけで問題の人物をぴたりと言ひ當てる 
をの速さも游くべきものである。この競技こを巧々によつて體驗される’せがの觀相的性格. 
を前挽としをものをのである。 

B 、 理論的解巧 . 



——觀！世界體驗の構造の意巧—— 

1、體驗と構造 

本論の記述的解明にがで我々は觀相的化ホ體驗の特性を解明しようとしを。卽モ、體驗 
をその對あ的側面と個巧的側面とにがて記述しようとしを。我々は、如何にして觀巧的に 
體驗ぶれる對みが體驗の、王體に訴へ、他方かがに體驗のま體が感情誘發質に對應してゐる 
かを巧かにしセ。けれども體驗の基礎となる人間存在の持賴的形ま卽ちフてーリックス. 
クリューダルの'所謂.「構造」によつて體驗を理解し、かくして同時にこの體驗をちの持續 
のお式をのものの認識の出發點となすことが出來てこを始めてこの記述的解明もをの a 論 
的な意義を得るのでをる。人問を認識することむ目的としを、む理學はいつまでも體験の領 
域に止まることを許さない。されぱとて近化の、心理學のやうに只管體驗過程の法則性を追 
求するをなて能事終れりとなすことも許されない。、心理聲は寧ろ體驗 Q 曆を突き破つて人 
間的體驗のを礎となる人間の構造にまで突き進まわぱならない。、心理尊は特にこのやうな 
體驗と態度とに表はれ維持され實現される人間の自我にまで突き進まねぱならない。 

世巧の巧をが式と人間のぞ在が巧 一一一二 



現實的な體験の基礎にはこの體驗よりも更に持續的な「立場」(因 nstell 旨 g ) と「指向 
性」 ( Gerichtetheit ) とがあり、それぞれの程度の採りホの基礎には】，時がお班實的體験 
に比し既に一種の持續的形まとも見るべき「態度」(田 aitu 己 g ) をのものがあみ。さてこ 
のやうな身構へ、指向性、態度はまを更にこれらにがて表示され實證される人間を在の持 
續的形まによって荷はれてゐる。かくして例へば現實的な巧動はをれよりも更に持續的な 
闢、むの表現であり、この關、むはまを人間の一をの素質の表現及び證示おまなのである。熟 
質が關かに表はれ、闘、むは巧動に表はれる。この意味にがて巧々 M 相的體驗より出發し、 
をの藍礎たる態度と指向性と巧突き進み、更にこの腹度に表現され請をされる人間のを在 
おまに'まで突き進まうとする0である。 

2、 態度と指向性 

態度の採り方には一をの態度が表現され、現實的體驗の方向にはこの體驗全般を！貫す 
る指向性が表現されてゐる。さて觀相的體驗のうちに働く態度と指向性とはか何なるもの 
であるか。この問ひに對する答へについて我々は二つの事實を想起するのである。】つは 



觀が的體驗は戌程人間的體驗のが本おまであるけれども、おえず他の體驗おまに合併され 
るといふことである。第二に觀巧的體驗は就中原始人、兒童、藝術ま化の人間に見られ、 
まを男子ょりはホ于に見られるといふことである。さてみに、觀巧的な生活を破壞するや 
うな指向性と態度はか何なるものか、まを兒童、ホ子、藝術をに見られる觀巧的體驗の素 
巧を規をする共通の特有な態度と指巧性は如何なるものかといふ問題がある。 

觀巧的體驗ほ事物に偏した體驗に合併されることもみれぼ、個巧に偏した體驗に合併さ 
と；ある。前をは、觀相的に體驗されてゐる對象に向つて突然をの重量や寸法を問 
題とするやうな場合である。さういふ場合には體驗される本質牛：命體がを觀的な事實の世 
巧のうちに消え失つてしまふ。後をの場合には木質生命體は體驗のま體をる個巧のをめに 
をの固有の本質を失ふのである。例へば或るず樂椅于が觀相的體驗にがて、しつかりとし 
を、いかにも腰掛け、心地のょささうな感じを起させると假をすれば、このやうな椅子の體 
験は次の二つの場合にをの觀相的な特徵を失ふのである。第 I は同じやうな椅子を指物師 
に註文したいと思つてこの椅モを造つを村料や量的な寸法などを檢べ始めるやうな場合、 
世界の秩序お式と 人 岡の巧をお式 二 一三一 



卽ち對象を全く卽物的に認識する態度を採る場合である。第二は ぐつ をり疲れてこの椅子 
に身を投げ最早巧管快適を覺えてゐるやうな場合であり、體驗の對象としての、從つてま 
を本質を命體としての椅子は消滅し、體驗は快適の感情に查く合併されてしまふのである。 

されば觀巧的體驗は或ひは事物に偏しを體驗の中に、或ひは個我に偏した體驗の中に潰 
え去るのである。このことから逆に推論すれば、觀相的體驗はこのやうな偏向性をもをず、 
をこには對象的指向性と個我的指向性とが相結び、對象的なものも歡迎されれば人間的な' 
もの(ま觀的をもの〕も拒まれないといふやうな態度が存してゐるのだといムことが知ら 
れるのでをる。事實、上に述べを種々の場合を見ても、觀相的體驗のうちには被體驗をと- 
賠驗者とが獨特の时衡を持し相互に規をし合つてゐることが知られる。特殊な感情誘發質 
のうち.には被體驗をの特徵も體驗をの特微も含まれてゐる。從つて特性的質は被體驗'者の 
句雄脚 iW で，あるとともに體驗をの特性的特徴でもをる。この場合時閒的順位にょつて考 
へるといム誤謬に陷り易い。けれども堅さとして感ぜられる質が同時に感ぜられるものと 
感ずるをとの堅いといム特徵の表現であると同様に、體驗を體の感情的な質としてのすべ 



'ての感情誘發質はこの兩側面の特異性なのである。感情誘發質のうちに感ぜられる調巧. 
'不調和には被體驗をと體驗をとの相互的對應のお式と程度とが現はれてゐる。この點から 
化を本質巧^ dc 黃生命體との遭遇は不知不識のうちにこのやうな相互的鮮應を求めて 
75^ものだといムことが推論されるやうに思はれる。我々が體験の對象をる本質生に 
接して誘發される感情は或ひは也地ょい、ず住しあい、味ホを得をやうな、自由な感じで 
.あることもあれば、或ひは也地の惡い、孤獨な、狹苦しい、.窮屈な感じであることもあ 
る。このやうな觀巧的體驗特有の感情、並びにこの感情から超つて來る吸引とお撥、接近 
.と離反などの傾向や運動は對應を目指す體驗を體の一•一面性を巧すものである。感情誘發質 
に現はれるこの！一つの面の相互關係は、遭遇にょつて自己の本質を犠牲にすることをがま 
ず自己の本質を維持し展開せんとする一.一つの本質生命體相互間の葛藤なのである。自己の 
本質に背いてまで他に順應することをがまないこのやうな指向性、換盲すれば自己の本質 
內に止まり自己の本質にめて自己を展開せんとする傾向こをは、明かに感情誘發質に於て 
感ぜられるあ從.不忍從卽ち對應.不對應、及びをに伴ふを住と合 j 力至は分裂の運動の 

世巧のお巧おホと人阀のを巧おぶ 一互五 



根底をなすものである。 . 

S 的® r ちついても、態勢的特徽の相互關係にょつて生ずる對應.不對應のあ現だとい 
ムことが言ひ得る。をだ異るところは、この場合に受動的力至能動的な意巧にがて體驗を 
化對して對應.不對應の關係を生ずる所の契機は、適合■不適合といふ意味にがて本質生 
命體の本質的特徵に關聯しをものではなく、葫實みにめけるをの態數、卽ち現實ホにがて 
ぉ己を展開し維持せんとする巧力に關聯するものであり、從つて抵抗まをは許をとして力 
至は己れを危くしまたは促進するものとして感ぜられるといム點である。從つて特性的質 
と同じく態勢的質といふものも被體驗をと體驗をとの遭遇から生れをものなの-で§.で ♦ 
を.ーホだけの表現ではないのである。慮勢的質に見られる閉鎖的な態度の採りぶとか進 
んで合一しょぅとする積極的な動きとかいふものは、をの根底にをする持續的な合一の巧 
力と結びおけて體驗してこを始めて意巧あるものとなり、他を危くし力至は促進するとい 
ふことも、持續力至は牛戍の意をといふやぅな地盤に立つて始めて意味あるものとなる。 

之を嬰するに、觀相的體驗の基礎となを態度の特徵は、體驗される對象に對して開な的 



ホも b 而もおのが自我の本質的努力を阻もれないといふことであらわばならず、體驗の基 
礎とをる指向性の特徵は對象の指向性が個巧ょり蜜するを力と結びおくことであらねぼな 
らない。從つて態度と指向性とに共通な特徵は、大いなる統一のために個我と對象との八刀 
齡を排み，立場であらねばならない。さてこのやぅな立場、態度、指向性こを兒菌、婦 
人、藝術家の特徵なのである。彼等に共通な特性は合理性の缺かであり、おつてをれ自身 
にめて意ホをもつを雪がすべき獨立しを世がと人間のま觀とを區別することを知らない點 
である。獨立しを世ホの遂行(認識とお瘦は人格的自我の「お弧附け」(旨】区 —3 き呂的) 
を要ホするからである。彼等の體驗には對象と一をの隔りを置くといふことがなく、從つ 
て合理化されを體験に特をな全體としてのが靜さがないの•である。彼等は自己め查本質を 
限をして、を觀的に認識しを靜に計畫する個巧といふものに還元することを知らず、常に 
おのが全本質を搭げて體驗に與り、體驗の對象に對しては胸襟を開くとともに人格的にも 
'をと結ばれてゐるのである。彼等に對して絕えず向けられるを觀性缺かの非難は感情の力 
が勝つてゐるといふ點に對する非難である。けれども彼等が觀巧的技術(をる ognomische 一- 

世巧の おげおまと 人間のを在お式 一ーニ七 



Takt ——ンュペングレル)によつて己れに對立する本質生命體の特性を、悟性的手段をなて 
しても未だ嘗て實現し得なかつを程の確實さをなて認識してゐるのだといふことをを認す 
るならば、この非難は帳消しとなるのである。刹那的が潜の力と直接的な印象を爱容れる 
素直さとが彼尊に共通である。おるも0み認識に際してをの生命を殺してしまふやう 
なぎごちない.圖ま的な我序に妨げられることもなく、新ををものの本質に直接獨れること 
^^95^る'の亩あ'る。刹那を超越してホ第に永續性をホめる傾向をもつを計畫やホ來に對す 
る、心配などによつて製时を受けることなく、新をなものの本質から受けを印象の妾が彼等 
のうちに思ふがままに展閱を遂げるのである。この.やうな障碍がないために、體驗されを 
本質生命體が體驗のうちに自由な展開を遂げるのであるが、これと同じく彼等自身の自我 
も自由な展開ををげることが出ホる。彼等の自我は思ひきり自由に、合理性によクて狹め 
られおしひしがれてゐない伸び伸びとしを素直な本性のままに授受を巧ふのでをる。 

かくて巧々は既に觀相的體驗の基礎となる態度と指向性とがか何なる點にがて永續的な 
本質生命體を指をしてゐるかを知るのでをる。觀相的體驗及び之を惹起し可能ならしめる 



態度と指向性とは何等合理性によつて自己の展開と現實的證示の傾向とを阻まれむい本質. 
生命體の證示形まなのである。觀巧的體驗にがて巧々に訴ふるがのものは、獨時公性格を 
もつを本質生命體としての人間であり、個我と世がとの合理的•固を的な形まに阻まれる. 
ことなく自由に獨特の性格をもつ本質生命體としてホきて巧くことの出來る境遇に立つて 
世ホを觀相的に體驗する人間をのものなのでをる。この顧を更に詳細に說明しよう。 

3、 基谣的な存在形式 

, r 本質生命體 J ' なるものは事物ではない。をは無比獨特のあ態おして®:己を實現し、卽ち' 
唐己を展開 f 證示し、.現實のうちに自己をま張し說示せんことをホめる動的な力である。 
「それぞれ獨特の性格をもつを本質生命體」をる人間もまを然りである。このやうな人間； 
ををの形まと自己實現の方向とは、實に觀巧的體驗の基礎にある態度と指向性、及び觀相 
的體驗に見られる感情誘發的特徵と態度の採り方との深遠なる意味である。 

特性的質は、體驗のうちに捉へられる特性的時徵によつて裏附けられ補はれ或ひは疑問. 
.とされ、かくして吸引又は排斥されるがかくに感ずる體驗のま體をる本質生命體の個性的. 

世巧のおをお巧と人間の巧せ形式 ニニ九 
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特性を示すものである。特性的質はをの積極的まあは消極的な意味に めて本質年一命 體 巧を. 
間の、卽ち體驗者の本質と被體験者の本質との對應關 係を 表は して ゐる。 

應勢的特徵には班實的展開と自己主張とを求める本質生命體が暗示され てゐる。をは 本 
質展開の現賞的條件なのであり、本質生命體がをの時々の力至はをの目標と する現實的を 
おをお態のぅちに自己をま張せんとするこもと關聯をもつて ゐ る。されば態勢的質は をの 

靈的力壽養鲁康 Ii ¥、 本爵憲璧 S 、 卽ちこ Q 場貪はホ-靈忘とこ L 

に對する現實的條件との調語力至不調轟な對應關係な召をる。 をの 際 能動的な態勢 
的特徵とミ動的な態勢的枯徵 とを 區別し得る といふことは、をこに表はれたを在をぶの s 
本的指薑を認識す る 上に極めて！ M 耍竺道のホ明を與 へるものである。そこに 現 はれを 

二つの指寝、卽ちそ Q 营爵達せ 3 形舊宴靈哲 塞す5臺ま疆として 自. 

団を產せ.ム委る描屬と、他者と合一しをに'豐'かな高みのきをらん とする措島と 
望ひに靈」ながらも而查ひ忆補ふも Q な QP ある。. 而も こ Q こと 皇活 ©あらゆる 
ホ冗に見られるものである。統一を求める衝動力至は他者との調巧 的なを 

一を求める衝動 




が最も明瞭にあらはれてゐるのは人間に對する關係でをる。卽ちあらゆる對おを解消し巧. 
と汝とを合一する全 f 體をホめる意志にょつて調-和のな關係を築かうとずる力强い'努力が 
ごがである‘。.' このやうな衝動力まはをの充あの最も力强い表現は幾ジ。本レーシ3ンの人間 
が相携へ.高ホの共同體の全 I のうちなる戌 員と なるといふことである。けれどもこの衝動' 
は認識に從事する人間の努力の根底ともなつてゐる。認識に從事する我々にとつてはをの 
が々の努力の對象はさかれみかれ閉鎖的.だお的力至は許を的.開放的な本質を命體とし 
て現はれる。ホかなるものは我々にとつては一種の緊張を意がするものである。「認識」の 
力にょつてこの緊張の解放を經驗するまでは、認識の對をは反抗的なものとして感ぜられ 
る。自我と對象との間に調巧的なを.一體が現はれをときこを理解と認識の瞬間なのである。 

'解放を求めて止まぬこのやうな嚴張といふものを理婿するとき、巧々は極めて重要な洞， 
察を得るのである。この洞察こを、觀相的世が體驗のあ底をなす存在妝巧、.卽ち rr を’の，' 
性格をもつた本質生命體 J . をるををおまのを活に於ける證示を認識する上に董耍をるのみ 
ならず、更にが孤の秩序.形まと人間のを在おまとの間に存在する關聯一般を認識する上に' 
化巧の秩序がまと人附のがせおホ ー四一- 



重要なものである。 - 
III 世ホの秩序形まと人間のを在形ま 

人間と世ホとの關係に就いて我々の結論を要約すれば、「觀相的に體敵されを世ホは人 
間のを在おまの證一尔である」 といふこと である。人間のを在おまは世ホ(本質生命體の世 
巧〕の秩序形まとして體驗にょつて謡巧せられる。まを逆に化ホは人間のを在形まとして、 
也理的實在性をもつてゐる。巧々はこのやぅな人間のをを形まが「一をの性格をもつ本質' 
を命體」 とい ム資格をもつを人間に他ならない といふこと を認識しをのである。 

されば人間の世ホに對する關係を因果的にのみ考へ、この關係をば、獨立別個な二つり 
實在が互ひに及ぽし合ふ相ぶ作用に過ぎないものだと考へるのは舊時化の、む理學の化しを 
一方的偏見であるとともに誤れる認識であつを。人間とをの生活する化ホとを單にか部か 
ら二価の事物の如くに赃めるならば、時間的に繼起し互ひに變化を及ぼし合ふ空間的に別 
個なものな化には何物も認め得ない こもは いふまでもない。だが感情と評價，愛惜 > 生活と， 



苦悩をもつ我々白身 Q をを巧かにし ょうとす るならば、換言すれば人格的を在の現實 のう 
ちなる人間、及び この 人格的ををの現實のうちに巧はれる化が體驗に思ひを潜めるならば、 
，をこに查く別なものが見られるのである。卽ち人間のせホに對する關係は生きを全體に於 
ける兩極 とも 見るべき關係 だといふこと がかられる。 何と なれば我々の體驗する世ホの意 
ホ領域、秩序おま、重要點の等級は巧々の人格的をホの恒常ホ巧(呂已き sgskogtante ) 

の生活おま.諮を形まだといふことが知られるからである。 

我々はが上の點を觀相的秩序おまとを附ける巧'々の化がおまについて明かにしを。ここ 
に於ては世が全體が「本質を命體」てふおまをとつて現はれ、この化みのおまのうちに我. 
我は我々自身の「本質生命體」としてのををお巧をだ映してゐるのである。だが反映とい 
ム槪念は兎もすれば間違ひを起し場5:。何となれば化巧の中ょり發して巧々の本質に觸れ 

る巧のものは我々自身-世ホを體驗するおまとしての我々ぉみ-であるからである。 

誤解を防ぐをめ一言すれば、我々は我々のを在とをく獨立別個な他の實おや本質生命體— 
我々のいふ本質生命體 i 類似せると否とを問はず——の存在を疑はうなどとは思はない9 
世巧のお序おまと人間のを在お式 一四一二 



ちを邮邮如い趴も我々にとつては少くとも「本質生命體」といふ形式に於ても現はれる.^ 
も役がといふことを確認し、をの根據として「獨特 Q 性格をもつた本質生命體をる」我々 
人間自身 Q 特殊形式を見出す蚊である。更に進んで我々はこの准界のうちに本質生命體と 
して體驗される對難の種々な秩序を问儿おした贷で彭る。世界は先づ「異質的と同質的」、 
「攻ぶと巧と補足的」..な.る特徵に從つて秋序づけられ、この特徴に於て見られる感情誘發' 
質のうちに、如を^^自我、宿萬な性格をもつ本質を命堅をる自我、卽ちをれ 
ぞれ圆生整格©ままなる人間が有己を雲しミることが知られる？彭る。觀相醫 
みはホ9^促進的と脅威的」、「反抗的と許を的」といふ特徵に從つて秩序づけられ、この 

秩序のう ち忆、ミやうな彰も馨いい5實ホ忆が5立的忆且つ磐と協力して自 
^1い1&4いも！^4'た雾戸*^間が自言身を讚してゐることが巧かとなつを。かく 
して事驢は全く明瞭となクを。卽ちこ拉やうな现一^な體驗と態度り採りぶとりうちに恒 
弈 ru 片 t 目 e 扫 e 內〇ゴ st 旨 t 星が現はれて紀る。而もこ。恒常®造は人間の個性的本 
質のを體形式で彭り、本轉公无まに自己を展開し獨おに且つ他者と協力しておお場裡に自 



一己む搬掉せんとすふ—をの衝動こぞ現實的體驗の性格と動きどを規をするものなのである。 

本質生命體の世ホとしての化がについて’認められるものは同様に巧々のを在する他のお 
式の世がにも認められるのである。他の形まの世がも、をの巧序おま、重要點の方向及び 
根本的質にがてはをの世あの遂行(認識及びお巧)のうちに自己を實現して巧く自我の表現' 
おま.證示おまであり、人格的構造に風ハるものなのである。このことは特に世巧の一一大我 
序形式卽ち「人格的」秩序おまと「卽物的」秩序おまとに認められる(観相的世を秩序は謂 
はば南をの中間に位するものなることは化に述べた)。兩者にあつて人間は自己自身を人格とし 
て證示ずる。何となれば獨立的.自己中、心的な世おと人問に結び附いた人格的な世がとい 
ふ二重の意ホにがける世ホを遂行(認識及びあ成)することこを人間の人格的全體に缺くべ 
からざぶものだからである。このホ向の何れに向ふとしても、凡を現實的な體驗は刹那を 
超越しを持續的な構造が特殊なを在形まにめて證一亦されをものである。このやうな斷をは 
一つの.前提の下に始めて理解することがお來る。卽ちこの構造は從來考へられてゐをやう 
に世ホを征服するに用ひる能力や嗦貴の束や接合體ではなく、一個の「自我」として，「世. 

世がの巧をおホと人間の存せお式 一四五 



一四•ーハ 

巧」 I ^世ホが必理的實在性をもつてゐる限り——を自己の部み的構成要素となしてゐる 
といふことを知らわばならない。このことは二重の意ホにがてちへられる。1、おま的に 
見て、化がが體驗される場合の持緩的おまのぅちには同時に體驗のま體をる人格の生活お' 
式が含まれてゐるといふことである。世ホの秩序と規をとの根本方向(本質を命體の世界、 
人格的化を及びを觀的世を)は、をこに維持され實現される人格的存在の恒常方巧(個性、人. 
格的を巧、精神的を在)に勤應しをものである。二、巧を的 S 見て、具賴的な自我はすべて' 
の秩序形まにがてをの個我よりも亥く公ものを包括し、從つて「世が」及びをの意味統一 
體、否、を QI 其體的なを r 體(をの秩序のお式の'みでなく)は、人間の自我を部分的に構.. 
巧することが出ホるのみでなく、實際に構成してをり、從つて^の人格的を在は化がに 
よつ'て荷はれ、を一體に影響をもつすべてのものによつて荷はれ旦つ影響せられるのであ 
る。この意巧に於て世ホは、認識とお戍の對象とをるべき獨立的な化ホとしても、 まを 具' 
體的な生活あび體驗の全一體の段階的..有機的な秩序をる人格的世ホとしても、ともに自 
巧のぅちに、否、自我をのものもして生きてゐるのでをる。世がは生きを自我と合~ して.' 



ゐるが故に、自我の意志にも興るものである。自我の意志とは、自らを！體の巧員として化 
がの生きんとする意志をおのが意志のうちに取り入れを自我としてをせし且つ今後も益5 
かく あらんと する意志なのである。かくして、む理的な意味にがける共同體も、貫にをの成 
員をる自我と合一してゐるのである。さて二つの結論を簡單に叙述して本論文を終りたい 
と致ふ。 

な上の研究にょつて、「事實」の道を一步一步と前進し而も「思辨 J を事とすることな 
くして體驗の意ホを解釋するホ法が提示されを。勿論このやうな事實は單なる體驗に過ぎ 
ないといふ理由のもとに、哲聲も、心理をも長い間これを事實としてを認しなかつをのであ 
るけれども、巧々は體驗の世がこを人閒を認識する上から見て巧々のもつ最も直接的な事. 
實的を礎だと思ふ。巧々の體驗し得べきこのやうな事實的基礎の意味は何人の如何なる論 
議をみてしても歐じて之を抛棄してはをらないであらう。而して體驗について認められる 
がは、體驗にめて經驗される世ホにも認められる。まさにこのやうな體験的世ホこを我々 
公生活する現實なのであつて、技術上はいかに重要であつてもこのやうな體驗から抽をに 
世 巧の巧 序形式と 人間のがをお 巧 一四 モ 



ょつて展開されるやうな世ホは我々の生巧する現實だといふことはできない。 

我々が直接おのが生をとなす世ホを科學をの立場からも承認し、體驗ををる人間と一體 
.をなすこのやうな世がを巧々の出發點とするならぱ、、心理聲に於ても過まにがて苦機の種 
.占なつてゐたま智主義を克服することとならう。觀巧的世ホを巧び發見し之に新生命を吹 
.きをむことこを、自然から遠ざかつを生巧のお式を克服して生'活の本源に立ち房らうとす' 
.る時代の動向に對して科聲の爲し得る貢獻なのである。 

我々は二十化紀の人間として、生命を窠息ホしめ世がを荒蕉ホしめる理智おまの萬能的 
.ま配ょり脫却し、觀相的化が、卽ちすべてのものが本質生命體として親しみをもちながら 
'而も神祕性を失はないやうな化ホをし得る能力を維持せわばならない。まを このやう 
な巧ホに於てこを、我々は神の聲を聞くことができ、事物の語り出づる言葉は神の聲にが 
て一元的な生命を顯示し我々人間の、むの言葉と】致するのである。かくてこをまを我々は 
..父祖の遺産のうちに生きて傳はつを世ホの符號をも解釋することができるのである。 



非論辯的認識じついての斷想 

「非論辯的認識」とは何か。 

之を言葉によつてをすことも、槪をによつで定義することも、文章によつて記述するこ 
とも出巧ない。をだ之を腦げながら暗示し敷衍することが出ホるだけである。謂はぱをの 
門口まで案內するだけである。之を理解する本質的な前提は人間自ら具へてゐなければな 
らない。 - 

非論辯的認識は々析せられないものの規をである。をは常に未みの全】體をれ自身、或 
ひは諸5の肢節に於て認められる全一體、力至はこのを】體の中に認められる諸^の胺街 
を把持し蔥識し內觀することである。このやぅなホ八刀合一の關係は論辯的なるものの分析 
:的性格とは相だしをものである。 

巧々が論辯的な思惟から脫却せわばならないといふ現代のま張は、凡そ生に卽しを行動 

ホ諭辯的認謡についての斷お 一四化 



り源をに關して言はれるのみでなく、.凡を論窗的認識の發端と結末あびをがまなとも指標 
ともなる根底に觸れるものである。認識の非論辯的な形まをホめる憧れが巧をに起つて來 
.をといふことは、合理主義の克服、生活と本がのををとから遊離しを合理主義の現實槪念 
め克服を吿げる前兆である。この憧れは本がなる存をの經驗が新たに蘇り、現實生活の中 
に巧び大いなる神的存在を感ずるやうになつをことから生じをのである。 

非論辯的な思惟を：冉び獲得するには、このやうな思惟が今日なほ實際に用ひられてゐる 
具體的な事例から出發ホねばならない。若し今日非論辯的な思惟を實除に用ひることが最 
早出來ないとしをならば、我々は最早絕對に之を聲ぶことはお來ないであらう。 

論辯的な知識は自我と化ホとを々裂せしめ、世ホをれ自身をも分裂せしめる。非論辯的 
知識はすべてのものの共存、ホ々の全一性を認める。 

.論辩的な認識は特に明をなる頭腦を必耍とする。非論辯的な認識は靜かな而も同時に動 
的な情操、靜中動あり、動中靜あり、而もおのづから巧をを失はない情操をか要とする。 
論辯的な認識は頭腦の認識を與へ、槪を的な明をを生む。非論辯的を認識は也情の體驗 



であり、情操の明哲を生む。前者は作爲を可能ならしめ、後をは決 K と行動と事業との、む 
轄へを可能ならしめる。 

非諭辯的な認識を不動な、超時間的にる當する、頭腦的に巧が日な知識だ i 考へてゐる巧 
は、未だ誤麗を脫しない。' をは擊ろ自己自身に立ち歸つたを命の全一の儘なる正しい遂行 
に他ならず、愉しき充實、おが力に富む秩序として意識に反映される。 

をは固を的に存在せずしてホ：成發展し、現實のを巧の中に實現せられるこ占を要求し、 
而も巧々の生活を包おする大いなる秩序の體驗であり、從つてをれ自，身に靜止することな 
く，生戍發展の欲求の儘に燦がたるホ巧をあち、新たな秩序を生み出だす大； S なる秩序の 
體驗である。をは常にホ巧の法則に他ならぬを一性の法則の儘に捉へられる生命の體驗で 
あり、從つて、か、る知識を體得して ゐる 限り、人間の巧携へて思く巧、おのが胸中はも 
とょり自己の周邊に齊しく認められる生巧發展して止まぬ秩序占不斷の秩序化との體驗な 
.めである。このやぅな知識は生巧發おし我々人間を通して實現される全】體の自をで ある。 
る我々の現賞かおの年；成'の很ををる本來の神的ををの展開であり、我々の現實生ををして 
ホ論掃か認識に ついて s 斷想 一五一 



意味 あらしめ る根基の展開なのでを る。このやうな 能動的を知識は事物 や 人間に對 する日 
常のを涉からお對をの直接體驗と靈能とに至るまで、すべての內め合段階を通じて絕對的神 
的をせが現實生活に自己自身を展開させる働きに他ならない。 ' 

生活共同體の眞の戍員はおり來る巧厄を、をか正體を巧かにし得るょりも遙かに早く感 
づくのである。眞に生きをを一體はをの生成の流れにめて戍員の胸を通じて異常の有無を 
直覺するのであるが、をれは成員が眞にを】體の生成の流れの中に攝取せられ、この流れ 
と】體を爲してゐる場合に限られてゐる。戍員がこの生成の流れから離脫してか部から傍 
觀的な態度を採るやぅな場合には、最早が等の異常をも感ずることは出ホないのである。 

諭辯的な「認識」に於て 「正しい」 とか「誤つてゐる」とかをはれる もの、 卽ち、巧謂 
、しつくり してゐ る」 とか 「しつくりしない」 とかちはれる ものは、 非論辯的な知識に於 
ては生きをを一體の 「しつくりしを 調和」とか 「しつくりしない 不調巧」に該當し、查】 
體はこのやぅな感情を通じて自己に異常 あり や否やを意識するのである。このやぅな意識 
は決して常住的-謡止的な知識では なく、 同時に巧動に訴へて不調巧を除ましょぅとする 



衝動なのである 

不調和を除ましよぅとする意志0ない者には、不調和は感ぜられない。またおのが、む巧 
喧噪なる人間には不調巧は感ぜられない。也を靜めかホの騒がをる中にをつても歸けさを 
失はないといふことが第一の要件である。をは、心底の態度か何の問題でみり、必ずしもか 
部的な巧爲に訴へるか否かに依るものでなく、大いなる存在が胸中に漲り現實ホ活の喧噪 
の及び難き境地である。 

飽くまで も、む底の廬度か何の問題であるから、ここに年れるものは所謂「認識」ではな^ 
く、同時に認識のホをも伴つを巧爲である。卽ち非論辯的な思惟にがて自己自身に立ち歸 
るを命0敎智は畢寅己れを生の法則に從つて展開するにある。けれどもここに生れる现實 
にがける正しい巧爲、積極的な行動は、むの靜けさより發するものでをる。 

生命は停止することを知らない。而して我々が生命を唐識するのはをの不斷に生き行く 
をに於てである。けれども現實的に生きてゐるものはを一體として生き、をの生命はを一 
的大生命の源をより發する。刹那々々を超えて自己を維持し展開をホめ、而もあらゆる變 

非論辯的認識についでの晚お 一五呈 




一'五四 

化と前進とを通じて常に同一のものとして、卽ち自己を展開しながら飽くまでもす變なが 
基として、】切をま持し充足さホるを一體の本がのをを把握するとき、巧々は始めてを一 
體 Q 法則的を動きをかることが出巧る。 

さればお.あるものには常に二つの要素がをる。14,戀的<が續進'巧とは，恥！^ ns して一で 
ある。非論辯的な知識はこの點をも重視してゐる。非諭辯的な i は不變的に持續ずるを 
一體から生れるとともに、を巧して止まぬ全一體にがて證示せらかる。このや が識は 
同時に不變的に持續ずる全一體と生戍して止まぬを一體との’円强である。かくレて口对，知，^ 
識は全1體の發現■展開ぶびそのホの圓熟をを行し、を 一: 隅が自己自身に立ち庚る働きを 
薇現し證示ずるのであり、從つて同時に正しい行爲に他ならない。をは大いなるホせの爲 
めの 圃爭 のさなかにをつて ゐ る、 否 この圖ををれ自體である。而もをは生成の靜けさょり 
生れおでをものである。 

を命の實巧を誤り傳へる知識は生あるをを固をさせ、をのを命の發現方向を相互に獨立' 
無關、むな側面に寸斷し、をの查 .一 的なを巧を時間的に體起する「時期」に分割する。ゼが 




生命はをのお本にめては「繼起」ではない。論爲的な認識はホ遠に生成發展する根をにを 
息をホめるのではなく、固をされを段階様相の不動のをにず息をあめる。牛 i 成のがおとの 
一體的な合一に基づいて靜けさを生み出すのではなく’肖ら固をさせた段階様相の生に背 
いをを息に禍されて永遠の焦躁を招くのみ'である。論辯的を知識は化して己れ自身に、換 
言すれば、查一體とを0根基に憩ムものではなく、をの目標とする段階樣巧にが附けされ、 
様相から様相へと攀日なく突き動かされるのである。かくして徒らに生命を攪亂する「能 
動的態度」が生れる。これに反して非論辯的な行爲は固をしを目標をもたず、謂はば「視 
を脚ヴ泉为 向」.—を有してゐる。がをは空虚よりお‘れて充おをホめ、を者があ载より流れ出 
で永遠の生成へ と 流れまる。前をからは造られをものが生れ、後をからは變化して止まる 
.ことなく 而も同】のもの卽ち大いなる神的存在を表はす種々 の 形態が を t おれ出でるので 
ある。 


非論辯的認識についての勘想 一お五 





八 o 五 0 巧一巧を县舍 


昭和十六年九月サ四：！一巧.刷 
昭和十ムハ年九月サ九： n 錢巧 
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をの話理 
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f ^‘ブー；^ 寅な市话巧居內幸町ニノ】】：巧宰ピル 
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